


　お問合わせや申請は、都道府県支部高齢・障害者業務課
（東京、大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願
いします。そのほかに必要な条件、要件等もございますので、
詳しくはホームページ（https://www.jeed.or.jp）を
ご覧ください。

助成金のごあんない
～ 65歳超雇用推進助成金～ ～障害者雇用助成金～

　65歳以上への定年の引上げ、定年の定めの廃止、希望者全員を対象とする66歳
以上の継続雇用制度の導入のいずれかの措置を実施する事業主の皆様を助成します。

主な支給要件
● 労働協約または就業規則で定めている定年年齢等を、過去最高を上回る年
齢に引上げること

● 定年の引上げ等の実施に対して、専門家へ委託費等の経費の支出があるこ
と。また、改正後の就業規則を労働基準監督署へ届け出ること

● １年以上継続して雇用されている60歳以上の雇用保険被保険者が1人以上
いること

● 高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢者雇用管理に関する措置（※1）の実施
支給額
● 定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上の対象被保険者数、定年等の引上げ
年数に応じて5万円から160万円（ただし１事業主あたり（企業単位）1回限り）

65歳超継続雇用促進コース
　障害の特性による就労上の課題を克服・軽減する作業施設等
の設置・整備を行う場合に費用の一部を助成します。

助成額
支給対象費用の２／３
（例） 障害者用トイレの設置、拡大読書器の購入、

就業場所に手摺を設置　等

障害者作業施設設置等助成金

　障害の特性に応じた適切な雇用管理に必要な介助者の配置
等の措置を行う場合に費用の一部を助成します。

①職場介助者の配置または委嘱
②職場介助者の配置または委嘱の継続
③手話通訳・要約筆記等担当者の委嘱
④障害者相談窓口担当者の配置
助成額
①③ 支給対象費用の３／４
②　 支給対象費用の２／３
④　 １人につき月額１万円 外

障害者介助等助成金

　障害の特性に応じた通勤を容易にするための措置を行う場
合に費用の一部を助成します。

①住宅の賃借
②指導員の配置
③住宅手当の支払
④通勤用バスの購入
⑤ 通勤用バス運転従事者の委嘱
⑥通勤援助者の委嘱
⑦駐車場の賃借
⑧通勤用自動車の購入
助成額
支給対象費用の３／４

重度障害者等通勤対策助成金

　障害の特性による課題に応じた福利厚生施設の設置・整備
を行う場合に費用の一部を助成します。

助成額
支給対象費用の１／３
（例） 休憩室・食堂等の施設、施設に附帯する玄関、

トイレ等の附帯施設・付属設備の設置・整備

障害者福祉施設設置等助成金

　高年齢者の雇用管理制度を整備するための措置（高年齢者雇用管理整備措置）を
実施した事業主の皆様を助成します。

措置（注1）の内容
① 高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、労働時間等の雇用管理制度の
見直しもしくは導入

② 法定の健康診断以外の健康管理制度（人間ドックまたは生活習慣病予防検
診）の導入

（注1） 措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働協約または就業規則に規定し、
1人以上の支給対象被保険者に実施・適用することが必要。

支給額
支給対象経費（注2）の60%《75%》、ただし中小企業事業主以外は45%《60%》
（注2） 措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサルタントとの相談経費、措置の実

施に伴い必要となる機器、システム及びソフトウェア等の導入に要した経費（経
費の額に関わらず、初回の申請に限り50万円の費用を要したものとみなします。）

【《》内は生産性要件（※2）を満たす場合】

高年齢者評価制度等雇用管理改善コース

　50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を無期雇用労働者に転換した事
業主の皆様を助成します。

申請の流れ
① 高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢者雇用管理に関する措置（※1）を実
施し、無期雇用転換制度を整備

②転換計画の作成、機構への計画申請
③転換の実施後6ヶ月分の賃金を支給
④機構への支給申請
支給額
●   対象労働者１人につき48万円（中小企業事業主以外は38万円）
●   生産性要件（※2）を満たす場合には対象労働者1人につき60万円
　（中小企業事業主以外は48万円）

高年齢者無期雇用転換コース

高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは
(a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、(b) 作業施設・方法の改善、(c)
健康管理、安全衛生の配慮、(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を活用できる配置、処
遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化のいずれか

生産性要件（※2）とは、『助成金の支給申請を行う直近の会計年度における「生産性」
が、その3年度前に比べて6％以上伸びていること（生産性要件の算定対象となった期
間中に、事業主都合による離職者を発生させていないこと）』が要件です。
（企業の場合）
　生産性 ＝ 営業利益+人件費+減価償却費+動産・不動産賃借料+租税公課

雇用保険被保険者数

高齢者雇用の助成金に係る
動画はこちら ➡

障害者雇用の助成金に係る
動画はこちら ➡
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60
歳
を
超
え
て
も
働
き
続
け
る
こ

と
が
あ
た
り
前
と
な
っ
た
現
在
、
高

齢
者
が
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
を
活

か
す
た
め
に
は
、
企
業
が
実
施
す
る

キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
と
と
も
に
、
高

齢
者
自
身
に
よ
る
自
律
的
な
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
も
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
外
資
系
企
業
で

人
材
開
発
に
従
事
し
た
経
験
を
持

ち
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
組
織
行
動
論

が
専
門
の
山
﨑
京
子
さ
ん
に
、
高
齢

者
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
今
後
の
高
齢

者
雇
用
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ア
テ
ナ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
Ｄ 
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感
で
き
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
居
場
所
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
退
職
期
を
迎
え
た
シ
ニ
ア
に
心
の
葛
藤

を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い

た
会
社
に
、
引
き
続
き
そ
の
よ
う
な
居
場
所
を
保
障

し
て
も
ら
う
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
の
企

業
に
、
福
祉
的
雇
用
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
続
け
る
余

力
は
な
い
か
ら
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り

が
、「
自
分
の
居
場
所
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う

自
覚
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
シ
ニ
ア
の

キ
ャ
リ
ア
開
発
に
お
け
る
基
本
的
な
視
点
で
す
。

―
た
し
か
に「
会
社
が
何
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

で
は
な
く
、
自
分
で
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
自
覚
は

必
要
で
す
ね
。
そ
の
一
方
で
、
会
社
が
変
革
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
﨑　
現
在
の
再
雇
用
制
度
の
よ
う
な
、
定
年
前
後

で
人
事
制
度
が
接
合
し
な
い
制
度
設
計
は
あ
ら
た
め

る
べ
き
で
す
。
と
く
に
再
雇
用
後
に
人
事
評
価
の
対

象
か
ら
外
れ
、
一
律
の
賃
金
に
な
る
よ
う
な
仕
組
み

で
は
、
た
だ
時
間
を
切
り
売
り
し
て
い
る
の
と
同
じ

―
シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い
て
、
ま
ず
基

本
的
な
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
﨑　
シ
ニ
ア
に
か
ぎ
ら
ず
、
仕
事
が
私
た
ち
に
も

た
ら
す
価
値
は
三
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
金
銭
。
二

つ
目
は
所
属
と
い
う
価
値
で
す
。
組
織
や
仕
事
仲
間

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
安
心
感
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
自
分
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
欲
求
や
、

生
き
が
い
・
や
り
が
い
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　
年
金
と
雇
用
は
、
一
つ
目
の
価
値
を
め
ぐ
る
問
題

で
す
。
ま
た
、働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
生
き
が
い
や
、

自
己
実
現
と
い
う
三
つ
目
の
価
値
を
重
視
す
る
意
見

も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
他
方
、
二
つ
目
の
価
値
に
つ
い
て
は
実
際
に
再
雇

用
や
再
就
職
を
し
た
シ
ニ
ア
の
方
々
に
聞
く
と
、「
自

分
の
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
切

実
な
声
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
「
心
理
的
安
全
性
」
と

い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
、
安
心
が
約
束
さ
れ
た
集
団

に
帰
属
し
て
い
る
状
況
を
さ
し
ま
す
。
つ
ま
り
働
く

こ
と
を
通
じ
て
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
が
い
る
と
実

で
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
制
度
設
計
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
制

度
の
運
用
面
で
も
工
夫
が
必
要
で
す
。
現
場
で
は
、

年
下
の
上
司
の
下
で
シ
ニ
ア
が
働
く
の
が
普
通
で
す

が
、
こ
の
場
合
「
年
上
の
部
下
を
抱
え
る
管
理
職
」

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

最
近
は
、
そ
の
よ
う
な
管
理
職
を
対
象
と
し
た
研
修

を
依
頼
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

―
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
研
修
を
行
う
の
で

す
か
。

山
﨑　
第
一
に
、
シ
ニ
ア
の
活
用
が
経
営
戦
略
の
う

え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
会
社
の
ト
ッ
プ
か
ら
管

理
職
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
労
働
力
人
口
が
減
少

に
向
か
う
な
か
で
シ
ニ
ア
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
シ
ニ
ア
が
積
み
上
げ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
を
企
業

の
知
的
財
産
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
知
的
財
産
を
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
活

用
す
る
た
め
現
場
の
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ

ル
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
シ
ニ
ア
活
用
に

ト
ッ
プ
が
本
気
で
あ
る
こ
と
を
管
理
職
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
出
発
点
で
す
。

　

第
二
に
、
管
理
職
に
は
部
門
目
標
達
成
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
チ
ー
ム
の
リ

ソ
ー
ス
を
最
大
限
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
リ
ソ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
る
シ
ニ
ア
を
活
用
す
る
た

シ
ニ
ア
人
材
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
す
た
め
に
は

管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
が
不
可
欠
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そ
し
て
第
三
は
、
年
上
の
部
下
に
対
し
て
も
遠
慮

す
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
逆
に
攻
撃
的
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
率
直
に
上
司
と
し
て
の
考
え
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
※1
を
身
に
つ

け
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

―
シ
ニ
ア
期
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
重

要
な
こ
と
や
、
準
備
し
て
お
く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
﨑　
私
が
副
理
事
長
を
務
め
て
い
る
日
本
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
で
は
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

に
シ
ニ
ア
期
に
必
要
な
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
能

力
」
と
い
う
新
し
い
概
念
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
若
年
時
代
は
、
社
会
や

組
織
の
な
か
で
仕
事
を
進
め
て
い
く
た
め
に
「
基
本

型
」（
仕
事
に
向
か
う
基
本
姿
勢
や
段
取
り
、
他
者

と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
）
を
習
得
し
ま
す
。
次
に
ミ

ド
ル
期
に
は
、「
基
本
型
」
を
土
台
と
し
な
が
ら
自

分
な
り
の
経
験
か
ら
学
習
し
た
「
自
分
型
」
が
加
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
シ
ニ
ア
期
に
な
る
と
、
定
年
や
役

職
定
年
な
ど
を
契
機
に
、
新
た
な
配
属
先
や
勤
務
先

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
市
場
型
」
へ
と
、「
基
本
型
」

と「
自
分
型
」を
つ
く
り
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た「
型
」を
、
技

術
や
能
力
の
労
働
市
場
に
お
け
る
希
少
性
や
汎
用
性

と
い
っ
た
価
値
に
照
ら
し
て
再
評
価
す
る
と
い
う
意

味
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
市
場
型
」
へ
の
キ
ャ
リ
ア
・

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
と
呼
び
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
は
、
長
い
時

間
を
か
け
て
築
い
て
き
た
「
基
本
型
」
と
「
自
分
型
」

を
一
度
崩
し
て
、労
働
市
場
で
通
用
す
る
「
市
場
型
」

に
組
み
替
え
る
作
業
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
葛
藤
が

生
じ
ま
す
。
こ
の
葛
藤
を
乗
り
超
え
、
自
分
の
居
場

所
を
自
分
で
つ
く
り
出
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
能
力

が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
能
力
で
す
。

―
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
能
力
で
す
か
。

山
﨑　
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
環
境
が

変
化
し
た
事
実
を
受
け
入
れ
、
自
分
の
立
ち
位
置
を

客
観
的
に
と
ら
え
て
、
自
発
的
に
環
境
に
適
応
し
た

価
値
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
「
わ
た
し
創
造
力
」、

新
し
い
環
境
で
の
人
間
関
係
を
構
築
す
る
「
お
仲
間

め
、
シ
ニ
ア
社
員
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
（
担
当
す
る
業
務
内
容
を
明
確
化
し
た
職

務
記
述
書
）
を
書
き
出
し
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
再
雇
用
後
に
人
事
評
価
の
対
象
か
ら
外

れ
る
よ
う
な
制
度
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
そ

う
し
た
制
度
は
、
年
下
の
上
司
が
年
上
の
部
下
を
評

価
し
づ
ら
い
と
い
う
声
が
現
場
か
ら
あ
が
る
こ
と
も

一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
職
務
記
述
書
が

あ
れ
ば
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
職
務
の
期
待
値
を

達
成
で
き
た
か
ど
う
か
が
客
観
的
に
測
定
で
き
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
心
配
は
軽
減
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
成
功
さ
せ
る
に
は

自
発
的
に
準
備
す
る
姿
勢
を
持
つ
の
が
ポ
イ
ン
ト

※1　アサーションスキル…… 相手に不快な思いをさせず、適切に自己主張するためのコミュニケーションスキルのこと
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構
築
力
」、
だ
れ
に
も
頼
ら
ず
一
人
で
仕
事
を
完
結

で
き
る
「
お
ひ
と
り
さ
ま
仕
事
力
」
の
三
つ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
全
部
で
16
の

能
力
要
素
を
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
※2

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
能
力
を

自
己
評
価
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
し
、
シ
ニ
ア
の

キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
も
と
で
自
己
診
断
ツ
ー
ル

や
事
例
検
討
、
行
動
計
画
シ
ー
ト
の
作
成
な
ど
を
行

い
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
自
覚
を
う
な
が
し
ま
す
。

―
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
機
会
の
な
い
人

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

山
﨑　
自
分
の
能
力
を
「
市
場
型
」
に
再
構
築
す
る

キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
と
い
う
認
識

を
持
ち
、
自
覚
的
に
自
ら
情
報
を
取
り
に
行
く
姿
勢

が
あ
れ
ば
、
現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
く

の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
自
ら
一
歩
ふ
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
・
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
は
、
他
人
に
指

示
さ
れ
て
や
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
気
づ
い
て
自
発

的
に
準
備
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

―
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
、
来
年

４
月
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
事
業
主

の
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。
こ
の
施
策
に
対
す
る
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
﨑　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
正
社
員
の
雇
用
シ
ス
テ

ム
は
、
内
部
労
働
市
場
※3
を
前
提
と
し
、
職
務
を
限

定
し
な
い
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
が
主
流
で
し
た
が
、

近
年
は
ま
ず
職
務
の
内
容
や
範
囲
を
定
義
し
、
そ
れ

に
人
を
割
り
あ
て
る
ジ
ョ
ブ
型
へ
の
移
行
が
関
心
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
ブ
型
が
う
ま
く

機
能
す
る
条
件
は
、
職
務
を
中
心
に
採
用
・
配
置
が

行
わ
れ
、
外
部
労
働
市
場
※4
で
の
人
の
流
動
性
が
高

ま
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
就
業
機
会
の
確
保

措
置
は
、
従
来
の
雇
用
確
保
措
置
の
内
容
に
加
え
、

ほ
か
の
事
業
主
に
よ
る
雇
用
、
業
務
委
託
契
約
、
社

会
貢
献
事
業
で
の
就
労
と
い
う
、
外
部
労
働
市
場
の

活
性
化
を
う
な
が
す
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
点
が
評

価
で
き
ま
す
。

　
私
は
、
内
部
か
外
部
か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、両

者
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
働
き
方
の
選
択
肢
が
増
え
る

の
は
よ
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
を

選
べ
る
条
件
が
充
実
す
れ
ば
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
に
向
け
た
シ
ニ
ア
の
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

―
超
高
齢
社
会
の
到
来
は
、
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
う
な
が
し
ま
す
ね
。

山
﨑　
高
齢
化
は
日
本
だ
け
の
現
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
内
閣
府
の
『
平
成
30
年
版
高
齢
社
会
白
書
』
に

よ
れ
ば
、２
０
６
０
年
に
は
中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
韓
国
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国
が
、
現
在
の
日

本
の
推
定
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
割
合
）の
約
30
％
を
越
し
て
き
ま
す
。こ
れ
は
、こ

れ
か
ら
の
日
本
の
対
応
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
多
様
な
働
き
方

を
選
択
で
き
る
制
度
設
計
と
、
シ
ニ
ア
自
身
の
自
律

的
な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
二
つ
の
流
れ
を
軸

と
し
た
日
本
の
取
組
み
が
う
ま
く
機
能
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
成
熟
し
た
シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア・
モ
デ
ル
を
ア

ジ
ア
諸
国
に
提
示
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
が
選
べ
る
よ
う
に
な
れ
ば

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
向
け
た
意
識
も
高
ま
る

（
聞
き
手
・
文
／
労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鍋
田
周
一　

撮
影
／
中
岡
泰
博
）

※2　中央職業能力開発協会……https://www.javada.or.jp/shift/index.html
※3　内部労働市場……企業内部の配置転換や昇進など、企業組織を単位として形成される労働市場のこと
※4　外部労働市場……内部労働市場に対して、企業横断的に労働力の需給調整が行われる通常の労働市場のこと



●表紙のオブジェ
イラストレーター　
柳田ワタル（やなぎだ・わたる）
1947年 大阪府堺市生まれ。1970年 多
摩美術大学卒業。アニメーション制作
会社勤務ののち、1974年よりフリーの
イラストレーターとなる。1977年より
オブジェ、立体クラフトなどの制作を開
始。90年代からは写真撮影も始める。

エルダー（elder）は、英語のoldの比較級で、”年長の人、目上の人、尊敬
される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財）
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。

エルダー5

44 特別寄稿 1
欧米における高齢者就業とブリッジ・ジョブ
明治大学政治経済学部 教授　永野 仁

50 特別寄稿 2
高齢社員に対する新型コロナ対策
株式会社健康企業 代表・医師　亀田高志

55 日本史にみる長寿食  vol.325
風邪が流行する前に柿を　永山久夫

56 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記

61 職場でできるストレッチ体操 短期連載
《最終回》 多くの人が悩む現代病「肩こり」
山﨑由紀也

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第41回］ ややこしい脳トレ　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.66
アテナHROD 代表
特定非営利活動法人日本人材マネジメント協会 副理事長　山﨑京子さん
シニアのキャリアデザインで重要なことは
“自分の居場所は自分でつくる”という意識

28 江戸から東京へ   第96回
名二代目の会　徳川秀忠
作家　童門冬二

30 高齢社員の賃金戦略　 第 5回
今野浩一郎

34 高齢者の職場探訪  北から、南から 第101回
茨城県　株式会社大倉商事

38 知っておきたい労働法Q&A《第30回》
歩合給と時間外割増賃金、副業・兼業の留意点
家永 勲

42 いまさら聞けない人事用語辞典 第6回
「人事評価」　吉岡利之

2020 
November

※連載「高齢者に聞く 生涯現役で働くとは」、「技を支える」は
休載します

6 高齢者が働く職場の創意工夫が集結 !
令和2年度 高年齢者雇用開発コンテストⅡ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰
受賞企業事例から

7 令和2年度「高年齢者雇用開発フォーラム」を開催

8 優秀賞 伸和ピアノ 株式会社（千葉県千葉市）
社会福祉法人 合掌苑（東京都町田市）
溝端紙工印刷 株式会社（和歌山県伊都郡）
株式会社 ルネックス（鳥取県倉吉市）
社会福祉法人 愛心会（愛媛県宇和島市）

特  

集



令
和
２
年
度

高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
Ⅱ

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
表
彰
受
賞
企
業
事
例
か
ら

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で

「
高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
人
事
制
度
の
改
定
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
り

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
を
実
現
し
て
い
る
事
例
や
、
高
齢
社
員
が
持
つ
知
識
や
技
術
を
活
か
す
た
め
の

創
意
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
な
ど
を
募
集
し
、
優
れ
た
取
組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
受
賞
企
業
を
紹
介
し
た
前
月
号
に
続
き
、

今
月
号
で
は
、
当
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
っ
た
「
高
年
齢
者
雇
用
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
模
様
と
と
も
に
、

「
当
機
構
理
事
長
表
彰
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
五
つ
の
企
業
・
団
体
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
が
働
く
職
場
の

創
意
工
夫
が
集
結
！

特　 集



特集 令和2年度  高年齢者雇用開発コンテストⅡ

エルダー7

機
構
の
和
田
慶よ

し

宏ひ
ろ

理
事
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
と
し
て
、
最
優
秀
賞
の
株
式
会
社
大
津
屋
を
は

じ
め
、
優
秀
賞
の
グ
ロ
リ
ア
株
式
会
社
、
医
療
法
人
成

雅
会
泰
平
病
院
、
特
別
賞
の
株
式
会
社
新
潟
ア
パ
タ
イ

ト
、
株
式
会
社
清
水
製
作
所
、
英
興
株
式
会
社
の
６
社

に
、
三
原
副
大
臣
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
次
に
、

当
機
構
理
事
長
表
彰
と
し
て
、
優
秀
賞
の
伸
和
ピ
ア
ノ

株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
４
社
、
特
別
賞
８
社
に
賞

状
が
授
与
さ
れ
た
。

表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
講
評
で
本
審
査
委
員
会
座
長

の
藤
村
氏
は
、「
働
く
こ
と
で
社
会
を
支
え
て
い
る
高

齢
者
が
増
え
る
な
か
、
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
高
齢
者

が
長
く
働
く
た
め
に
、
企
業
は
何
が
で
き
る
か
」
と
の

視
点
か
ら
、
例
え
ば
最
優
秀
賞
の
株
式
会
社
大
津
屋
で

は
、
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
高
齢
社
員
の
負
荷
を
軽
減
す
る

一
方
で
、
高
齢
社
員
が
持
つ
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て

い
る
と
い
っ
た
事
例
を
挙
げ
、
入
賞
企
業
に
は
工
夫
を

凝
ら
し
た
多
彩
な
取
組
み
が
見
ら
れ
た
と
語
っ
た
。

そ
の
後
の
事
例
発
表
で
は
、
入
賞
企
業
か
ら
株
式
会

社
大
津
屋
、グ
ロ
リ
ア
株
式
会
社
、英
興
株
式
会
社
の
３

社
が
自
社
の
取
組
み
の
内
容
や
制
度
な
ど
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
藤
村

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発
表
し
た
３

社
の
代
表
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
（
大
津
屋
・

小
川
明
彦
代
表
取
締
役
社
長
、
グ
ロ
リ
ア
・
永
井
實み

の
る

代

表
取
締
役
、
英
興
・
福
原
一
彦
業
務
部
長
）。
60
歳
以

降
も
意
欲
を
持
っ
て
働
く
た
め
に
企
業
と
し
て
工
夫
し

て
い
る
こ
と
や
、
定
年
廃
止
な
ど
の
仕
組
み
を
制
度
化

す
る
に
あ
た
っ
て
社
内
で
議
論
し
た
こ
と
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
高
齢
社
員
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
活
か
す
具
体

的
な
工
夫
や
若
い
人
た
ち
と
一
体
と
な
っ
た
職
場
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
語
っ
た
。

な
お
、事
例
発
表
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
、

本
誌
２
０
２
１
年
１
月
号
で
掲
載
す
る
予
定
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
は
10
月
７
日（
水
）、厚
生
労
働
省
と
の
共
催
で
、「
令
和

２
年
度
高
年
齢
者
雇
用
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
い
き
い

き
と
働
け
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
、
高
齢
者
の
雇

用
促
進
に
か
か
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
。
会
場

に
は
例
年
、
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
ら
が
多
数
参

加
す
る
が
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
企

業
の
み
の
参
加
と
し
て
開
催
し
た
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
実

施
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
模
様
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

公
開
中
※
）。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
令
和
２
年
度
高
年
齢
者
雇

用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
は
じ
め
、
令
和
２

年
度
高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
本
審
査
委
員
会

座
長
の
藤
村
博
之
氏
（
法
政
大
学
経
営
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
）
に
よ
る

講
評
や
、
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
企
業
に
よ
る
事
例
発
表
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
三
原
じ
ゅ
ん
子
厚
生
労
働
副
大
臣
と
当

※　

挨拶に立つ当機構の和田慶宏理事長

表彰企業によるトークセッションが行われた

JEED　チャンネル　トークセッション 検 索

高
齢
者
雇
用
先
進
企
業
28
社
を
表
彰

 

令
和
２
年
度

「
高
年
齢
者
雇
用
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

 
を
開
催
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高年齢者雇用開発コンテスト
令和2年度

本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ伸
和
ピ
ア
ノ
株
式
会
社
は
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
、

レ
コ
ー
ド
盤
を
各
店
舗
に
配
送
す
る
レ
コ
ー
ド
配
送
事

業
で
創
業
。
そ
の
後
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
や
ピ
ア
ノ
な
ど

の
大
型
楽
器
の
配
送
へ
と
業
容
を
拡
大
さ
せ
た
。さ
ら
に

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
順
調
な
経
営
が
続
き
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は
本
社
を
移
転
し
、
事
業

内
容
も
創
業
当
初
の
配
送
事
業
か
ら
、ピ
ア
ノ
の
修
理
、

さ
ら
に
は
弾
か
な
く
な
っ
た
ピ
ア
ノ
の
買
取
り・整
備・

輸
出
な
ど
へ
と
拡
大
。
倉
庫
内
ピ
ア
ノ
移
動
部
門
を
新

設
し
た
こ
と
で
、
高
齢
社
員
を
積
極
的
に
採
用
し
て
お

り
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
働
け
る
職
場
の
創
出
を
通
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

  《
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
》

（
１
）
安
定
し
て
生
活
す
る
に
は
安
定
し
て
働
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
定
年
制
を
廃

止
。
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な

が
っ
た
。

（
２
）
社
員
の
生
活
に
合
わ
せ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
時
間
有
給
休
暇
制
度
を
導
入
。
ま
た
、
短
時

間
勤
務
制
度
も
あ
り
、
自
身
の
都
合
の
よ
い
日
・
時

間
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
個
別
の
事
情

に
対
応
し
た
働
き
方
が
で
き
る
制
度
を
整
備
し
た
。

（
３
）
評
価
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
さ
ら
に
今
後
に

向
け
て
、
全
員
同
額
の
第
一
基
本
給
の
ほ
か
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
を
意
識
し
た
形
で
職
場
ご
と
の
特
性

に
応
じ
た
第
二
基
本
給
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

（
４
）
社
員
の
健
康
や
安
全
に
配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
重
量
の
あ
る
ピ
ア
ノ
配

送
は
大
き
な
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
、
安
全
衛
生
に
注
力
し
て
い
る
。

伸
和
ピ
ア
ノ 

株
式
会
社
（
千
葉
県
千
葉
市
）

高
齢
者
を
積
極
的
に
採
用
し

だ
れ
も
が
生
涯
現
役
を
目
ざ
せ
る
職
場
環
境
を
実
現

（独）高齢・障害・求職者
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
伸和ピアノ 株式会社
（千葉県千葉市）

◎創業　1970（昭和45）年
◎業種　 ピアノの買取り・販売・修繕・調律・配送業務
◎社員数　119人
　60歳以上　14人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 5人 （4.2％）
 65～69歳 4人 （3.4％）
 70歳以上 5人 （4.2％）

◎定年・継続雇用制度
定年なし。現在の最高年齢者は81歳
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企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ伸
和
ピ
ア
ノ
株
式
会
社
は
、
１
９
７
０
年
に
創
業
。

千
葉
県
船
橋
市
に
拠
点
を
置
く
楽
器
店
に
て
、
レ
コ
ー

ド
盤
を
各
店
舗
へ
配
送
す
る
業
務
を
開
始
し
、
次
第
に

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
大
型
楽
器
の
配
送
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
配
送
事
業
か
ら
ピ
ア

ノ
の
修
理
、
弾
か
な
く
な
っ
た
ピ
ア
ノ
の
買
取
り
・
整

備
・
販
売
事
業
へ
と
軸
足
を
移
行
し
て
い
っ
た
。

海
外
展
開
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
国
内
で
買
い

取
っ
た
ピ
ア
ノ
を
修
理
し
、
主
に
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

へ
輸
出
販
売
す
る
事
業
が
伸
長
。
年
間
約
1
万
８
０
０

０
台
を
輸
出
し
、
売
上
げ
の
９
割
を
占
め
て
い
る
。
日

本
製
ピ
ア
ノ
の
需
要
は
大
き
い
た
め
、
し
ば
ら
く
は
安

定
的
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
る
が
、
飛
躍
的
に
拡
大

す
る
こ
と
は
な
い
と
の
予
測
か
ら
、
今
年
か
ら
本
格
的

に
管
楽
器
の
買
取
り
販
売
部
門
を
新
設
し
た
。
２
０
２

０
（
令
和
２
）
年
３
月
に
は
西
日
本
エ
リ
ア
の
拠
点
と

し
て
関
西
支
店
を
開
設
し
た
。

中
古
で
あ
っ
て
も
納
入
先
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な

よ
い
ピ
ア
ノ
が
く
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な
ど
、
感

謝
の
言
葉
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
社
員
の
励

み
と
な
っ
て
お
り
、
各
社
員
が
一
層
の
技
術
向
上
を
目

ざ
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ１
１
９
人
の
社
員
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
14
人
（
全

員
男
性
）
で
全
社
員
の
11
・
８
％
を
占
め
る
。
70
歳
以

上
は
５
人
（
４
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
新
規
学
卒

者
の
定
期
採
用
は
な
く
、
随
時
中
途
採
用
の
募
集
を
実

施
。
あ
る
程
度
専
門
性
が
必
要
な
仕
事
で
は
あ
る
が
、

採
用
に
あ
た
っ
て
は
や
る
気
や
人
柄
を
重
視
し
て
い
る
。

20
～
30
代
を
合
わ
せ
る
と
40
人
（
33
・
６
%
）
で
、
若

い
層
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
50
代
は
30
人
（
25
・

２
%
）
で
、
今
後
は
高
齢
者
層
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
社
員
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

環
境
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。

職
種
は
、楽
器
店
や
個
人
宅
へ
の
ピ
ア
ノ
の
運
搬
や
、

ピ
ア
ノ
の
査
定
・
買
取
り
・
引
取
り
を
行
う
「
ピ
ア

ノ
仕
入
部
門
」、
買
い
取
っ
た
ピ
ア
ノ
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
・
修
理
・
塗
装
・
調
律
し
、
新
品
同
様
に
仕
上
げ
る

「
ピ
ア
ノ
工
房
部
門
」、
買
い
取
っ
た
ピ
ア
ノ
の
倉
庫

へ
の
積
下
ろ
し
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
終
え
た
ピ
ア
ノ
を

輸
出
用
コ
ン
テ
ナ
へ
積
み
込
む
「
倉
庫
内
ピ
ア
ノ
移
動

部
門
」、
そ
し
て
「
事
務
部
門
」
の
４
部
門
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

現
在
、
高
齢
社
員
は
主
に
「
ピ
ア
ノ
工
房
部
門
」
で

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ・修
理
、「
倉
庫
内
ピ
ア
ノ
移
動
部
門
」

で
の
ピ
ア
ノ
の
積
下
ろ
し・積
込
み
に
従
事
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
新
設
さ
れ
た
倉
庫
内
ピ
ア
ノ
移
動
部
門

は
、主
に
倉
庫
内
に
て
ピ
ア
ノ
を
移
動
す
る
部
署
で
、高

齢
者
を
積
極
的
に
採
用
し
た
。
同
社
の
業
務
は
作
業
に

よ
っ
て
は
数
年
の
経
験
が
必
要
な
工
程
も
あ
り
、
40
～

50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
そ

の
後
の
活
躍
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
。
一
方
、「
ピ
ア
ノ

移
動
部
門
」
は
専
門
性
が
あ
ま
り
必
要
で
な
い
こ
と
か

ら
、
50
～
60
代
で
中
途
入
社
し
た
社
員
で
も
活
躍
で
き

る
場
と
な
っ
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

◦�

定
年
制
の
廃
止

「
安
定
し
て
生
活
す
る
に
は
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
経
済
的
な
裏
づ
け
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
創
業
者
の
理
念
の
も
と
、
２
０
１
６

会社外観



2020.11 10

年
８
月
に
定
年
制
廃
止
を
就
業
規
則
に
明
文
化
し
た
。

◦�

勤
務
制
度
の
見
直
し

柔
軟
な
勤
務
制
度
と
し
て
、
始
業
時
間
を
８
時
・
８

時
30
分
・
９
時
、
終
業
時
間
を
17
時
30
分
・
18
時
の
い

ず
れ
か
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
自
身

の
都
合
の
よ
い
日
・
時
間
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
短
時

間
勤
務
制
度
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
時
間
有
給
休
暇
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
社
員

や
子
育
て
世
代
の
社
員
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
会
社
と

し
て
有
給
休
暇
１
０
０
％
取
得
を
推
進
し
て
お
り
、
有

給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

◦�

賃
金
制
度

２
０
２
１
年
4
月
か
ら
は
賃
金
制
度
の
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
ず
、
成
果
給
を
取
り
入
れ
、
や
る
気

が
あ
る
者
の
給
与
を
増
や
す
こ
と
、
ま
た
、
全
員
同
額

の
第
一
基
本
給
と
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実
現
す
る

た
め
職
場
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
第
二
基
本
給
を
組
み

合
わ
せ
た
賃
金
制
度
を
検
討
し
て
お
り
、
来
年
の
４
月

か
ら
新
制
度
の
具
体
化
を
目
ざ
し
て
い
る
。

諸
手
当
と
し
て
は
、皆
勤
手
当
、子
育
て
支
援
手
当
、

禁
煙
手
当
が
全
社
員
対
象
に
支
給
さ
れ
る
（
短
時
間
勤

務
の
社
員
は
勤
務
時
間
数
に
よ
り
支
給
額
が
異
な
る
）。

さ
ら
に
、
ピ
ア
ノ
仕
入
部
門
の
社
員
に
対
し
て
は
、
身み

嗜だ
し
な

み
手
当
（
散
髪
代
な
ど
）
が
加
わ
る
。
こ
れ
は
主
に

外
回
り
を
担
当
す
る
た
め
、
担
当
社
員
、
ひ
い
て
は
会

社
に
対
し
て
よ
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
退
職
金
制
度
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
進
め
て

お
り
、
加
入
中
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
加
え
て
、

自
社
で
の
追
加
的
な
退
職
金
を
用
意
す
る
方
向
で
検
討

中
で
あ
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

◦�

障
害
者
雇
用
と
後
進
の
育
成

２
０
１
４
年
に
、
高
齢
社
員
が
特
別
支
援
学
校
の
職

場
体
験
指
導
を
担
当
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て
入
社
し
た
社
員
の
指
導
を

高
齢
社
員
が
担
当
し
て
い
る
。
現
在
、
全
社
員
１
１
９

人
の
う
ち
知
的
障
害
者
５
人
、
精
神
障
害
者
１
人
、
視

覚
障
害
者
１
人
が
、
ピ
ア
ノ
工
房
部
門
で
ピ
ア
ノ
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
修
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
「
千
葉
市
就
労
準
備
支
援
室
・
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば
」
か
ら
の
紹
介

で
、
他
社
を
２
年
以
上
休
職
し
て
い
た
男
性
を
職
場
体

験
後
、
社
員
と
し
て
採
用
し
た
。
職
場
体
験
で
は
最
高

年
齢
者
の
社
員
が
指
導
を
担
当
、
本
人
の
希
望
に
よ
り

ピ
ア
ノ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
に
従
事
し
、
安
定
し
た

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
高
齢
社
員
が
後
進

の
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

◦�

作
業
環
境
の
改
善

作
業
が
快
適
に
行
え
る
よ
う
、
屋
上
の
換
気
装
置
か

ら
常
に
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
１
年

を
通
し
て
工
房
内
の
温
度
管
理
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

作
業
で
使
用
す
る
有
機
溶
剤
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
防

止
の
た
め
に
、
年
2
回
、
社
内
の
環
境
測
定
と
、
特
定

化
学
物
質
等
健
診
を
実
施
し
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

◦�

作
業
場
の
個
人
ブ
ー
ス
化

ピ
ア
ノ
工
房
部
門
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
個
人
の
専
用

ブ
ー
ス
を
設
け
、
必
要
な
工
具
類
や
消
耗
部
品
を
一
式

取
り
揃
え
て
い
る
。
そ
の
都
度
歩
い
て
取
り
に
行
く
時

間
的
・
体
力
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
作
業
効
率
・
生
産

性
が
向
上
し
た
。

◦�

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

ピ
ア
ノ
工
房
部
門
の
天
井
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
し

た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
で
、
視
力
が
低
下
傾
向
に
あ

る
高
齢
者
に
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
。
高
齢
社

員
か
ら
は
目
の
疲
れ
が
軽
減
し
た
だ
け
で
な
く
作
業
効

率
も
上
が
っ
た
と
好
評
で
あ
る
。

◦�

健
康
管
理

全
社
員
が
使
用
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
冷

暖
房
完
備
）
を
新
設
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
、

複
合
マ
シ
ン
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ
グ
ッ
ズ

が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
は
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高
齢
社
員
か
ら
の
人
気
が
高
い
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
工
房
部
門
内
の
休
憩
室
に
血
圧
計
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
社
内
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
体
組
成

計
を
設
置
し
た
。
毎
月
最
低
１
回
は
測
定
し
、
個
人
が

専
用
ノ
ー
ト
で
数
値
を
管
理
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
こ

と
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
向

上
し
た
。

さ
ら
に
、年
に
1
回
実
施
し
て
い
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
で
は
、
部
署
や
性
別
だ
け
で
な
く
、
年
齢
別
の
判
定

を
注
意
深
く
確
認
し
て
お
り
、
課
題
に
応
じ
て
衛
生
委

員
会
で
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
内
容
が
把
握
で
き
、
職
場

環
境
の
改
善
に
役
立
っ
て
い
る
。

◦�

安
全
衛
生

重
量
（
約
２
５
０
㎏
）
の
あ
る
ピ
ア
ノ
を
扱
う
業
務

で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
が
倒
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
事

故
や
け
が
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
労
働
災
害
防
止

活
動
に
注
力
し
て
い
る
。
2
カ
月
に
１
回
、
約
４
時
間

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
、
実
際
に
起
こ
っ
た
労
働

災
害
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的

な
対
策
を
示
す
な
ど
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
環
境
整

備
に
も
努
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
作
業
場
と
階
段
を
隔

て
て
い
る
扉
で
は
、
不
用
意
に
作
業
場
か
ら
扉
を
開
け

る
と
階
段
を
昇
降
中
の
社
員
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、

ケ
ガ
を
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
防
災
扉
の
押
し
手
側
に
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
取
り

つ
け
る
こ
と
で
、
作
業
場
の
中
か
ら
階
段
の
状
況
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
カ
メ
ラ
は
施
設
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
し
て
お
り
、
録
画
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
作
業
状
況
や
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
に
努
め
て

い
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

季
節
（
年
６
回
）
ご
と
に
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
事

務
部
門
ス
ペ
ー
ス
に
か
け
て
社
内
を
飾
り
つ
け
し
、
職

場
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
・
芸

術
活
動
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
援
を
行
っ

て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声

最
高
年
齢
社
員
（
81
歳
）
の
山
内
さ
ん
は
60
歳
で
入

社
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
非
正
規
社
員
と
し
て
勤
続
21
年
を

誇
る
。当
初
は
本
体
塗
装
仕
上
げ
を
担
当
し
て
い
た
が
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
現
在
は
ピ
ア
ノ
の
部
品
交
換
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
に
従
事
し
、
80
歳
を
超
え
た
現
在
も

前
線
で
活
躍
し
て
い
る
。「
輸
出
用
の
ピ
ア
ノ
の
作
業

で
は
、
か
ぎ
ら
れ
た
時
間
で
作
業
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
た
い
へ
ん
だ
が
や
り
が
い
も
あ
る
」
と
話
す
。

（
６
）
今
後
の
課
題

今
後
、
さ
ら
な
る
人
事
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
す

べ
て
の
社
員
を
正
社
員
に
改
め
、
そ
の
う
え
で
短
時
間

勤
務
な
ど
の
弾
力
的
な
雇
用
の
実
現
を
目
ざ
す
と
と
も

に
、
賃
金
制
度
の
見
直
し
も
視
野
に
置
い
て
い
る
。
ま

た
、
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
な
ど
健
康
面
へ

の
新
た
な
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
検
討
し
て
い
る
な
ど
、
高

齢
社
員
が
長
く
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
創
出
に
向
け

て
全
社
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
。

ピアノ工房部門の専用ブースで仕事をする最高年齢社員（81歳）の山内さん

ウォーキングマシンを使用して運動中の高齢社員
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ社
会
福
祉
法
人
合
掌
苑
は
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）

年
に
創
業
さ
れ
、
１
９
６
６
年
に
社
会
福
祉
法
人
に
改

組
し
た
。
創
業
者
が
東
京
大
空
襲
で
被
災
し
た
人
た
ち

に
手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
が
創
業
の
背
景
に
あ
り
、
仏

教
の
慈
悲
の
精
神
に
基
づ
く
「
人
は
尊
厳
を
持
ち
、
権

利
と
し
て
生
き
る
」
と
い
う
経
営
理
念
を
掲
げ
て
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
ざ
し
て
き
た
。
慢
性
的
な
人
手
不

足
に
悩
む
介
護
業
界
に
あ
っ
て
、
現
在
５
４
９
人
の
職

員
を
擁
し
、
と
り
わ
け
高
齢
の
就
労
者
が
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
。
創
業
以
来
の
理
念
の
も
と
、「
心
を
支

え
る
介
護
」
を
目
ざ
し
、
だ
れ
も
が
活
き
活
き
働
け
る

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

  《
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
》

（
１
）
介
護
業
界
全
体
が
人
手
不
足
状
態
の
な
か
、
即

戦
力
で
あ
る
高
齢
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
４
月
に
定
年
制
を
廃
止
し
た
。

（
２
）
高
齢
で
も
無
理
な
く
働
け
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

就
業
形
態
を
整
備
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
に
短
時
間
・
短
日
勤
務
が
可
能
な
限
定
正
職
員
制

度
を
導
入
し
た
。

（
３
）
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
資
格
取
得
を
奨
励
、
受

験
費
用
の
補
助
や
資
格
取
得
へ
向
け
た
一
時
金
支
給

な
ど
、高
齢
者
を
含
む
全
職
員
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
４
）
子
育
て
中
の
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
子
ど
も

手
当
の
支
給
を
は
じ
め
、
法
定
を
上
回
る
産
前
休
暇

制
度
、
子
の
看
護
休
暇
を
整
備
し
た
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
法
人
は
、１
９
６
０
年
に
「
合
掌
苑
老
人
ホ
ー
ム
」

社
会
福
祉
法
人 

合
掌
苑
（
東
京
都
町
田
市
）

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
創
出
し

介
護
業
界
を
支
え
る
人
材
確
保
を
実
現

（独）高齢・障害・求職者　
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
社会福祉法人 合掌苑
（東京都町田市）

◎創業　1960（昭和35）年
◎業種　 特別養護老人ホーム、通所介護、訪問介護、

有料老人ホーム、障害者支援センター
◎職員数　549人
　60歳以上　184人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 64人 （11.7％）
 65～69歳 44人 （8.0％）
 70歳以上 76人 （13.8％）

◎定年・継続雇用制度
定年なし。現在の最高年齢者は85歳



特集 令和2年度  高年齢者雇用開発コンテストⅡ

エルダー13

の
運
営
管
理
を
開
始
。
６
年
後
に
社
会
福
祉
法
人
に
改

組
し
た
。
地
域
に
貢
献
す
る
介
護
事
業
の
推
進
を
目
ざ

す
な
か
、
現
在
で
は
町
田
市
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
３
カ

所
の
事
業
部
（
金
森
事
業
部
、
輝か

が
や
き

の
杜も

り

事
業
部
、
鶴
の

苑さ
と

事
業
部
）
を
拠
点
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介

護
つ
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
居
宅
介
護
支
援
施
設
、
訪

問
介
護
施
設
、通
所
介
護
施
設
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
働
く
人
も
含
め
た
す
べ
て
の
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
こ
そ
法
人
の
使
命
と
い
う
経
営
理

念
の
も
と
、
き
め
細
や
か
な
介
護
の
実
現
に
向
け
て
経

験
豊
富
な
高
齢
者
の
雇
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

２
０
１
８
年
に
は
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た

い
会
社
大
賞
※1（
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
）」の
実

行
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
同
年
に
「
日
本

経
営
品
質
賞
※2（
経
営
品
質
協
議
会
）」
の
経
営
革
新
推

進
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
同
法
人
の
多
彩
な
取
組
み
は

多
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ職
員
５
４
９
人
の
う
ち
、60
歳
以
上
は
１
８
４
人（
男

性
19
人
、
女
性
１
６
５
人
）
で
、
全
職
員
の
33
・
５
％

を
占
め
る
。
70
歳
以
上
は
76
人
（
男
性
６
人
、
女
性
70

人
）
で
、
最
高
年
齢
者
は
85
歳
で
あ
る
。
同
法
人
で
は

自
宅
か
ら
直
接
訪
問
介
護
に
向
か
う
登
録
ヘ
ル
パ
ー
制

度
を
整
備
し
て
き
た
が
、
も
と
も
と
非
正
規
職
員
で
あ

る
登
録
ヘ
ル
パ
ー
に
は
定
年
制
が
な
か
っ
た
た
め
、
就

業
規
則
で
は
60
歳
定
年
を
明
記
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は

65
歳
以
降
も
希
望
に
よ
り
継
続
雇
用
し
て
い
た
。
就
業

規
則
と
実
態
の
乖か

い

離り

が
あ
り
、
65
歳
以
降
も
働
き
続
け

て
い
る
職
員
の
雇
用
状
況
に
合
わ
せ
て
、
２
０
１
７
年

に
定
年
制
と
継
続
雇
用
制
度
を
廃
止
。
こ
れ
に
よ
り
50

代
を
中
心
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
看
護
師
な
ど
の
応

募
が
増
加
し
、
人
材
確
保
が
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

若
い
人
材
の
確
保
に
も
注
力
し
て
お
り
、
毎
年
新
規
採

用
を
行
っ
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

◦�

定
年
制
の
撤
廃
と
柔
軟
な
働
き
方

介
護
業
界
全
体
が
人
手
不
足
状
態
の
な
か
、
高
齢
職

員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
２
０
１
７
年
に
定
年
制
お
よ
び
継
続
雇
用

制
度
を
廃
止
し
た
。
ま
た
、定
年
制
廃
止
に
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
ま
で
の
準
職
員
と
嘱
託
職
員
の
位
置
づ
け
を
見
直

し
、
よ
り
正
職
員
に
近
づ
け
る
と
と
も
に
、
正
職
員
の

柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
た
め
に
短
時
間
・
短
日

勤
務
が
可
能
な
限
定
正
職
員
制
度
を
導
入
し
た
。
限
定

正
職
員
は
週
32
時
間
以
上
の
労
働
時
間
を
条
件
に
す
る

と
と
も
に
、
週
末
の
勤
務
が
免
除
さ
れ
る
。
正
職
員
は

自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
限
定
正
職
員
に

変
更
し
た
り
、
そ
の
後
正
職
員
に
再
び
戻
っ
た
り
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
48
人
が
限
定
正
職
員
を
選

択
し
て
お
り
、
そ
の
3
割
が
高
齢
社
員
で
あ
る
。

◦�

賃
金
制
度

60
歳
時
点
の
基
本
給
が
70
歳
ま
で
維
持
さ
れ
、
70
歳

以
降
は
働
き
方
に
応
じ
た
金
額
と
な
る
。
体
力
に
自
信

が
な
く
な
っ
た
と
き
や
、
介
護
な
ど
で
時
間
的
な
制
約

が
出
た
と
き
な
ど
、
段
階
的
に
就
業
形
態
に
応
じ
調
整

す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。
定
年
制
廃
止
と
60
歳
以

降
の
賃
金
制
度
の
整
備
に
よ
り
、
60
歳
前
の
看
護
師
や

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
有
資
格
者
の
採
用
に

役
立
っ
て
い
る
。

※1　日本でいちばん大切にしたい会社大賞……人を大切にし、人の幸せを実現する行動を継続して実践している会社のなかから、取組みが特に優良な企業を顕彰
※2　日本経営品質賞……顧客の視点から経営全体を見直し、自己革新を通じて新しい価値を創出し続ける「卓越した経営の仕組み」を有する企業を表彰

施設外観
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◦�

人
事
管
理

か
つ
て
の
再
雇
用
制
度
の
も
と
で
嘱
託
職
員
で
あ
っ

た
高
齢
職
員
は
、
定
年
制
廃
止
に
合
わ
せ
た
準
職
員
と

嘱
託
職
員
の
位
置
づ
け
の
見
直
し
に
よ
り
正
職
員
と

な
っ
た
も
の
の
、
賃
金
水
準
は
継
続
雇
用
時
と
同
じ
60

歳
到
達
時
の
水
準
と
な
る
。
理
由
は
、
高
齢
職
員
は
70

歳
ま
で
正
職
員
（
あ
る
い
は
限
定
正
職
員
）
と
し
て
働

き
続
け
る
の
は
肉
体
的
に
厳
し
く
、
途
中
で
嘱
託
職
員

に
変
更
し
て
い
る
者
が
多
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
正
職
員
と
し
て
働
き
続
け

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
た
め
、
人
事
管
理
制
度
の
環
境

整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
職
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

◦�

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
職
場
の
創
出

高
齢
者
が
無
理
な
く
働
け
る
就
業
形
態
を
整
備
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
月
給
制
か
ら
時
間
給
制
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
夜
勤
専
従
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
月
給
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
12
カ
月
分
の
給
与
の
合
計
額
を

年
間
勤
務
時
間
で
割
っ
て
時
間
給
を
算
出
し
、
日
勤
と

夜
勤
専
従
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
体
系
を
明
確
に
切
り
分
け

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

勤
務
時
間
帯
や
勤
務
形
態
の
選
択
を
可
能
と
し
た
。
例

え
ば
、
他
社
を
定
年
退
職
後
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
入
社

し
た
80
代
前
半
の
職
員
は
、
週
3
日
・
１
日
30
分
ず
つ

と
い
う
短
時
間
で
、排
泄
介
助
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
、

本
人
も
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
。

ま
た
、
資
格
が
必
要
と
さ
れ
る
介
護
現
場
で
、
見
守

り
や
調
理
な
ど
、
生
活
の
延
長
線
上
で
で
き
る
資
格
が

不
要
な
仕
事
を
業
務
と
し
て
切
り
分
け
、
短
時
間
で
も

高
齢
職
員
に
た
ず
さ
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
専
門
職

の
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

入
社
後
の
資
格
取
得
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◦�

面
談
の
実
施

同
法
人
の
創
業
者
が
理
念
と
し
て
掲
げ
た
「
人
は
尊

厳
を
持
ち
、
権
利
と
し
て
生
き
る
」
と
い
う
精
神
を
具

現
化
す
る
た
め
に
、
利
用
者
の
満
足
度
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
が
満
足
で
き
る
職
場
風
土
の
構
築
を
目
ざ
し

て
き
た
。
多
様
な
働
き
方
を
実
践
す
る
職
員
が
各
自
の

役
割
を
明
確
に
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
良
好
に
取
れ
る
よ
う
、
月
に
１
回
以
上
、
所

属
長
が
全
職
員
に
対
し
て
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。
面

談
に
よ
っ
て
法
人
が
期
待
し
て
い
る
役
割
が
明
白
に
な

り
、
職
員
自
身
の
考
え
方
と
の
ズ
レ
を
す
り
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
問
題
点
が
は
っ
き
り
し
、

解
決
策
を
見
出
す
手
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）�
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

◦�

夜
勤
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
採
用

労
働
時
間
を
短
縮
し
つ
つ
、
高
齢
職
員
が
長
く
勤
め

ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
夜
勤
専
門
の
夜
勤
専
従
ス

タ
ッ
フ
を
採
用
し
、
日
勤
と
夜
勤
を
分
け
た
勤
務
体
制

を
整
備
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
１
夜
勤
を
２
名
で
担
当
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
月
の
半
分

を
夜
9
時
か
ら
翌
朝
7
時
ま
で
勤
務
す
る
が
、
担
当
を

週
の
前
半
と
後
半
で
分
け
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
休
み

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
、職
員
か
ら
は
好
評
で
あ
る
。

◦�

安
全
管
理
と
健
康
管
理

労
働
災
害
の
防
止
お
よ
び
職
員
の
健
康
の
維
持
・
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
方

針
を
定
め
て
い
る
。
環
境
整
備
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
た

「
５
Ｓ
活
動
※3
」
を
通
じ
て
、
職
員
が
職
場
内
に
お
け

る
労
働
安
全
衛
生
上
の
課
題
と
改
善
策
を
出
し
合
い
、

日
々
安
全
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。 

ま
た
、
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
実
施
機
関
が
来
所

し
て
行
っ
て
お
り
、
勤
務
時
間
中
の
受
診
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
介
護
業
務
で
は
一
番
の
課
題
と
さ
れ
る
腰
痛

対
策
を
重
視
し
て
お
り
、
予
防
の
た
め
に
入
念
な
体
操

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
腰
姿
勢
の
維
持
や
重
量
物
の

持
ち
上
げ
に
よ
る
身
体
へ
の
疲
労
と
負
担
を
軽
減
さ
せ

腰
痛
な
ど
の
疾
病
リ
ス
ク
を
予
防
す
る
ス
マ
ー
ト
ス
ー

ツ
※4
を
購
入
し
て
い
る
。

◦�

キ
ャ
リ
ア
支
援
、
子
育
て
支
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど
に
対
す
る
受
験
日
の
職

務
免
除
や
受
験
費
用
の
補
助
を
は
じ
め
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
資
格
取
得
へ
の
一
時
金
支
給
を
、
高
齢
職
員
に

も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
中
の
女
性
に
対
し

て
は
、
法
定
を
上
回
る
独
自
の
産
前
休
暇
制
度
や
子
の

看
護
休
暇
取
得
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も

手
当
の
支
給
や
保
育
園
を
補
完
す
る
企
業
内
託
児
室
の

設
置
な
ど
で
、
働
く
女
性
を
支
援
し
て
い
る
。

1
年
を
4
週
間
ご
と
に
分
け
、
13
パ
タ
ー
ン
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
固
定
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り

自
身
の
予
定
が
立
て
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

ス
タ
ッ
フ
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
環
境
が
構
築

さ
れ
て
こ
そ
、
き
め
細
や
か
な
介
護
が
実
現
で
き
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

回
数
を
増
や
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
具
体
例
と
し

て
は
、
誕
生
日
に
は
理
事
長
か
ら
全
職
員
に
手
書
き
の

誕
生
日
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
職
場
の
同
僚
に
向

け
て
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
て
送
り
合
う
「
サ
ン
ク
ス

カ
ー
ド
」
の
仕
組
み
が
定
着
し
て
い
る
。
お
互
い
に
感

謝
す
る
習
慣
が
身
に
つ
く
こ
と
で
人
間
関
係
が
熟
成
さ

れ
、
職
員
の
定
着
率
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
職
員
の
声

勤
続
28
年
の
石い

し

室む
ろ

智ち

代よ

子こ

さ
ん
（
73
歳
）
は
、
在
宅

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
週
4
日
勤
務
し
て
い

る
。
46
歳
で
正
職
員
と
し
て
入
社
し
、
65
歳
以
降
は
限

定
正
職
員
と
し
て
現
在
の
勤
務
体
制
と
な
っ
た
。
同
法

人
へ
の
入
職
前
か
ら
介
護
職
で
働
い
て
お
り
、
周
囲
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
は

こ
こ
で
取
得
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人
に
会
う
の
が

好
き
な
こ
と
、
少
し
で
も
だ
れ
か
の
役
に
立
て
る
こ
と

が
嬉
し
く
て
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。
定
年
制
の
廃
止

で
、
意
欲
が
あ
れ
ば
い
つ
ま
で
も
働
け
る
職
場
環
境
が

整
備
さ
れ
た
の
で
、『
健
康
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
が

ん
ば
ろ
う
ね
』
と
仲
間
た
ち
と
話
し
て
い
ま
す
。
最
高

※3　5S活動……職場の安全衛生活動の一つ。「整理」、「整頓」、「清掃」、「清潔」、「しつけ」のこと
※ 4　スマートスーツ……�着用して作業を行うことで、介護労働などの疲労や身体負荷を軽減することができるロボット技術を応用して開発された作業用の補

助装具
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◦�

人
事
管
理

か
つ
て
の
再
雇
用
制
度
の
も
と
で
嘱
託
職
員
で
あ
っ

た
高
齢
職
員
は
、
定
年
制
廃
止
に
合
わ
せ
た
準
職
員
と

嘱
託
職
員
の
位
置
づ
け
の
見
直
し
に
よ
り
正
職
員
と

な
っ
た
も
の
の
、
賃
金
水
準
は
継
続
雇
用
時
と
同
じ
60

歳
到
達
時
の
水
準
と
な
る
。
理
由
は
、
高
齢
職
員
は
70

歳
ま
で
正
職
員
（
あ
る
い
は
限
定
正
職
員
）
と
し
て
働

き
続
け
る
の
は
肉
体
的
に
厳
し
く
、
途
中
で
嘱
託
職
員

に
変
更
し
て
い
る
者
が
多
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
正
職
員
と
し
て
働
き
続
け

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
た
め
、
人
事
管
理
制
度
の
環
境

整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
職
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

◦�

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
職
場
の
創
出

高
齢
者
が
無
理
な
く
働
け
る
就
業
形
態
を
整
備
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
月
給
制
か
ら
時
間
給
制
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
夜
勤
専
従
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
月
給
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
12
カ
月
分
の
給
与
の
合
計
額
を

年
間
勤
務
時
間
で
割
っ
て
時
間
給
を
算
出
し
、
日
勤
と

夜
勤
専
従
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
体
系
を
明
確
に
切
り
分
け

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

勤
務
時
間
帯
や
勤
務
形
態
の
選
択
を
可
能
と
し
た
。
例

え
ば
、
他
社
を
定
年
退
職
後
に
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
入
社

し
た
80
代
前
半
の
職
員
は
、
週
3
日
・
１
日
30
分
ず
つ

と
い
う
短
時
間
で
、排
泄
介
助
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
、

本
人
も
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
。

ま
た
、
資
格
が
必
要
と
さ
れ
る
介
護
現
場
で
、
見
守

◦�

福
利
厚
生

①
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度

２
０
１
３
年
か
ら
全
職
員
を
対
象
に
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
の
７
日
以
上
連
続
し
た
休
暇
の
取
得
を
推
進
し

て
い
る
。
連
続
し
て
休
む
場
合
は
、
休
暇
中
の
仕
事
を

同
僚
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
自
分
の
仕
事
を
棚
卸
し
し
、

整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
の
効
率
化

と
い
う
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
急
病
な

ど
で
休
ん
だ
場
合
も
代
替
が
可
能
と
な
り
、
チ
ー
ム
力

が
向
上
し
た
。

②
４
週
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
取
得
や
趣
味
・
活
動
・
自
己

啓
発
な
ど
の
予
定
が
立
て
や
す
く
な
る
よ
う
、
２
０
１

３
年
か
ら
職
員
ご
と
に
公
休
を
固
定
化
し
た
う
え
で
、

1
年
を
4
週
間
ご
と
に
分
け
、
13
パ
タ
ー
ン
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
固
定
化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り

自
身
の
予
定
が
立
て
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

ス
タ
ッ
フ
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
環
境
が
構
築

さ
れ
て
こ
そ
、
き
め
細
や
か
な
介
護
が
実
現
で
き
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

回
数
を
増
や
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
具
体
例
と
し

て
は
、
誕
生
日
に
は
理
事
長
か
ら
全
職
員
に
手
書
き
の

誕
生
日
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
職
場
の
同
僚
に
向

け
て
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
て
送
り
合
う
「
サ
ン
ク
ス

カ
ー
ド
」
の
仕
組
み
が
定
着
し
て
い
る
。
お
互
い
に
感

謝
す
る
習
慣
が
身
に
つ
く
こ
と
で
人
間
関
係
が
熟
成
さ

れ
、
職
員
の
定
着
率
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
職
員
の
声

勤
続
28
年
の
石い

し

室む
ろ

智ち

代よ

子こ

さ
ん
（
73
歳
）
は
、
在
宅

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
週
4
日
勤
務
し
て
い

る
。
46
歳
で
正
職
員
と
し
て
入
社
し
、
65
歳
以
降
は
限

定
正
職
員
と
し
て
現
在
の
勤
務
体
制
と
な
っ
た
。
同
法

人
へ
の
入
職
前
か
ら
介
護
職
で
働
い
て
お
り
、
周
囲
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
。「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
は

こ
こ
で
取
得
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人
に
会
う
の
が

好
き
な
こ
と
、
少
し
で
も
だ
れ
か
の
役
に
立
て
る
こ
と

が
嬉
し
く
て
毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。
定
年
制
の
廃
止

で
、
意
欲
が
あ
れ
ば
い
つ
ま
で
も
働
け
る
職
場
環
境
が

整
備
さ
れ
た
の
で
、『
健
康
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
が

ん
ば
ろ
う
ね
』
と
仲
間
た
ち
と
話
し
て
い
ま
す
。
最
高

齢
で
85
歳
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
る
の
で
、

私
も
ま
だ
ま
だ
負
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
力
強
く
語

る
。

（
５
）
今
後
の
課
題

検
討
課
題
の
一
つ
に
、
60
歳
以
降
も
正
職
員
と
し
て

働
き
続
け
て
い
く
た
め
に
、
肉
体
的
負
担
の
大
き
い
介

護
現
場
の
仕
事
内
容
の
さ
ら
な
る
見
直
し
を
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
専
門
職
と
し
て
行
う
業
務
と
、
そ
れ

以
外
の
業
務
を
見
極
め
、
業
務
担
当
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
人
材
確
保
の
た
め
高
齢
者
を
は

じ
め
障
害
者
、
外
国
人
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
を
積

極
的
に
採
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。「
関

わ
る
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
こ
そ
法
人
の
使

命
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
不
断
の
努
力
が
続
く
。

ケアマネージャーとして活躍している石室さん

コミュニケーションツールになっている「サンクスカード」
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ溝
端
紙
工
印
刷
株
式
会
社
が
印
刷
事
業
に
着
手
し
た

の
は
1
世
紀
以
上
前
の
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
の
こ

と
で
あ
る
。
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
株
式
会
社
を

設
立
後
、
飲
食
店
向
け
の
紙
製
品
の
製
造
を
中
心
に
73

年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。
主
な
営
業
品
目
の
う
ち
、

箸
袋
や
紙
お
し
ぼ
り
、
紙
ナ
プ
キ
ン
な
ど
の
国
内
生
産

量
は
常
に
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
ま
た
、
北
海
道

の
間
伐
材
を
使
っ
た
割
箸
を
製
造
す
る
な
ど
、
環
境
問

題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、
女
性
の
活
躍
支
援

に
も
注
力
し
て
お
り
、
出
産
・
育
児
の
際
に
は
短
時
間

勤
務
の
選
択
が
可
能
で
、
そ
の
後
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

に
復
帰
で
き
る
環
境
も
整
え
て
い
る
。
現
在
、
全
国
に

８
営
業
所
、
７
工
場
を
展
開
し
、
地
元
出
身
者
を
中
心

に
採
用
。
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
を

目
ざ
し
て
い
る
。

  《
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
》

（
１
）
社
是
に
「
事
業
は
人
な
り
」
を
掲
げ
、
社
員
が

長
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
60

歳
定
年
後
、
希
望
者
を
年
齢
の
上
限
な
く
雇
用
す
る

制
度
を
20
年
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

（
２
）
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
新
た
な
賃
金
体
系

を
構
築
。
定
年
後
も
同
じ
仕
事
を
続
け
る
場
合
は
給

与
が
下
が
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
定
年
前
と
同
じ

基
準
で
評
価
す
る
人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
、
現

役
世
代
と
同
様
、
昇
給
・
賞
与
が
あ
る
賃
金
制
度
と

し
て
い
る
。

（
３
）
２
０
１
６
年
の
新
工
場
開
設
を
き
っ
か
け
に
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
自
動
ラ
ッ
ク
倉
庫
な
ど
を
整
備
。
高

齢
社
員
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
社
員
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
整
備
し
た
。

（
４
）
新
卒
・
中
途
を
問
わ
ず
、求
人
の
募
集
要
項
に
は
、

「
60
歳
以
降
も
給
与
・
賞
与
は
下
が
ら
ず
、
引
退
年

溝み

ぞ

端ば

た

紙
工
印
刷 

株
式
会
社
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
）

生
涯
現
役
人
生
を
推
奨
し

だ
れ
も
が
活
き
活
き
働
け
る
職
場
風
土
を
実
現

（独）高齢・障害・求職者　
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
溝端紙工印刷 株式会社
（和歌山県伊都郡）

◎創業　1947（昭和22）年
◎業種　飲食店用紙製品のデザイン・製造・販売等
◎社員数　294人
　60歳以上　59人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 35人 （11.9％）
 65～69歳 13人 （4.4％）
 70歳以上 11人 （3.7％）

◎定年・継続雇用制度
定年は60歳。その後希望者全員、年齢の上限なく再雇用。
現在の最高年齢者は75歳
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齢
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
」
こ
と
な
ど
を
明
記
。
そ

れ
が
、
応
募
者
の
み
な
ら
ず
、
現
在
働
い
て
い
る
社

員
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
社
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
社
は
１
９
０
７
年
に
印
刷
事
業
を
開
始
、
１
９
４

７
年
に
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
主
に
飲
食
店
向
け
の

箸
袋
、
紙
お
し
ぼ
り
、
紙
ナ
プ
キ
ン
な
ど
の
紙
製
品
を

製
造
・
販
売
し
て
お
り
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産

量
を
誇
る
。
製
品
の
一
つ
で
あ
る
紙
お
し
ぼ
り
は
、
新

幹
線
の
グ
リ
ー
ン
車
や
旅
客
機
の
機
内
で
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
生
産
拠
点
を
海
外
に
移

す
企
業
も
多
い
な
か
、
国
産
に
こ
だ
わ
り
、
自
社
製
品

に
は
必
ず
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
E�

Ｉ
Ｎ�

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
表
記

し
て
き
た
。

全
社
を
あ
げ
て
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
北
海
道
産
間
伐
材
割
箸
、
茶
殻
入
り
紙
ナ

プ
キ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
殻
リ
サ
イ
ク
ル
ナ
プ
キ
ン
、
Ｆ
Ｓ

Ｃ
Ⓡ
森
林
認
証
制
度
で
認
め
ら
れ
た
木
材
加
工
製
品
な

ど
の
製
造
も
手
が
け
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
福
島
の
東
日
本
工
場
で
製
造
し
て
い
る
紙
お
し
ぼ

り
を
被
災
地
域
に
無
償
提
供
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
活

動
に
も
注
力
し
て
い
る
。

現
在
、
全
国
に
８
営
業
所
と
７
工
場
を
展
開
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
工

場
は
止
ま
る
こ
と
な
く
稼
働
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ２
９
４
人
の
社
員
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
59
人
（
男

性
39
人
、女
性
20
人
）
で
、全
社
員
の
20
％
を
占
め
る
。

70
歳
以
上
は
11
人
（
男
性
7
人
、
女
性
4
人
）
で
、
最

高
年
齢
者
は
75
歳
と
な
っ
て
い
る
。
定
年
は
60
歳
で
、

定
年
後
は
ほ
ぼ
全
員
が
継
続
雇
用
を
希
望
し
、
嘱
託
社

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

同
社
は
20
年
以
上
前
か
ら
希
望
者
全
員
を
年
齢
上
限

な
く
雇
用
す
る
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
継
続
雇
用
を

希
望
す
る
社
員
は
多
く
い
た
も
の
の
、
再
雇
用
者
の
給

与
は
下
が
る
制
度
と
な
っ
て
い
た
。「
生
涯
現
役
」
と

い
う
時
代
の
流
れ
を
見
す
え
、
２
０
１
６
年
に
高
齢
社

員
が
長
年
つ
ち
か
っ
た
能
力
を
活
か
せ
る
職
場
づ
く
り

に
着
手
し
、
再
雇
用
者
の
賃
金
が
下
が
ら
な
い
賃
金
体

系
の
改
正
を
行
っ
た
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

◦�

評
価
制
度
導
入
や
賃
金
体
系
の
改
正
な
ど

２
０
１
６
年
３
月
か
ら
新
た
な
評
価
制
度
を
導
入

し
、
定
年
後
も
同
じ
仕
事
を
続
け
る
場
合
は
、
定
年
前

と
賃
金
・
賞
与
を
変
え
な
い
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
定
年

前
と
同
じ
評
価
制
度
を
適
用
し
、
昇
給
の
あ
る
賃
金
体

系
に
改
正
し
た
。

改
正
前
は
60
歳
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
リ
タ
イ
ア
す
る

風
潮
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
定
年
後
の
継
続

雇
用
で
は
、
定
年
前
と
比
べ
て
給
与
が
大
き
く
下
が
る

賃
金
制
度
で
あ
っ
た
。
賃
金
制
度
改
定
に
よ
り
、
１
年

ご
と
に
評
価
を
行
い
、
そ
の
年
の
貢
献
度
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
60
歳
以
上
で
も
評
価
が
高
け
れ
ば
給
与
が
上

が
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
。

な
お
、
給
与
体
系
は
等
級
表
の
よ
う
に
し
っ
か
り
決

ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
慣
例
的
な
目
安
表
に
よ
っ
て
決

ま
る
た
め
、
同
じ
役
職
で
あ
っ
た
と
し
て
も
金
額
に
差

が
出
る
。
給
与
の
考
え
方
は
能
力
・
ス
キ
ル
よ
り
も
、

む
し
ろ
仕
事
の
内
容
や
貢
献
度
・
期
待
度
に
重
点
を
置

会社外観
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い
て
い
る
。
年
に
1
回
の
人
事
評
価
で
は
本
人
に
目
標

を
立
て
さ
せ
、
そ
れ
を
直
属
の
上
司
が
採
点
し
、
さ
ら

に
役
員
が
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
賞
与
は
夏
と
冬
の
年
２
回
支
給
さ
れ
る
が
、

人
事
評
価
制
度
の
も
と
、
高
齢
社
員
に
対
し
て
も
、
60

歳
未
満
の
社
員
と
同
様
に
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

賞
与
に
反
映
し
て
い
る
。

諸
手
当
に
は
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
役
職
手
当
、

時
間
外
手
当
、
２
交
代
手
当
な
ど
が
あ
る
。
退
職
金
に

つ
い
て
は
、
定
年
と
な
る
60
歳
で
支
給
し
て
い
る
が
、

継
続
雇
用
が
終
了
す
る
本
当
の
引
退
の
際
に
、
も
う
一

度
少
額
で
は
あ
る
が
退
職
金
を
渡
し
て
い
る
。

◦�

勤
務
形
態

60
歳
で
定
年
を
迎
え
た
後
の
再
雇
用
で
は
、
本
人
の

業
務
負
担
軽
減
の
希
望
や
、
本
人
お
よ
び
周
り
か
ら
見

て
業
務
遂
行
能
力
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
定
年
前
と

同
じ
業
務
内
容
を
引
き
続
き
担
当
す
る
。
60
歳
に
な
っ

た
か
ら
他
部
署
に
異
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
職

種
を
変
更
す
る
こ
と
も
な
い
。
外
回
り
の
業
務
な
ど
、

体
力
的
に
厳
し
く
な
り
、
異
動
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
定
年
後
は
ほ
ぼ
全
員

が
継
続
雇
用
を
希
望
し
て
お
り
、
賃
金
制
度
の
改
定
で

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し
、
よ
り
長

く
働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
社
員
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
休
日
を
従
来
の
１
０
５
日
か
ら
１
２
０
日
に

増
や
す
な
ど
、
高
齢
社
員
の
み
な
ら
ず
、
だ
れ
も
が
よ

り
働
き
や
す
い
職
場
の
創
出
に
努
め
、
短
時
間
勤
務
・

短
日
勤
務
に
も
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
な
か
に

は「
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
つ
ら
い
」と
い
う
人
も
お
り
、

そ
れ
が
退
職
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
短
時
間
勤
務
が

可
能
な
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
。
現
在
、
高
齢

社
員
の
希
望
者
は
も
ち
ろ
ん
、
育
児
中
の
若
手
社
員
や

介
護
が
必
要
な
社
員
に
も
適
用
し
て
い
る
。

な
お
、
各
地
の
事
業
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
出
身

者
を
中
心
に
採
用
を
行
っ
て
お
り
、
他
社
を
早
期
退
職

し
て
き
た
人
な
ど
に
中
途
採
用
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、地
域
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

新
入
社
員
に
は
新
人
研
修
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
高
齢
社
員
向

け
の
研
修
制
度
が
な
い
た
め
、
現
場
で
は
、
高
齢
社
員

と
若
手
社
員
が
互
い
に
仕
事
を
教
え
合
う
形
が
整
い
つ

つ
あ
る
。
す
べ
て
の
社
員
の
能
力
を
活
か
す
た
め
に
多

能
工
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
腰
痛
な
ど
で
通
院
す
る

高
齢
社
員
を
各
部
署
内
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
つ
な
が
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
肩
書

き
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
勤
労
意
欲
の
増
進
を
目
的
と
し
た
、
年
４
回

の
「
優
秀
社
員
表
彰
制
度
」
が
あ
る
。
年
齢
に
関
係
な

く
管
理
職
が
部
下
を
推
薦
す
る
仕
組
み
で
、
全
社
員
が

対
象
と
な
る
た
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
職
場
風

土
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た

め
、
社
内
報
（
年
４
回
）
を
発
行
し
て
お
り
、
別
拠
点

の
活
動
の
相
互
理
解
や
、
新
製
品
の
ア
イ
デ
ア
募
集
な

ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
社
内
報
で
募
集
し
た
ア

イ
デ
ア
か
ら
、
箸
袋
を
模も

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
名
刺
な
ど

が
実
現
し
た
。
ほ
か
に
も
、
昼
食
は
食
事
室
で
２
交
代

で
と
る
こ
と
な
ど
、
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

◦�

作
業
環
境
の
改
善

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
現
場
か
ら
積
極
的

に
声
が
上
が
る
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
問
題
が
生

じ
た
ら
直
属
の
上
司
に
話
が
上
が
り
、
費
用
対
効
果
を

考
え
対
応
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
炎
天
下
で
の
屋
外
作
業
に
対
し
外
勤
手
当
を
つ
け
た

ら
ど
う
か
」、「
扇
風
機
つ
き
の
服
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
実
現

し
て
い
な
い
も
の
の
、
検
討
事
項
と
し
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
。

一部の工場にはトレーニングルームを設置している
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い
て
い
る
。
年
に
1
回
の
人
事
評
価
で
は
本
人
に
目
標

を
立
て
さ
せ
、
そ
れ
を
直
属
の
上
司
が
採
点
し
、
さ
ら

に
役
員
が
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
賞
与
は
夏
と
冬
の
年
２
回
支
給
さ
れ
る
が
、

人
事
評
価
制
度
の
も
と
、
高
齢
社
員
に
対
し
て
も
、
60

歳
未
満
の
社
員
と
同
様
に
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

賞
与
に
反
映
し
て
い
る
。

諸
手
当
に
は
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
役
職
手
当
、

時
間
外
手
当
、
２
交
代
手
当
な
ど
が
あ
る
。
退
職
金
に

つ
い
て
は
、
定
年
と
な
る
60
歳
で
支
給
し
て
い
る
が
、

継
続
雇
用
が
終
了
す
る
本
当
の
引
退
の
際
に
、
も
う
一

度
少
額
で
は
あ
る
が
退
職
金
を
渡
し
て
い
る
。

◦�

勤
務
形
態

60
歳
で
定
年
を
迎
え
た
後
の
再
雇
用
で
は
、
本
人
の

業
務
負
担
軽
減
の
希
望
や
、
本
人
お
よ
び
周
り
か
ら
見

て
業
務
遂
行
能
力
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
定
年
前
と

同
じ
業
務
内
容
を
引
き
続
き
担
当
す
る
。
60
歳
に
な
っ

た
か
ら
他
部
署
に
異
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
職

種
を
変
更
す
る
こ
と
も
な
い
。
外
回
り
の
業
務
な
ど
、

体
力
的
に
厳
し
く
な
り
、
異
動
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
定
年
後
は
ほ
ぼ
全
員

が
継
続
雇
用
を
希
望
し
て
お
り
、
賃
金
制
度
の
改
定
で

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ
し
、
よ
り
長

く
働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
社
員
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
休
日
を
従
来
の
１
０
５
日
か
ら
１
２
０
日
に

増
や
す
な
ど
、
高
齢
社
員
の
み
な
ら
ず
、
だ
れ
も
が
よ

り
働
き
や
す
い
職
場
の
創
出
に
努
め
、
短
時
間
勤
務
・

短
日
勤
務
に
も
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
な
か
に

は「
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
つ
ら
い
」と
い
う
人
も
お
り
、

そ
れ
が
退
職
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
短
時
間
勤
務
が

可
能
な
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
。
現
在
、
高
齢

社
員
の
希
望
者
は
も
ち
ろ
ん
、
育
児
中
の
若
手
社
員
や

介
護
が
必
要
な
社
員
に
も
適
用
し
て
い
る
。

な
お
、
各
地
の
事
業
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
出
身

者
を
中
心
に
採
用
を
行
っ
て
お
り
、
他
社
を
早
期
退
職

し
て
き
た
人
な
ど
に
中
途
採
用
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、地
域
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

新
入
社
員
に
は
新
人
研
修
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
高
齢
社
員
向

け
の
研
修
制
度
が
な
い
た
め
、
現
場
で
は
、
高
齢
社
員

と
若
手
社
員
が
互
い
に
仕
事
を
教
え
合
う
形
が
整
い
つ

つ
あ
る
。
す
べ
て
の
社
員
の
能
力
を
活
か
す
た
め
に
多

能
工
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
腰
痛
な
ど
で
通
院
す
る

高
齢
社
員
を
各
部
署
内
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
つ
な
が
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
肩
書

き
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
勤
労
意
欲
の
増
進
を
目
的
と
し
た
、
年
４
回

の
「
優
秀
社
員
表
彰
制
度
」
が
あ
る
。
年
齢
に
関
係
な

く
管
理
職
が
部
下
を
推
薦
す
る
仕
組
み
で
、
全
社
員
が

対
象
と
な
る
た
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
職
場
風

土
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た

め
、
社
内
報
（
年
４
回
）
を
発
行
し
て
お
り
、
別
拠
点

の
活
動
の
相
互
理
解
や
、
新
製
品
の
ア
イ
デ
ア
募
集
な

実
施
済
み
の
具
体
的
な
作
業
環
境
の
改
善
と
し
て
は
、

２
０
１
６
年
に
開
設
し
た
新
工
場
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
。
ま
た
、
工
場
で
の
作
業
は
重
量
が
あ
る
紙
製
品
を

扱
い
、
身
体
的
負
荷
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
１
階
の
材

料
を
全
自
動
で
最
上
階
の
工
場
へ
運
ぶ
自
動
ラ
ッ
ク
倉

庫
を
導
入
。
高
齢
社
員
だ
け
で
は
な
く
全
社
員
の
身
体

的
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

◦�

健
康
管
理

一
部
の
工
場
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
、

高
齢
社
員
も
積
極
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
健
康
増
進
に

役
立
て
て
い
る
。
ま
た
、年
１
回
の
健
康
診
断
に
加
え
、

印
刷
に
た
ず
さ
わ
っ
た
社
員
や
希
望
者
に
は
会
社
負
担

で
胆
管
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
の
ほ
か
、
換
気
や
席
の
間
隔
を
空
け
る
な
ど
感

染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

◦�

安
全
衛
生

安
全
衛
生
委
員
会
で
安
全
衛
生
に
つ
い
て
話
し
合
う

ほ
か
、
消
防
訓
練
や
救
急
手
当
講
習
を
実
施
し
、
安
全

衛
生
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

危
険
が
と
も
な
う
断
裁
作
業
に
つ
い
て
は
、
両
手
で
ボ

タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば
稼
働
し
な
い
断
裁
機
を
導
入
し

た
こ
と
で
事
故
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

◦�

福
利
厚
生

長
く
働
け
る
職
場
環
境
の
構
築
を
目
ざ
し
、
福
利
厚

生
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、「
社
員
個
々
の
生
活
の
充
実
が
、
仕
事
を
が
ん
ば

る
う
え
で
の
基
本
と
な
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
転
勤
や

単
身
赴
任
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
の
み
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
お
祝
い
金
な
ど
に
よ
る
子
育
て
支
援
は
、

社
員
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
社
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
、
懇
親
の
場
と
し

て
ク
ラ
ブ
活
動
や
旅
行
、
誕
生
会
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
地
域
貢
献
の
観
点
か
ら
、
15
年
前
か
ら
最

寄
り
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、
地
域
交

流
の
格
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
社
員
の
声

最
高
年
齢
社
員
の
中
本
吉よ

し

計か
ず

さ
ん
（
75
歳
）
は
、
嘱

託
社
員
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
デ
ザ
イ
ン
・
版
下
作
成

の
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
新
た

な
仕
事
に
真
摯
に
向
か
う
姿
勢
は
若
手
社
員
の
よ
い
見

本
と
な
っ
て
い
る
。

森
本
雅
彦
さ
ん
（
65
歳
）
は
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
、

断
裁
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
日
々
の
現
場
で
は
、
若

手
社
員
が
8
時
間
か
け
て
行
う
作
業
を
6
時
間
で
終
わ

ら
せ
る
な
ど
、
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
手
腕
を
発
揮
し

て
活
躍
し
て
い
る
。

（
５
）
今
後
の
課
題

同
社
で
は
、
定
年
を
引
き
上
げ
る
こ
と
も
検
討
し
た

が
、
賃
金
が
下
が
ら
ず
に
い
つ
ま
で
も
働
く
こ
と
が
で

き
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
維
持
で
き
て
い

る
た
め
、
当
面
は
現
状
の
定
年
制
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
働
き
方
改
革
」
の
観
点

や
若
年
者
の
採
用
を
促
進
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
度

よ
り
年
間
休
日
を
15
日
増
や
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
生
産
性
の
向
上
が
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、

て
い
ね
い
で
ミ
ス
が
少
な
い
高
齢
社
員
と
、
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
若
手
社
員
が
協
力
し
合
い
、
互
い
の
長
所
が
活

用
さ
れ
る
職
場
環
境
を
推
進
す
る
こ
と
で
生
産
体
制
を

強
化
し
て
い
く
。「
事
業
は
人
な
り
」
を
合
言
葉
に
全

社
一
丸
と
な
っ
た
生
涯
現
役
人
生
実
現
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
続
く
。

デザイン・版下作成を担当する最高年齢社員の中本さん断裁作業を担当している高齢社員の森本さん
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
ル
ネ
ッ
ク
ス
は
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）

年
12
月
創
業
の
有
限
会
社
メ
ガ
ネ
の
太
田
を
前
身
と

し
、
１
９
８
１
年
の
倉
吉
パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
へ
の
出
店

を
皮
切
り
に
事
業
を
拡
大
。
１
９
８
５
年
に
株
式
会
社

に
組
織
変
更
の
後
、１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
７
月
に
、

公
募
に
よ
り
ル
ネ
ッ
ク
ス
が
新
た
な
社
名
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
長
年
つ
ち
か
っ
て
き
た
技
術
を
核
に
、
地
域

に
密
着
し
た
メ
ガ
ネ
店
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
合
っ
た
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
な
ど

を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
現
在
５
店
舗
を
展
開
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
３
店
舗
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
併

設
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
の
紹
介
と
交
流
の
場
の
役
割

を
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
貢
献
を
目
ざ
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
「
百ひ

ゃ
っ
か
ど
う

花
堂
」
は
、
豊
富
な
人
脈
を
持
つ
高

齢
社
員
の
活
躍
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

  《
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
》

（
１
）
高
齢
社
員
が
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
環
境
整

備
の
実
現
に
向
け
、
定
年
65
歳
、
希
望
者
全
員
70
歳

ま
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
を
導
入
。
ま
た
、
多
様
な

働
き
方
が
で
き
る
よ
う
高
齢
社
員
を
対
象
に
短
時

間
・
短
日
勤
務
制
度
を
就
業
規
則
に
明
文
化
し
た
。

（
２
）
高
齢
社
員
を
活
用
し
た
「
研
修
制
度
」
や
高
齢

社
員
と
若
手
社
員
の
共
働
に
よ
る
「
顧
客
カ
ル
テ
の

見
直
し
」、「
高
齢
社
員
の
技
術
と
経
験
を
生
か
し
た

デ
ー
タ
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」
を
実
施
し
、
す
べ
て

の
社
員
の
意
欲
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
認

定
眼
鏡
士
制
度
」、「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」
な
ど
の

資
格
取
得
の
費
用
を
会
社
が
全
額
負
担
。
若
手
社
員

の
人
材
育
成
と
と
も
に
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
目
ざ
し
て
い
る
。

（
３
）
立
ち
作
業
に
お
け
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

全
店
舗
に
血
圧
計
・
体
重
計
を
備
え
た
休
憩
室
を
設

株
式
会
社 

ル
ネ
ッ
ク
ス
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）

高
齢
社
員
の
技
術
と
経
験
を
活
か
す
た
め
に

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
環
境
を
構
築

（独）高齢・障害・求職者　
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
株式会社 ルネックス
（鳥取県倉吉市）

◎創業　1971（昭和46）年
◎業種　メガネ・補聴器・光学機械小売業
◎社員数　30人
　60歳以上　3人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 2人 （6.7％）
 65～69歳 1人 （3.3％）

◎定年・継続雇用制度
定年は65歳。希望者全員70歳まで継続雇用。
現在の最高年齢者は67歳
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置
し
た
。
ま
た
、
健
康
診
断
結
果
を
職
場
で
管
理
す

る
な
ど
の
健
康
対
策
が
社
員
の
健
康
意
識
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ株
式
会
社
ル
ネ
ッ
ク
ス
は
、
１
９
７
１
年
に
鳥
取
県

倉
吉
市
に
て
、有
限
会
社
メ
ガ
ネ
の
太
田
と
し
て
創
業
。

全
国
的
に
チ
ェ
ー
ン
展
開
を
行
う
格
安
メ
ガ
ネ
店
が
増

加
す
る
な
か
、
地
元
に
密
着
し
た
老
舗
メ
ガ
ネ
店
と
し

て
、
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ど
の

販
売
事
業
を
、
県
内
５
店
舗
で
展
開
し
て
い
る
。

本
業
の
メ
ガ
ネ
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
地
域
貢
献
事

業
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
１
９
８
４
年
に
は
倉
吉
本

店
に
、地
域
で
活
躍
す
る
作
家
の
作
品
を
展
示
す
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
百
花
堂
」
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に

米
子
本
店
（
１
９
９
１
年
オ
ー
プ
ン
）、鳥
取
本
店
（
２

０
０
２
年
オ
ー
プ
ン
）
に
も
「
百
花
堂
」
を
併
設
し
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
百
花
堂

は
事
務
局
を
高
齢
社
員
が
担
当
し
て
お
り
、
高
齢
社
員

活
躍
の
場
の
創
出
事
業
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。

さ
ら
に
社
会
貢
献
の
取
組
み
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
設
立
し
、
全
国
の
同
業
他
社
に
呼
び
か
け
、
不
要
に

な
っ
た
メ
ガ
ネ
を
回
収
・
再
生
し
、
タ
イ
王
国
へ
無
償

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ現
在
、30
人
の
社
員
の
う
ち
、60
歳
以
上
は
３
人
（
男

性
２
人
、
女
性
１
人
）
で
、
全
社
員
の
10
％
を
占
め
て

い
る
。
男
性
は
と
も
に
営
業
職
で
40
年
以
上
の
キ
ャ
リ

ア
が
あ
り
、
女
性
は
「
百
花
堂
」
で
短
時
間
勤
務
で
働

い
て
い
る
。
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
の
販
売
に
お
い
て
は
、

顧
客
の
視
力
・
聴
力
な
ど
を
的
確
に
測
定
す
る
専
門
的

知
識
や
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
・
機
能
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
同
社
の
高
齢
社
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
メ
ガ
ネ
業
界
で
の
経
験
が
長
く
、
熟
練
し
た
技
術

を
有
し
、
知
識
に
よ
る
お
客
さ
ま
へ
の
提
案
力
、
製
品

の
特
長
の
理
解
度
、
測
定
技
術
、
卓
越
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
に
優
れ
て
お
り
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
補
聴
器
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
高
齢
社
員
と
同

世
代
の
お
客
さ
ま
が
多
く
、
話
題
の
共
通
性
は
も
ち
ろ

ん
、
お
客
さ
ま
の
心
に
寄
り
添
っ
た
接
客
が
で
き
て
お

り
、
若
手
社
員
の
よ
き
手
本
と
な
っ
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

◦�

定
年
延
長
・
継
続
雇
用
制
度

「
60
歳
に
な
っ
て
も
、
65
歳
に
な
っ
て
も
、
70
歳
に

な
っ
て
も
、
本
気
さ
え
あ
れ
ば
現
役
続
行
が
で
き
る
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
の
創

出
を
目
ざ
し
て
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
3
月
に
就

業
規
則
を
改
定
。
定
年
を
65
歳
、
継
続
雇
用
年
齢
を
70

歳
に
引
き
上
げ
た
。同
時
に
職
場
環
境
の
改
善
を
図
り
、

多
様
な
勤
務
形
態
実
現
の
た
め
に
短
時
間
勤
務
制
度
の

導
入
な
ど
を
実
施
し
た
。

生
涯
現
役
を
目
ざ
す
方
針
は
、
高
齢
社
員
は
も
と
よ

り
全
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

売
上
げ
向
上
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

◦�

多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
社
員
の
満
足

ルネックス倉吉本店
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度
の
向
上
と
長
時
間
労
働
の
削
減
な
ど
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
店
舗
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
面
談
を
実
施
し
、
全
社
員
か
ら
の
就
労
環

境
改
善
な
ど
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
き
た
。
意
見
の
な

か
に
は
短
時
間
勤
務
や
多
様
な
勤
務
形
態
を
望
む
声
が

高
か
っ
た
た
め
、
柔
軟
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
雇
用

制
度
を
整
備
。
満
60
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
と
し
て
、

勤
務
時
間
は
１
日
３
時
間
の
範
囲
内
、
所
定
労
働
日
数

に
つ
い
て
は
３
分
の
１
以
内
で
短
縮
で
き
る
短
時
間
勤

務
制
度
を
導
入
し
た
。

◦�

賃
金
・
評
価
制
度
に
つ
い
て

正
社
員
の
給
与
は
勤
続
年
数
に
基
づ
く
年
齢
給
で
、

賞
与
は
年
２
回
。
そ
の
ほ
か
、
役
職
手
当
な
ど
の
各
種

手
当
を
支
給
し
て
い
る
。
評
価
制
度
に
お
け
る
評
価
結

果
は
売
上
げ
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
基
本
給
に
反
映
さ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
後
は
、
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
販

売
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
加
味
し
、
給
与

の
引
下
げ
は
行
わ
ず
、
定
年
前
の
基
本
給
を
ベ
ー
ス
と

し
て
支
給
し
て
い
る
。

（
２
）
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
た
め
の
工
夫

◦�

勉
強
会
の
実
施

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
を
目
ざ
し
、
職
場
環
境
改

善
や
顧
客
満
足
度
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、
役
員
も
含
め

た
全
社
員
で
の
勉
強
会
を
、
社
内
・
社
外
を
合
わ
せ
て

年
６
～
８
回
実
施
し
て
い
る
。内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

最
近
で
は
、「
人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
意
識
改
革
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し

て
い
る
。
同
社
に
お
け
る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
、

ラ
イ
フ
シ
ー
ン
別
の
メ
ガ
ネ
提
案
専
門
店
の
創
造
で
あ

り
、メ
ガ
ネ
を
売
る
際
に
人
の
生
活
を「
Ｏ
Ｎ�

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

（
ビ
ジ
ネ
ス
、
フ
ォ
ー
マ
ル
、
や
や
緊
張
感
の
あ
る
場

な
ど
）」
と「
Ｏ
Ｆ
Ｆ�

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
、
気
楽
な
場
な
ど
）」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
フ
レ
ー
ム
や
機
能
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
相
手
の
こ
と
を
深
く
理
解
で
き
る

人
間
力
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
社
員
の
豊
か
な
人
生
経

験
が
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
店
舗
全
社
員
を
対
象
に
、
高
齢
社
員
が
講

師
を
受
け
持
つ
研
修
を
５
年
前
か
ら
毎
月
２
回
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
お
け
る
販
売
・
営
業
の

手
法
や
接
遇
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
う
な

ど
、
若
手
社
員
へ
の
技
能
伝
承
も
含
め
た
研
修
と
な
っ

て
い
る
。研
修
を
通
じ
て
、社
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
増
え
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

◦�

資
格
取
得
に
向
け
た
取
組
み

メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
の
資
格
取
得
に
お
い
て
は
、
通
信

教
育
で
数
年
を
要
す
る
が
、
通
信
教
育
の
経
費
・
講
習

会
な
ど
に
お
け
る
経
費
は
会
社
の
全
額
負
担
と
し
て
い

る
。
現
在
２
名
の
高
齢
社
員
が
補
聴
器
の
資
格
を
取
得

し
て
お
り
、
今
後
は
毎
年
少
し
ず
つ
資
格
取
得
者
を
増

や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

◦�

顧
客
カ
ル
テ
の
付
加
価
値
の
見
直
し

全
国
展
開
す
る
メ
ガ
ネ
販
売
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え

て
い
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
「
マ
イ
顧
客
」
か
ら
「
生

涯
顧
客
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
高
齢
社
員

と
若
手
社
員
が
共
働
し
て
「
顧
客
カ
ル
テ
」
の
付
加
価

値
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。
従
来
の
顧
客
カ
ル
テ
は
、

顧
客
に
つ
い
て
の
情
報
が
少
な
く
、
十
分
に
活
用
で
き

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新
入
社
員
で
も
顧
客
情
報
を
把

握
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
「
接
客
内
容
・
顔
の
特
徴
・

対
応
者
・
来
客
履
歴
・
今
後
の
提
案
」
な
ど
の
情
報
を

加
え
、
顧
客
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
ま
で
店

舗
ご
と
に
保
管
し
て
い
た
顧
客
の
情
報
を
共
有
化
す
る

こ
と
で
、
業
務
が
円
滑
に
進
み
、「
生
涯
顧
客
」
に
向

け
た
新
た
な
顧
客
対
応
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

◦�

デ
ー
タ
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
つ
い
て

高
齢
社
員
の
優
れ
た
技
術
や
豊
富
な
経
験
を
伝
え
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
社
員
が
共
有
で
き
る
デ
ー
タ
や
資
料

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
齢
社
員
と
若
手
社
員
が
共

働
で
顧
客
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
社
員
が
持
つ
技
術
・
経
験
を
共
有
化
し
、
若
手
社
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員
の
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
顧
客
の
リ

ピ
ー
ト
率
な
ど
を
一
覧
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

◦�
休
憩
室
の
設
置

当
初
、休
憩
室
は
倉
吉
本
店
の
み
設
置
し
て
い
た
が
、

接
客
に
お
け
る
立
ち
仕
事
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
全
５
店
舗
に
休
憩
室
を
設
置
し
た
。
快
適
な
休
憩

室
の
設
置
に
よ
り
、
疲
労
回
復
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
満
足
度
の
向
上
に
も
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
な

お
、
４
店
舗
に
お
い
て
は
、
社
員
が
横
に
な
れ
る
空
間

を
確
保
し
て
お
り
、
休
憩
後
の
作
業
効
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
休
憩
室
と
は
別
に
、
店
舗
内

の
顧
客
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
た
こ
と
で
、
短
い
休
息
が
可
能
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
改
善
が
図
れ
る
と
、す
べ
て
の
社
員
に
好
評
で
あ
る
。

◦�

健
康
管
理

各
休
憩
室
に
は
体
重
計・血
圧
計
を
設
置
し
て
お
り
、

休
憩
時
に
手
軽
に
血
圧
を
測
定
で
き
る
た
め
、
社
員
か

ら
の
評
判
が
よ
い
。
ま
た
、
健
康
診
断
結
果
の
要
再
検

査
事
項
に
つ
い
て
は
、「
再
検
査
」
と
「
検
査
報
告
」
を

義
務
づ
け
て
お
り
、
社
員
の
健
康
に
対
す
る
意
識
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

◦�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

店
舗
ご
と
に
店
長
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
面
談
を
毎
月
実
施
し
、
精
神
面
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
社
員
は
仕
事
へ
の
責
任
感
が

強
く
、
家
庭
の
事
情
や
身
体
の
不
調
時
に
も
い
い
出
さ

な
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
毎
月
の
面
談
に
よ
っ
て
仕
事

と
生
活
の
調
和
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
体
調
な

ど
に
配
慮
し
た
短
時
間
労
働
に
も
対
応
し
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

◦�

地
域
貢
献
と
国
際
貢
献
事
業
の
展
開

同
社
３
店
舗
（
倉
吉
本
店
・
鳥
取
本
店
・
米
子
本
店
）

に
併
設
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
百
花
堂
」

は
、地
域
で
活
躍
す
る
作
家
の
展
示
な
ど
を
通
じ
、「
文

化
・
芸
術
の
地
域
へ
の
紹
介
の
場
」、「
地
域
の
方
々
と

の
交
流
の
場
」
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

－

タ
イ
王
国
メ
ガ
ネ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
」
を
主
宰
し
、
不
要
に
な
っ
た
老
眼
鏡
の
再
生

作
業
を
行
い
、
毎
年
約
２
千
本
を
タ
イ
王
国
へ
無
償
配

布
し
て
い
る
。
メ
ガ
ネ
の
再
生
作
業
に
は
全
社
員
が
参

加
、
本
事
業
は
20
年
継
続
し
て
お
り
、
国
際
貢
献
の
一

翼
を
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声

Ａ
さ
ん
（
62
歳
・
男
性
）
は
、
44
年
間
勤
続
し
て
い

る
生
え
抜
き
の
社
員
。
現
在
は
補
聴
器
部
門
の
係
長
と

し
て
売
上
げ
に
貢
献
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
人
材
育

成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。「
継
続
雇
用

に
よ
り
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
役
割
や
責
任
の
自
覚
を

も
っ
て
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

Ｂ
さ
ん
（
66
歳
・
男
性
）
は
同
業
他
社
で
63
歳
ま
で

勤
務
の
後
、
２
０
１
８
年
に
入
社
。「
お
世
話
に
な
っ

た
山
陰
の
お
客
さ
ま
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
、
メ
ガ

ネ
・
補
聴
器
な
ど
の
技
術
は
も
と
よ
り
、
接
遇
な
ど
の

伝
承
者
と
し
て
、
後
輩
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
６
）
今
後
の
課
題

現
在
の
「
店
長
会
議
・
企
画
会
議
・
商
品
会
議
」
の

メ
ン
バ
ー
か
ら「
改
善
委
員
会
」を
新
た
に
立
ち
上
げ
、

委
員
会
で
出
さ
れ
た
改
善
提
案
を
高
齢
者
の
活
躍
の
場

も
含
め
た
「
業
務
改
善
の
具
体
策
」
と
し
て
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
取
組
み
を
目
下
検
討
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
内
容
を
見
直
す
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
労
働
環
境
を
整
備
し
、
高
齢
社
員
の
一
層
の
活

用
を
視
野
に
置
い
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
技
術
や
経
験

に
若
手
社
員
の
新
し
い
発
想
を
加
え
て
、「
顧
客
お
よ

び
社
員
の
満
足
」
と
「
売
上
げ
」
の
両
面
で
の
向
上
に

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

補聴器部門で活躍中の高齢社員
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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ社
会
福
祉
法
人
愛
心
会
は
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
1
月
に
法
人
設
立
の
認
可
を
受
け
、
２
０
０
７
年
１

月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
さ
ひ
苑
」
の
入
居
を

開
始
し
た
。
同
年
4
月
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用

を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
６
年
５
月
か
ら
は
宇
和
島
市

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
の
「
生
き
活
き
教
室
」
を
開

設
し
た
。

「
自
分
や
家
族
が
入
居
し
た
い
と
思
え
る
『
も
う
一

つ
の
わ
が
家
』」
と
し
て
の
施
設
づ
く
り
を
目
標
と
し
、

自
宅
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て

き
た
。
そ
の
点
が
評
価
さ
れ
、「
あ
さ
ひ
苑
」
は
、
庭

園
が
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
Ｃ
Ｌ

Ａ
賞
最
優
秀
賞
」（
２
０
０
８
年
）、
同
建
築
が
「
医
療

福
祉
建
築
賞
２
０
０
８
」（
２
０
０
９
年
）
を
受
賞
し
て

い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
は
、「
日

本
造
園
学
会
賞
（
事
業
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門
）」
を

受
賞
し
て
お
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
立
地
を
生
か
し
、

自
然
と
共
存
す
る
施
設
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
。

創
業
時
の
定
年
年
齢
は
60
歳
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１

９
年
６
月
に
66
歳
に
引
き
上
げ
、
同
時
に
選
択
定
年
制

を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
66
歳
以
降
は
法
人
が
認
め
た

者
を
70
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。
創

業
当
時
か
ら
勤
務
す
る
高
齢
職
員
に
今
後
も
長
く
働
い

て
も
ら
う
た
め
の
、
柔
軟
な
雇
用
制
度
や
福
利
厚
生
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

  《
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
》

（
１
）「
自
分
や
家
族
が
入
居
し
た
い
と
思
え
る
『
も
う

一
つ
の
わ
が
家
』」
と
し
て
の
施
設
づ
く
り
を
目
標

に
、
高
齢
者
が
長
く
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

柔
軟
な
雇
用
制
度
や
福
利
厚
生
の
拡
充
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
２
）
２
０
１
９
年
６
月
、
定
年
年
齢
を
66
歳
に
引
き

社
会
福
祉
法
人 

愛
心
会
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）

各
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
に
即
し
た

₆₀
～
₆₆
歳
ま
で
の
選
択
定
年
制
を
構
築

（独）高齢・障害・求職者　
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
社会福祉法人 愛心会
（愛媛県宇和島市）

◎創業　2005（平成17）年
◎業種　特別養護老人ホーム・短期入所施設
◎職員数　47人
　60歳以上　18人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 6人 （12.8％）
 65～69歳 6人 （12.8％）
 70歳以上 6人 （12.8％）

◎定年・継続雇用制度
定年は66歳。60歳から66歳の間で定年年齢を選択できる。
その後、法人が認めた者を70歳まで再雇用。現在の最高年
齢者は74歳
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上
げ
、
選
択
定
年
制
を
導
入
。
さ
ら
に
、
66
歳
以
降

は
法
人
が
認
め
た
者
を
70
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ
と

を
制
度
化
。

（
３
）
各
ユ
ニ
ッ
ト
（
生
活
単
位
）
に
１
台
ず
つ
「
リ
フ

ト
浴
」
を
導
入
し
て
い
る
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応

が
で
き
、
移
乗
の
必
要
が
な
い
の
で
高
齢
職
員
も
介

助
の
負
担
が
少
な
い
。

（
４
）
施
設
長
を
中
心
と
し
て
高
齢
職
員
は
若
手
の「
応

援
団
」
と
な
り
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
で
も

企
業
理
念
に
即
し
た
行
動
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。

（
５
）
理
学
療
法
士
を
講
師
と
し
て
招
き
、
移
乗
行
為

に
お
け
る
腰
痛
予
防
の
研
修
を
開
催
。

（
６
）
行
事
委
員
会
を
設
置
し
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
1

人
ず
つ
行
事
委
員
を
選
出
。
年
齢
や
職
種
を
超
え
た

交
流
が
自
然
と
図
ら
れ
、
横
の
つ
な
が
り
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ２
０
０
７
年
に
開
設
し
た
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

あ
さ
ひ
苑
」
は
、
3
千
坪
の
広
大
な
敷
地
に
、
耐
久
性

の
高
い
Ｒ
C
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
で
建
て
ら

れ
た
平
屋
建
築
で
、
す
べ
て
の
部
屋
か
ら
庭
が
臨
め
る

全
室
11
畳
ほ
ど
の
広
々
と
し
た
個
室
を
備
え
て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
・
風
呂
を
共
有
す
る
ユ
ニ
ッ

ト
が
八
つ
あ
り
、
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
き
８
～
10
人

が
個
室
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
あ
る
あ
さ
ひ
苑
の
入
居
対
象
は
要
介
護
３
～

5
の
高
齢
者
。
併
設
さ
れ
て
い
る
「
短
期
入
所
施
設�

あ
さ
ひ
苑
」
の
入
居
対
象
は
要
支
援
１
～
要
介
護
５
の

高
齢
者
と
な
る
。

２
０
１
６
年
５
月
か
ら
は
、
宇
和
島
市
が
実
施
し
て

い
る
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
「
生
き
活
き
教
室
」
を

開
設
し
、
65
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

筋
力
づ
く
り
や
認
知
症
予
防
を
行
う
教
室
を
、週
一
回
、

送
迎
と
食
事
つ
き
で
開
催
し
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
に

貢
献
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ47
人
の
職
員
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
18
人
（
男
性
3

人
、
女
性
15
人
）
で
、
全
職
員
の
38・３
％
を
占
め
る
。

70
歳
以
上
は
6
人
（
男
性
2
人
、
女
性
4
人
）
で
、
最

高
年
齢
者
は
74
歳
で
あ
る
。

「
13
年
前
の
開
設
時
か
ら
勤
続
す
る
職
員
が
年
齢
を

重
ね
て
お
り
、
別
の
職
場
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
当
法

人
に
再
就
職
し
た
職
員
も
い
ま
す
。
高
齢
職
員
の
み
な

さ
ん
に
今
後
も
長
く
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
定
年
年
齢
と
再
雇
用
の
上
限
年
齢
を
引
き
上

げ
ま
し
た
」
と
亀か

め

岡お
か

千ち

寿ず

事
務
長
は
説
明
す
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

◦�

定
年
制

定
年
制
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
定
年
制
の
廃
止
も

検
討
し
て
い
た
が
、
職
員
か
ら
「
定
年
制
が
廃
止
さ
れ

る
と
何
歳
ま
で
働
い
た
ら
よ
い
か
目
標
が
な
く
な
る
」

と
意
見
が
あ
り
、
定
年
年
齢
を
66
歳
と
決
定
し
た
。

他
方
、
介
護
の
仕
事
は
体
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら「
60

歳
以
降
も
仕
事
を
続
け
た
い
が
、
体
力
的
な
面
で
数
年

先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
定
年
を
自
分
で
選
べ
る
仕
組
み
を
模
索
し
た
と

こ
ろ
、当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
が「
選

択
定
年
制
」
を
提
案
し
、
採
用
に
至
っ
た
。

定
年
年
齢
は
、
59
歳
の
誕
生
月
に
60
歳
か
ら
66
歳
の

間
で
職
員
自
ら
設
定
し
て
い
る
。
た
と
え
家
庭
の
事
情

や
体
調
不
良
な
ど
で
決
め
た
年
齢
ま
で
の
勤
続
が
む
ず

か
し
く
な
っ
た
場
合
に
も
、
申
し
出
に
よ
っ
て
定
年
を

半
年
前
ま
で
前
倒
し
で
き
る
よ
う
に
し
、「
い
つ
辞
め
て

「あさひ苑」全景
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も
き
ち
ん
と
定
年
で
辞
め
ら
れ
る
仕
組
み
」を
つ
く
っ
た
。

◦�

継
続
雇
用
制
度

創
設
当
初
は
、
年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
を
限
度
に

再
雇
用
す
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
７
年
12
月
か

ら
は
、「
65
歳
ま
で
希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
」、
２
０

１
９
年
６
月
か
ら
は
「
66
歳
以
降
は
法
人
が
認
め
た
者

を
70
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
」
も
の
と
し
た
。

と
は
い
え
「
元
気
で
い
つ
ま
で
も
働
い
て
ほ
し
い
」

が
方
針
で
あ
り
、
実
態
は
70
歳
を
超
え
て
も
継
続
雇
用

し
、
現
在
の
最
高
年
齢
者
は
74
歳
の
調
理
職
員
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
規
定
に
定
め
た
「
70
歳
」
は
概お

お
む

ね
の
到
達

目
標
と
な
っ
て
い
る
。

◦�

職
場
環
境
の
改
善

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
床
の
設
置

施
設
全
体
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
設
計
し
、
建
物
の
床

面
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
床
を
採
用
し
た
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
床
は

足
や
腰
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
広
い
施
設
内
を

行
き
来
す
る
職
員
に
と
っ
て
効
果
は
大
き
い
。
ま
た
、
入

居
者
の
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
が
回
避
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、職
員
の
緊
張
感
の
緩
和
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

②
浴
室
に
リ
フ
ト
浴
を
設
置

全
ユ
ニ
ッ
ト
に
1
台
ず
つ
「
リ
フ
ト
浴
」
を
導
入
し

て
い
る
。
通
常
、
個
浴
支
援
は
3
～
4
名
の
介
護
職
員

で
行
う
が
、
リ
フ
ト
浴
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
も
対
応
で

き
、
移
乗
の
必
要
が
な
い
の
で
、
心
身
と
も
に
職
員
の

負
担
が
少
な
く
て
す
む
。
入
居
者
に
と
っ
て
も
流
れ
作

業
で
入
浴
支
援
を
さ
れ
る
よ
り
も
、
入
浴
か
ら
居
室
ま

で
1
人
の
職
員
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
方
が
、
よ
り
自

宅
で
の
生
活
に
近
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

③
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
職
場

月
に
９
日
あ
る
公
休
に
加
え
、
毎
月
有
給
休
暇
を
１

～
２
日
取
得
す
る
こ
と
が
慣
習
に
な
っ
て
お
り
、
有
給

休
暇
が
取
得
し
や
す
い
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。「
通

院
の
た
め
に
特
別
に
休
暇
を
取
得
す
る
必
要
が
な
く
助

か
る
」
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。
公
休
と
有
休
を

上
手
に
使
い
、
仕
事
と
健
康
づ
く
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

（
２
）
資
格
取
得
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
取
組
み

◦�

喀か
く

痰た
ん

吸
引
の
実
習
指
導
に
よ
る
介
護
ス
キ
ル
の
習
得

所
属
す
る
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
が
喀
痰
吸
引
実
習
指
導

を
行
う
ほ
か
、
認
定
の
取
得
に
か
か
る
費
用
の
全
額
を

補
助
し
、研
修
を
修
了
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

研
修
を
修
了
し
喀
痰
吸
引
が
可
能
に
な
っ
た
介
護
士
に

は
夜
勤
帯
で
の
対
応
を
任
せ
、
何
か
あ
れ
ば
看
護
師
に

相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

◦�
腰
痛
予
防
の
介
護
技
術
の
習
得
訓
練

理
学
療
法
士
を
講
師
と
し
て
招
き
、
移
乗
行
為
に
お

け
る
腰
痛
予
防
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
介
護
職
は

腰
痛
に
な
り
や
す
い
職
種
で
あ
り
、
腰
痛
が
ひ
ど
い
場

合
は
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

予
防
の
た
め
の
重
心
移
動
の
コ
ツ
は
体
得
し
て
お
き
た

い
重
要
事
項
だ
。
研
修
で
は
職
員
同
士
で
役
割
を
交
代

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
細
か
な
所
作
、
要
領
を
体
得
。

技
術
を
習
得
し
た
職
員
が
、
普
段
か
ら
現
場
で
未
習
得

の
職
員
に
教
え
る
習
慣
も
根
づ
い
て
い
る
。

◦�

全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施

「
人
を
育
て
る
」
研
修
と
し
て
、
現
場
で
役
立
つ
実

践
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
定
着

を
う
な
が
す
た
め
に
同
じ
研
修
を
複
数
回
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
薬
剤
師
を
講
師
に
招
い
た
薬
剤
に
つ
い

て
の
研
修
で
は
、
入
居
者
が
使
用
す
る
薬
に
つ
い
て
、

効
用
は
も
ち
ろ
ん
副
作
用
ま
で
解
説
し
て
も
ら
い
、
よ

り
ふ
み
込
ん
だ
指
導
内
容
に
よ
り
見
識
を
深
め
て
い
る
。

研
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
毎
回
「
振
返
り
」
と
い
う
課
題

を
配
布
し
、
提
出
を
課
し
て
い
る
点
。
内
容
は
研
修
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
の
イ
エ
ス
・
ノ
ー
形
式
の
設
問
の

ほ
か
、
研
修
を
受
講
し
た
感
想
、
今
後
の
活
用
、
目
標

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

な
か
に
は
「
振
返
り
」
に
、
日
ご
ろ
の
心
配
事
や
意

見
を
記
述
す
る
職
員
も
い
る
。
職
員
の
率
直
な
意
見
は

個
人
の
抱
え
る
問
題
や
職
場
づ
く
り
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、「
振
返
り
」
は
研
修
の
理
解
度
を

図
る
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
意
識
・
風
土
面
の
改
善

◦�

施
設
の
目
標
と
理
念

施
設
の
目
標
で
あ
る
「
自
分
や
家
族
が
入
居
し
た
い

と
思
え
る
『
も
う
一
つ
の
わ
が
家
』」
と
し
て
の
施
設

づ
く
り
を
、
施
設
長
を
中
心
に
、
高
齢
職
員
は
若
手
職

員
の
「
応
援
団
」
と
な
っ
て
実
現
を
目
ざ
し
て
い
る
。

◦�

施
設
長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施
設
長
は
首
都
圏
で
障
害
者
支
援
に
14
年
ほ
ど
従
事

し
た
経
歴
を
持
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
主
宰

し
、運
営
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
、豊
富
な
経
験
を
有
し
、
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「
人
を
育
て
る
」
研
修
と
し
て
、
現
場
で
役
立
つ
実

践
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
定
着

を
う
な
が
す
た
め
に
同
じ
研
修
を
複
数
回
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
薬
剤
師
を
講
師
に
招
い
た
薬
剤
に
つ
い

て
の
研
修
で
は
、
入
居
者
が
使
用
す
る
薬
に
つ
い
て
、

効
用
は
も
ち
ろ
ん
副
作
用
ま
で
解
説
し
て
も
ら
い
、
よ

り
ふ
み
込
ん
だ
指
導
内
容
に
よ
り
見
識
を
深
め
て
い
る
。

研
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
毎
回
「
振
返
り
」
と
い
う
課
題

を
配
布
し
、
提
出
を
課
し
て
い
る
点
。
内
容
は
研
修
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
の
イ
エ
ス
・
ノ
ー
形
式
の
設
問
の

ほ
か
、
研
修
を
受
講
し
た
感
想
、
今
後
の
活
用
、
目
標

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

な
か
に
は
「
振
返
り
」
に
、
日
ご
ろ
の
心
配
事
や
意

見
を
記
述
す
る
職
員
も
い
る
。
職
員
の
率
直
な
意
見
は

個
人
の
抱
え
る
問
題
や
職
場
づ
く
り
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、「
振
返
り
」
は
研
修
の
理
解
度
を

図
る
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
意
識
・
風
土
面
の
改
善

◦�

施
設
の
目
標
と
理
念

施
設
の
目
標
で
あ
る
「
自
分
や
家
族
が
入
居
し
た
い

と
思
え
る
『
も
う
一
つ
の
わ
が
家
』」
と
し
て
の
施
設

づ
く
り
を
、
施
設
長
を
中
心
に
、
高
齢
職
員
は
若
手
職

員
の
「
応
援
団
」
と
な
っ
て
実
現
を
目
ざ
し
て
い
る
。

◦�

施
設
長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

施
設
長
は
首
都
圏
で
障
害
者
支
援
に
14
年
ほ
ど
従
事

し
た
経
歴
を
持
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
主
宰

し
、運
営
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
、豊
富
な
経
験
を
有
し
、

施
設
開
設
当
初
か
ら
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
愛
心

会
が
注
力
し
て
い
る
自
然
と
調
和
し
た
環
境
づ
く
り

は
、
施
設
長
の
「
福
祉
は
環
境
が
よ
い
施
設
で
行
わ
な

い
と
い
け
な
い
。
よ
い
環
境
に
は
癒
し
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
居
者
の
気
持
ち
も
職
員
の
気
持
ち
も
落
ち
着
か

せ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。

施
設
長
は
職
員
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
お
り
、
職

員
か
ら
の
情
報
は
施
設
長
の
耳
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
。

ト
ッ
プ
自
ら
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
職
員
全
員
に
対
し

て
説
明
を
行
い
、
職
員
の
不
安
を
取
り
除
き
、
働
き
や

す
い
環
境
を
構
築
、
維
持
し
て
い
る
。

◦�

職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

介
護
職
員
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
固
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
他
ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
他
職
種
の
職
員
と
の
交
流
を

図
る
た
め
に
年
間
行
事
や
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。

各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
1
人
ず
つ
行
事
委
員
を
選
出
し
て

い
る
が
、
高
齢
職
員
も
委
員
会
に
参
加
し
て
お
り
、
若

手
職
員
と
高
齢
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
和
気
あ
い
あ
い

と
行
事
の
飾
り
つ
け
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

（
４
）
健
康
管
理
体
制

◦�

健
康
診
断
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
保
健
師
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

は
勤
務
時
間
内
に
受
け
ら
れ
、
施
設
に
在
籍
し
て
い
る

看
護
師
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど
も
行
い
、
職
員
の
健
康

管
理
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

（
５
）
職
員
の
反
応
・
声

岡
本
チ
ズ
子
さ
ん
（
72
歳
）
は
、
68
歳
で
看
護
師
と

し
て
入
職
し
た
。
入
居
者
の
健
康
管
理
、心
身
の
管
理
、

褥じ
ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）
予
防
の
ほ
か
、
喀
痰
吸
引
の
実
習
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
定
年
ま
で
勤
め
て
い
た
病
院

で
は
、
す
べ
て
医
師
の
判
断
に
即
し
て
行
動
し
た
が
、

い
ま
は
自
分
た
ち
で
判
断
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が

や
り
が
い
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。「
ほ
か
の
施
設
か

ら
移
動
し
て
こ
ら
れ
た
床
ず
れ
が
ひ
ど
い
入
居
者
さ
ん

に
、
介
護
士
さ
ん
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら
改
善
す
る
よ

う
取
り
組
ん
だ
結
果
、
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
た
と
き

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

和
田
え
み
さ
ん
（
62
歳
）
は
、
介
護
福
祉
士
と
し
て

食
事
、
排
泄
、
入
浴
に
関
わ
る
生
活
支
援
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
さ
ひ
苑
で
は
少
人
数
を
受
け
持
つ
介
護
を
実

施
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入

居
者
と
距
離
感
が
近
く
、
仕
事
の
段
取
り
が
し
や
す
い

点
が
自
分
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
て
、入
職
し
ま
し
た
」

入
居
者
か
ら
も
ら
う
思
い
や
り
や
笑
顔
に
、
驚
い
た
り

嬉
し
か
っ
た
り
、
そ
ん
な
心
温
ま
る
出
来
事
が
仕
事
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
６
）
今
後
の
展
望

職
場
の
よ
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
は
、「
人
員
配
置
の

見
極
め
が
大
切
」
と
亀
岡
事
務
長
は
話
す
。
毎
年
４
月

に
人
事
異
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
個
人
の
能

力
や
性
格
、
経
験
な
ど
に
配
慮
し
、
再
配
置
に
心
を
砕

い
て
き
た
。
愛
心
会
は
離
職
者
が
少
な
く
定
着
率
が
高

い
。
そ
の
要
因
に
は
、
こ
う
し
た
細
や
か
な
心
配
り
に

よ
る
人
員
の
配
置
が
、
職
場
の
雰
囲
気
を
よ
い
も
の
に

し
、
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
今
後
も
配
置
は
慎
重
に
検
討
し
、
年
齢
を
重
ね
て

よ
り
能
力
を
発
揮
で
き
、
活
き
活
き
と
働
け
る
よ
う
な

職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
職

員
が
当
施
設
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」（
亀
岡
事
務
長
）

介護福祉士として働く和田えみさん

看護師として働く岡本チズ子さん
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〝
不
肖
の
息
子
〞
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
意
味
は
、「
親
に
似
な
い
息
子
」
の

よ
う
だ
。
徳
川
秀
忠
は
、
家
康
の
三
男

で
、
家
康
が
１
６
０
３
（
慶
長
８
）
年

に
取
得
し
た〝
征
夷
大
将
軍（
俗
に「
将

軍
」）〞
の
ポ
ス
ト
を
、
２
年
後
の
１
６

０
５
年
に
譲
ら
れ
た
。
世
の
中
は
あ
っ

と
驚
い
た
。
特
に
、
家
康
に
味
方
し
、

関
ケ
原
の
合
戦
で
手
柄
を
立
て
た
旧
豊

臣
系
の
大
名
た
ち
は
呆あ

っ

気け

に
と
ら
れ

た
。
秀
忠
は
合
戦
に
間
に
合
わ
ず
天
下

の
嘲わ

ら
い笑

者
だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、

そ
の
秀
忠
に
は
支
持
者
も
い
た
。
そ
れ

は
、
今
後
の
日
本
社
会
の
行
く
末
を
先

読
み
し
て
、

「
こ
の
国
は
、
家
康
公
に
よ
っ
て
平

和
に
経
営
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
や
は
り
平
和
向
き
な

人
物
の
方
が
相
応
し
い
」

と
い
う
読
み
で
あ
っ
た
。
事
実
は
そ

の
通
り
に
な
る
が
、
将
軍
就
任
当
時
の

秀
忠
は
悩
み
、
土
井
利
勝
と
い
う
側
近

の
宿
老
に
相
談
し
た
。
利
勝
は
、

「
名
二
代
目
を
お
集
め
に
な
り
、
話

を
お
聞
き
に
な
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
」

と
進
言
し
た
。
秀
忠
は
こ
れ
に
乗
り
、

「
名
二
代
目
の
会
」
を
設
け
た
。
最
初

の
会
に
秀
忠
は
、「
幽ゆ

う

斎さ
い

」
の
名
で
文

化
大
名
の
名
を
高
め
て
い
た
細
川
藤
孝

の
息
子
・
忠た

だ

興お
き

を
招
い
た
。
そ
し
て
、

「
こ
れ
こ
れ
の
趣
旨
で
、
こ
う
い
う

会
を
開
く
。
最
初
に
あ
な
た
か
ら
い
ろ

い
ろ
お
話
を
う
か
が
い
た
い
」

と
い
っ
た
。

忠
興
の
方
は
、
す
で
に
情
報
を
得
て

秀
忠
の
意
図
を
事
前
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
た
。
腹
を
据
え
て
、

「
上
様
（
秀
忠
）
の
お
た
ず
ね
に
は
、

何
事
も
隠
す
と
こ
ろ
な
く
お
答
え
い
た

二
代
目
将
軍
の
悩
み
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そ
れ
は
、
容い

れ
物
と
蓋
が
ま
っ
た
く
合

わ
ぬ
な
？
」

「
そ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
角

い
容
器
に
丸
い
蓋
を
す
れ
ば
、
四
隅
が

そ
の
ま
ま
見
え
ま
す
」

「
わ
し
も
そ
う
思
う
。
そ
れ
で
、
幽

斎
殿
の
ご
意
図
は
？
」

「
さ
れ
ば
で
ご
ざ
い
ま
す
。
父
が
申

し
ま
す
の
に
は
、
何
ご
と
も
政
事
は
、

ピ
タ
っ
と
容
れ
物
と
蓋
が
合
う
よ
う
な

堅
ぐ
る
し
い
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

隙
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に

は
、
四
角
い
容
器
に
丸
い
蓋
を
す
る
心

が
け
が
一
番
よ
い
、
と
申
し
て
お
り
ま

し
た
」

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
よ
い
こ
と
を

学
ん
だ
。
忠
興
殿
」

「
は
い
」

「
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
会
に
お
い
で

い
た
だ
い
て
、
幽
斎
殿
の
話
を
し
ば
し

ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
秀
忠
、

今
日
は
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」

秀
忠
は
、
自
分
が
設
け
た
「
名
二
代

目
の
会
」
が
、
初
回
か
ら
意
図
通
り
に

行
わ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
こ
の
日
、

秀
忠
は
最
後
に
忠
興
に
こ
う
い
っ
た
。

「
忠
興
殿
」

「
は
い
」

「
貴
殿
は
、
本
日
こ
の
会
で
す
べ
て

私
の
問
い
か
け
に
対
す
る
お
答
え
を
、

父
幽
斎
が
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
と
い

わ
れ
た
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
」

「
と
申
し
ま
す
と
？
」

不
審
な
顔
で
眉
を
寄
せ
た
忠
興
に
、

秀
忠
は
笑
い
な
が
ら
こ
う
い
っ
た
。

「
父
幽
斎
が
申
し
た
と
い
う
の
は
嘘

で
、
総
て
貴
殿
自
身
の
お
考
え
で
あ
ろ

う
？　
如い

か
が何
か
な
」

「
は
っ
は
っ
は
っ
は
」

忠
興
は
突
然
大
声
で
笑
い
出
し
た
。

そ
し
て
、
手
を
着
い
た
。

「
恐
れ
な
が
ら
、
お
見
通
し
の
ほ
ど

こ
の
細
川
忠
興
恐
れ
入
り
ま
し
て
ご
ざ

い
ま
す
。
御
当
代
（
秀
忠
）
様
は
、
誠

の
名
君
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
」

と
褒
め
上
げ
た
。

し
ま
す
」

と
神
妙
に
答
え
た
。

秀
忠
は
頷う

な
ず

き
、

「
最
初
に
お
う
か
が
い
す
る
が
、
今

後
人
を
導
く
立
場
に
立
つ
者
は
、
ど
の

よ
う
な
心
が
け
が
必
要
と
お
思
い
か
」

と
訊
い
た
。
忠
興
は
、

「
父
幽
斎
が
申
し
ま
す
の
に
は
、
上

様
の
た
だ
い
ま
の
お
た
ず
ね
に
適
す
る

よ
う
な
人
物
は
、〝
明
石
の
浦
の
牡
蠣

殻
の
よ
う
に
な
れ
〞
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
」「

ほ
う
、
明
石
の
浦
の
牡
蠣
殻
に
？

幽
斎
殿
の
ご
意
図
は
ど
の
辺
に
あ
る
の

か
な
」

「
さ
れ
ば
で
ご
ざ
い
ま
す
。
明
石
の

浦
は
一
見
穏
や
か
に
見
え
ま
す
が
、
実

は
大た

い

変へ
ん

に
荒
海
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
そ
の
波
に
洗
わ
れ
る
岩
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
牡
蠣
は
、
緊
張
の
し
続

二
代
目
細
川
忠
興
の
名
答

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
波
が
表

面
の
殻
の
と
が
っ
た
部
分
を
い
つ
の
間

に
か
削
り
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

表
面
が
す
べ
す
べ
に
な
り
、
穏
や
か
な

貝
殻
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
が
、
牡
蠣

は
大
切
な
中
身
を
し
っ
か
り
と
抱
き
、

こ
れ
を
守
り
通
し
て
お
り
ま
す
。
父
の

申
す
の
は
お
そ
ら
く
、
外
柔
内
剛
※
の

意
味
か
と
存
じ
ま
す
。
私
も
、
到
底
父

に
は
お
よ
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
に

在
り
た
い
と
、日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
」

「
忠
興
殿
が
そ
の
よ
う
な
ご
謙
遜
を
。

も
う
一
つ
お
た
ず
ね
し
た
い
」

「
は
い
」

「
天
下
の
政

ま
つ
り
ご
と

を
行
う
に
は
、
ど
の
よ

う
な
心
構
え
が
必
要
か
、
幽
斎
殿
が
お

話
に
な
っ
た
こ
と
が
お
あ
り
か
」

「
ご
ざ
い
ま
し
た
。
父
が
申
し
ま
す

の
に
は
、〝
天
下
を
治
め
る
に
は
、
四

角
い
容
器
に
、
丸
い
蓋ふ

た

を
す
る
心
が
け

が
よ
ろ
し
い
〞
と
、
こ
う
申
し
て
お
り

ま
し
た
」

「
ほ
う
、四
角
い
容
器
に
丸
い
蓋
を
？

※　外柔内剛……外見は穏やかで優しそうだが、心の中は何事にも左右されない強い意志をもっていること
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※　第1回～第4回はホームページでご覧になれます。

は
じ
め
に
〜
高
齢
社
員
の
活
用
戦
略
の

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

1第
３
回
で
説
明
し
た
「
賃
金
の
基
礎
」
に
沿
っ
て
、

高
齢
社
員
の
賃
金
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
み
ま

す
。
ま
ず
は
高
齢
社
員
の
活
用
戦
略
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
高
齢
者
が
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
就
き
、
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
社
員
と
し

て
育
成
し
活
用
す
る
の
か
を
、
つ
ま
り
高
齢
社
員
の
社

員
特
性
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

正
社
員
が
会
社
の
業
務
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
働
く
場

所
に
限
定
な
く
働
き
、
基
幹
的
な
業
務
に
従
事
し
、
管

理
職
な
ど
の
幹
部
社
員
へ
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
と
い
う

特
性
を
持
つ
社
員
で
あ
る
と
す
る
と
、
高
齢
社
員
は
正

社
員
と
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
社
員
な
の

か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
く
り
返
し
強
調
し
た
よ
う
に
、
高
齢
社
員

の
活
用
戦
略
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
高
齢

社
員
を
取
り
巻
く
環
境
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
れ
に
は
、

ど
の
企
業
に
も
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
福
祉
的
雇
用
か
ら
脱
し
て
、
高
齢
社
員
を

経
営
に
貢
献
す
る
貴
重
な
人
材
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
で
す
。
わ
が
国
の
労
働
市
場
を
み
る
と
、
企
業
は
平

均
す
る
と
「
５
人
に
１
人
は
高
齢
社
員
」
と
い
う
現
状

に
あ
り
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
社

員
集
団
化
し
た
高
齢
社
員
を
、
成
果
を
期
待
す
る
こ
と

な
く
雇
用
す
る
余
裕
は
な
く
、
戦
力
と
し
て
活
用
す
る

以
外
に
選
択
肢
は
な
い
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら
、
企
業

に
は
高
齢
社
員
を
活
用
す
る
「
覚
悟
」
が
求
め
ら
れ
、

こ
の
「
覚
悟
」
が
効
果
的
な
活
用
戦
略
を
つ
く
る
に
あ

た
っ
て
の
キ
モ
に
な
り
ま
す
。
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

に
よ
っ
て
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
で
や
む
を
得
ず
雇
用

エルダー   高齢社員の賃金戦略 検 索

　
高
齢
者
雇
用
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
課
題
と
な
る
の
が

高
齢
社
員
の
賃
金
制
度
で
す
。
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
高

齢
社
員
に
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
高
齢
社

員
の
能
力
や
貢
献
を
適
切
に
評
価
・
処
遇
し
、
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

本
連
載
で
は
、
高
齢
社
員
戦
力
化
の
た
め
の
賃
金
戦
略
に
つ
い

て
、
今
野
浩
一
郎
氏
が
解
説
し
ま
す
。

高
齢
社
員
の

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
長
　
今
野
浩
一
郎

い
ま
　 

の

第
５
回

賃
金
を
決
め
る
社
員
特
性
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す
る
と
い
う
対
応
に
は
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

第
２
回
で
も
強
調
し
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
同
法
は
、
高
齢
社
員
の
人
事
管
理
の
基
本
骨

格
を
規
定
し
、
現
状
を
み
る
と
多
く
の
企
業
は
「
60
歳

定
年
を
契
機
に
再
雇
用
し
、65
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
」

と
い
う
基
本
骨
格
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
を
前
提
に
活
用
戦
略
、
さ
ら
に
は
「
あ
る
べ
き
賃

金
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
二
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
定
年

延
長
や
定
年
制
廃
止
を
と
る
企
業
に
は
関
係
の
な
い
こ

と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
定
年
を
延
長
し
よ
う
と
も
、
あ
る
い
は
廃
止

し
よ
う
と
も
、
社
員
は
高
齢
期
の
あ
る
時
期
に
役
割
と

キ
ャ
リ
ア
を
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

転
換
後
の
社
員
が
こ
こ
で
い
う
高
齢
社
員
に
あ
た
り
、

企
業
は
そ
の
社
員
の
活
用
戦
略
や
「
あ
る
べ
き
賃
金
」

を
新
た
に
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
短
期
雇
用
型
」の
特
性
に
合
わ
せ
た

「
仕
事
原
則
」

2■
高
齢
社
員
は「
短
期
雇
用
型
」社
員

そ
こ
で
「
60
歳
定
年
を
契
機
に
再
雇
用
し
、
65
歳
ま

で
継
続
雇
用
す
る
」
と
い
う
基
本
骨
格
の
も
と
で
、
企

業
は
ど
の
よ
う
な
活
用
戦
略
を
と
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

高
齢
社
員
は
ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
社
員
と
し
て
雇

用
さ
れ
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

ま
ず
は
、
高
齢
社
員
は
「
短
期
雇
用
型
」
の
特
性
を

持
つ
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
と
い
う
点
が
重
要
で

す
。「
60
歳
定
年
を
契
機
に
再
雇
用
し
、
65
歳
ま
で
継

続
雇
用
す
る
」
が
人
事
管
理
の
基
本
骨
格
な
の
で
、
雇

用
さ
れ
る
期
間
は
最
大
５
年
と
短
期
に
な
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、「
い
ま
あ
る
能
力
を
、
い
ま
活
用
す
る
」
が

企
業
の
と
る
活
用
戦
略
の
基
本
に
な
り
、
高
齢
社
員
は

「
い
ま
あ
る
能
力
を
、
い
ま
発
揮
し
て
会
社
に
貢
献
す

る
」社
員
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
い
ま
あ
る
能
力
」

を
活
用
す
る
の
で
す
か
ら
、
定
年
前
と
同
じ
分
野
の
仕

事
で
働
く
こ
と
が
活
用
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、こ
の
特
性
を
「
短
期
雇
用
型
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
正
社
員
は
、「
長
期
的
な
観
点
か
ら
育

成
し
活
用
す
る
」
と
い
う
活
用
戦
略
の
も
と
で
「
長
期

雇
用
型
」
社
員
と
し
て
の
特
性
を
持
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
高
齢
社
員
に
は
教
育
は
必
要

な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
高
齢
社
員
に
共
通
す
る
こ
と
の
一
つ
は
、
常
に
新

し
い
こ
と
を
学
ぶ
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
新
規
採
用
さ
れ
た
若
者
の
よ
う

に
、
遠
い
将
来
を
見
据
え
て
基
礎
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
や
専
門
知
識
を
教
育
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味

で
、
高
齢
社
員
を
「
い
ま
あ
る
能
力
を
、
い
ま
活
用
す

る
」
社
員
と
し
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
高
齢
社
員
と
い
え
ど
も
、
い
ま
従
事
し

て
い
る
仕
事
に
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
知
識
・
ス
キ
ル

を
習
得
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ

う
に
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
会
社
に
と
っ
て
社
員
教

育
は
、
将
来
の
成
果
を
期
待
し
て
行
う
人
材
に
対
す
る

投
資
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
す
ぐ
成
果
に
現
れ
る
短
期

投
資
と
成
果
が
現
れ
る
ま
で
長
い
時
間
が
必
要
な
長
期

投
資
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
正
社
員

は
長
期
投
資
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
社
員
は
雇

用
期
間
が
短
い
の
で
長
期
投
資
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、

も
っ
ぱ
ら
短
期
投
資
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
賃
金
決
定
の「
仕
事
原
則
」

「
短
期
雇
用
型
」
の
特
性
は
高
齢
社
員
の
「
あ
る
べ

き
賃
金
」を
規
定
し
ま
す
。
図
表
は「
あ
る
べ
き
賃
金
」

を
考
え
る
枠
組
み
で
す
。
こ
の
枠
組
み
は
本
連
載
第
３

回
の「
賃
金
の
基
礎
」の
な
か
で
説
明
し
た
考
え
方
で
、

仕
事
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
て
賃
金
決
定
要
素
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
正
社
員
で
あ
れ
ば
、「
長
期
的
な
観
点
か
ら

育
成
し
活
用
す
る
」
社
員
で
あ
る
の
で
「
将
来
に
期
待

し
て
払
う
」、
つ
ま
り
将
来
の
成
果
に
結
び
つ
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
「
能
力
レ
ベ
ル
」
に
対
し
て
払
う
職
能

給
な
ど
が
合
理
的
な
賃
金
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
「
い
ま
あ
る
能
力
を
、
い
ま
活
用
す
る
」
社
員

で
あ
る
高
齢
社
員
に
は
「
い
ま
払
う
」
が
、
つ
ま
り
成

高齢社員の
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※　「職務評価を用いた基本給の点検・検討マニュアル」( 平成31年3月発行 )　
　　https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/pamphlet/guideline.html

果
に
直
結
す
る「『
仕
事
の
重
要
度
』に
基
づ
い
て
払
う
」

が
賃
金
の
合
理
的
な
決
定
方
法
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

高
齢
社
員
の
賃
金
を
決
め
る
「
仕
事
原
則
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
す
。

こ
の
「
仕
事
原
則
」
に
基
づ
く
と
、
企
業
に
と
っ
て

重
要
な
仕
事
に
就
く
高
齢
社
員
に
は
高
い
賃
金
、
重
要

で
な
い
仕
事
に
就
く
高
齢
社
員
に
は
低
い
賃
金
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
定
年
を
契
機
に
仕
事
内
容
が
変

わ
れ
ば
賃
金
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
「
仕
事
の
重
要
度
」
を
評
価
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
方
法
が
職
務
評
価

で
す
。
職
務
評
価
に
は
い
く
つ
も
の
手
法
が
あ
り
ま
す

が
、
最
も
代
表
的
な
手
法
は
要
素
別
点
数
法
で
す
。
こ

れ
は
、
①
仕
事
の
内
容
を
「
ど
の
程
度
の
専
門
性
が
必

要
と
さ
れ
る
の
か
」、「
対
人
関
係
が
ど
の
程
度
複
雑
な

の
か
」
な
ど
の
要
素
ご
と
に
評
価
し
得
点
化
す
る
、
②

こ
の
要
素
ご
と
の
得
点
を
合
計
し
て「
仕
事
の
重
要
度
」

を
表
す
指
標
と
す
る
、と
い
う
手
順
を
ふ
む
手
法
で
す
。

こ
れ
に
は
い
く
つ
も
の
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
、
自
社
に

合
っ
た
タ
イ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
お
厚
生
労
働
省
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
対
応

す
る
た
め
の
「
職
務
評
価
を
用
い
た
基
本
給
の
点
検
・

検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
31
年
3
月
発
行
）※
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
要
素
別
点
数
法
に
よ
る
職
務
評
価
の
方

法
が
て
い
ね
い
に
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

「
制
約
社
員
」特
性
に
合
わ
せ
た

「
制
約
配
慮
原
則
」

3■「
制
約
社
員
」と
賃
金
決
定
の「
制
約
配
慮
原
則
」

高
齢
社
員
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
「
制
約
社
員
」

と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
定
年
前
に
は
、
業
務
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
機
動
的
に
活
用
す
る
と
い
う
活
用
戦
略

の
も
と
で
、転
勤
な
ど
に
よ
っ
て
働
く
場
所
を
変
え
る
、

残
業
や
休
日
出
勤
を
行
う
な
ど
、
会
社
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
柔
軟
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
定
年
を
契

機
に
企
業
の
活
用
戦
略
は
変
わ
り
、
さ
ら
に
高
齢
社
員

の
働
く
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
転
勤
、
残
業
・
休
日
出

勤
が
な
い
な
ど
、
働
く
場
所
、
働
く
時
間
、
仕
事
内
容

仕
事
の
プ
ロ
セ
ス

価
値
を
決
め
る
基
準

※筆者作成

図表　賃金決定の要素と諸原則

能力
能力の
仕事への
投入

仕事の
遂行 成果

能力
レベル

労働給付
能力
レベル

仕事の
重要度

成果の
大きさ

仕事プロセスと賃金決定要素

制約配慮原則 仕事原則

働く制約度が
異なると

賃金は異なる

同じ重要度の
仕事には
同じ賃金
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か
ら
み
て
働
き
方
が
制
約
的
に
な
り
ま
す
。

連
載
の
第
２
回
で
も
紹
介
し
た
こ
の
現
状
は
、
高
齢

社
員
が
働
く
場
所
な
ど
に
制
約
な
く
働
く
「
無
制
約
社

員
」
か
ら
、
制
約
を
持
っ
て
働
く
「
制
約
社
員
」
に
転

換
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
員

特
性
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
あ
る
べ
き
賃

金
」
は
設
計
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
無
制
約
社
員
」
で
あ
る
か
「
制
約
社
員
」
で

あ
る
か
は
図
表
の
「
労
働
給
付
能
力
レ
ベ
ル
」
の
違
い

を
示
し
て
い
ま
す
。
第
３
回
の
「
賃
金
の
基
礎
」
で
説

明
し
た
よ
う
に
、「
労
働
給
付
能
力
レ
ベ
ル
」が
高
い「
無

制
約
社
員
」
は
、
業
務
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
労
働
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う
点
で
会
社
に
と
っ
て
価
値

の
大
き
い
社
員
な
の
で
、
た
と
え
仕
事
が
同
じ
で
あ
っ

て
も
、「
労
働
給
付
能
力
レ
ベ
ル
」の
低
い「
制
約
社
員
」

に
比
べ
て
賃
金
は
高
く
設
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
賃
金
決
定
の
原
則
を
図
表
に
示
し
た
よ
う
に

「
制
約
配
慮
原
則
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
社
員
に
と
っ
て
み
る
と
、「
無
制
約
社
員
」

で
あ
る
と
、
会
社
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
働
く
場
所
を

変
え
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
活
上
の
負
担
や
新
し
い
仕

事
に
対
応
す
る
負
担
を
負
う
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
り
ま

す
。「
無
制
約
社
員
」
の
賃
金
が
「
制
約
社
員
」
よ
り

高
い
の
は
こ
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
の
で
、

「
無
制
約
社
員
」
が
「
制
約
社
員
」
を
上
ま
わ
る
賃
金

部
分
を
「
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
手
当
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
ま
す
。

■「
制
約
配
慮
原
則
」は
多
様
な
社
員
に

　
適
用
さ
れ
る
原
則

こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、「
制
約
配
慮
原

則
」
は
高
齢
社
員
の
み
に
適
用
さ
れ
る
原
則
で
は
な
い

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
転
勤
の
あ
る
（
つ
ま
り
「
無
制

約
社
員
」
と
し
て
の
）
総
合
職
と
、転
勤
の
な
い
（「
制

約
社
員
」
と
し
て
の
）
一
般
職
は
、
同
じ
仕
事
、
同
じ

能
力
で
あ
れ
ば
同
じ
賃
金
と
す
る
の
が
基
本
に
な
り
ま

す
が
、
総
合
職
の
賃
金
は
「
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
手

当
」
分
だ
け
一
般
職
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
ま
す
。
同
様

の
こ
と
は
、
働
く
場
所
な
ど
が
変
わ
る
正
社
員
と
変
わ

ら
な
い
非
正
社
員
の
間
で
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
み
て
く
る
と
、社
員
の
多
様
化
が
進
み
「
制
約
社
員
」

が
多
く
な
る
と
、「
制
約
配
慮
原
則
」
が
重
要
な
賃
金

決
定
原
則
の
一
つ
に
な
り
、
高
齢
社
員
は
そ
の
な
か
の

一
タ
イ
プ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
高
齢
社
員
の「
あ

る
べ
き
賃
金
」
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
に
な
る

こ
と
は
、「
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
手
当
」
を
ど
の
程

度
の
水
準
に
設
定
す
る
か
で
す
。
こ
れ
に
は
会
社
を
超

え
て
あ
て
は
ま
る
最
善
の
水
準
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
社
の
状
況
、
つ
ま
り
市
場
相
場
を
参
考
に
し
、
自
社

の
事
情
を
考
え
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お

「
制
約
社
員
」
の
賃
金
は
「
無
制
約
社
員
」
よ
り
１
〜

２
割
程
度
低
い
と
い
う
の
が
市
場
相
場
の
平
均
像
で
す

が
、
そ
の
詳
細
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
「
職

務
評
価
を
用
い
た
基
本
給
の
点
検・検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
企
業
規
模
別
デ
ー
タ
、
産

業
別
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
ま
す
。

今
回
は
社
員
特
性
が
定
年
を
契
機
に「
長
期
雇
用
型
」

か
ら「
短
期
雇
用
型
」へ
、「
無
制
約
社
員
型
」か
ら「
制

約
社
員
型
」
へ
転
換
す
る
の
で
、
高
齢
社
員
の
「
あ
る

べ
き
賃
金
」は
そ
れ
に
合
わ
せ
て「
仕
事
原
則
」と「
制

約
配
慮
原
則
」
に
沿
っ
て
設
計
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。
定
年
を
契
機
に
賃
金
が
変
化
し

た
と
き
（
そ
の
多
く
は
、
低
下
で
す
が
）、「
定
年
し
た

か
ら
」
で
は
高
齢
社
員
が
納
得
で
き
る
説
明
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
に
は
賃
金
を
合
理

的
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
示
し
た
二
つ
の

原
則
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
原
則
な
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
高
齢
社

員
の
賃
金
を
設
計
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
順
を
ふ
む

必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
結
果
で
き
あ
が
る
「
あ
る
べ

き
賃
金
」
は
ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
。
最
終
回

で
あ
る
次
回
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。

高齢社員の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第101回
茨城県

年齢で線引きせずできる作業を行う
互いに協力して働きやすい職場へ

株式会社大倉商事（茨城県ひたちなか市）

足
たら

崎
ざき

工場外観

▶創業　1965（昭和40）年
▶業種　 食料品の研究・開発・生産・

販売・輸出入業務等
▶社員数　199人
（60歳以上男女内訳） 男性（31人）、女性（57人）
（年齢内訳） 60～64歳 24人 （12.1％）
 65～69歳 25人 （12.6％）
 70歳以上 39人 （19.6％）
▶定年・継続雇用制度
定年65歳。その後は希望者全員を1年ご
とに更新して再雇用

茨
城
県
は
関
東
地
方
の
北
東
に
あ
り
、
東
は
太
平
洋
に

面
し
て
い
ま
す
。
日
立
市
を
中
心
と
し
た
県
北
地
区
、
水

戸
市
を
中
心
と
し
た
県
央
地
区
、
鹿
嶋
・
神か

み

栖す

市
を
中
心

と
し
た
鹿ろ

っ

行こ
う

地
区
、つ
く
ば
市
を
中
心
と
し
た
県
南
地
区
、

筑ち
く

西せ
い

・
古
河
市
を
中
心
と
し
た
県
西
地
区
の
大
き
く
５
地

区
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
当
機
構
の
茨
城
支
部
高
齢
・
障
害

者
業
務
課
の
笹
島
秀
昭
課
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特

徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
県
北
・
県
央
地
区
は
日
立
製
作
所
関
連
工
場
が
多
く
、

茨
城
港
や
北
関
東
自
動
車
道
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
環
境
に
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。鹿
行
地
区
は
鹿
島
港
を
中
心
に
鉄
鋼・

化
学
関
連
企
業
に
よ
る
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
県
南
地
区
は
、
つ
く
ば
市
を
中
心
に
産
業
技
術

総
合
研
究
所
・
筑
波
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
研
究
・

教
育
機
関
が
集
積
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
新
事
業
の

創
設
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
県
西
地
区
の
特
徴
的
な
産
業

と
し
て
は
結ゆ

う

城き

紬つ
む
ぎ

が
あ
り
、
同
地
区
の
南
部
は
近
郊
農
業

が
盛
ん
で
す
。
茨
城
県
の
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
の
農

業
産
出
額
は
全
国
３
位
、
製
造
品
出
荷
額
は
全
国
第
８
位

で
す
」

県
内
の
31
人
以
上
規
模
企
業
は
２
８
３
８
社
あ
り
、
２

０
１
９
（
令
和
元
）
年
「
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
」（
厚
生

労
働
省
）
に
よ
る
と
、
66
歳
以
降
も
働
け
る
制
度
の
あ
る

企
業
割
合
は
31
・
４
％
で
、
全
国
の
30
・
８
％
を
若
干
上

回
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
茨
城
支
部
で
は
、
労
働
局
お
よ
び
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
65
歳
超
雇
用
推

進
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
、
県
内
事
業
所
の
高
齢
者
雇
用
に

関
す
る
相
談・助
言
活
動
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

同
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
萩は

ぎ

原わ
ら

正ま
さ

健た
け

さ
ん
の
案

内
で
、「
株
式
会
社
大
倉
商
事
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

茨城県ひたちなか市

★
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［萩原プランナーから］
「事業所訪問では、訪問先の方のお話を大切
に聞くことを第一に心がけています。一期
一会の気持ちです。そのために、企業の実

情や業界の情報、特に、地域の業界事情をできるかぎり事前に
調査したうえで訪問するよう努めています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆茨城支部高齢・障害者業務課の笹島課長は萩原プランナーについ
て、「1995 年より長きにわたり、社会保険労務士としての知識、
経験をふまえ、きめ細かい相談・助言活動をしています。特に、
地域の水産業に長くたずさわっていることから、多くの水産会社
を担当してもらっています。穏やかな人柄からは想像できないの
ですが、ソフトテニスでは全国大会に出場するなど趣味の域を超
えた活躍もしている、バイタリティーあふれるプランナーです」
と紹介します。
◆当課はJR水戸駅南口より徒歩 10分ほど。茨城労働局は徒歩圏内、
茨城県庁までは車で 15分ほどと、各行政機関と連携が取りやすい
環境にあります。近くには水戸偕楽園があり、偕楽園下の千

せん　ば
波湖

では白鳥や黒鳥などが見られ、市民の憩いの場となっています。
◆当課には 11人のプランナー・アドバイザーが在籍し、茨城県内の
事業所訪問を通じて、高齢者雇用に関する相談・援助業務を行っ
ています。2019 年度は 716 件の相談・助言活動を実施し、65
歳以上への定年年齢引上げ、あるいは 65歳を超えた継続雇用延長
の提案を 149件実施しています。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●茨城支部高齢・障害者業務課
住所：茨城県水戸市城南 1-4-7　第５プリンスビル５階
電話：029（300）1215

アドバイザー・プランナー歴 :26年

萩原正健 プランナー  （84歳）
「
人
材
」
は
事
業
継
続
の
重
要
な
要
素

株
式
会
社
大
倉
商
事
は
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に

創
業
し
た
、
野
菜
加
工
や
食
料
品
の
研
究
・
開
発
・
生
産
・

販
売
・
輸
出
入
業
務
な
ど
を
行
う
会
社
で
す
。
主
に
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
発
注
先
か
ら
、

注
文
に
応
じ
て
野
菜
を
カ
ッ
ト
し
て
届
け
る
業
務
を
手
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
産
の
さ
つ
ま
い
も
を
使
用

し
た
「
焼
い
も
」、「
芋
け
ん
ぴ
」
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
製
造
・
販
売
も
行
い
、
な
か
で
も
「
常
温
で
保
存
で

き
る
焼
い
も
」
が
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
矢や

越こ
し

誠
一
総
務
部
長
は
、
同
社
の
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
安
心
・
安
全
な
食
材
を
安
定
的
に
ユ
ー
ザ
ー
に
届
け

る
こ
と
を
社
是
と
し
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
長
期

的
な
信
頼
関
係
の
構
築
を
念
頭
に
、
仕
入
先
、
販
売
先
と

も
に
ｗ
ｉ
ｎ
‐ｗ
ｉ
ｎ
の
取
引
き
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
に
あ
っ
て
、『
人
材
』
は
、
事
業
継
続
の
重
要
な

要
素
と
考
え
、
社
長
が
中
心
と
な
っ
て
定
期
的
な
社
内
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、
働
き
や
す
く
、
親
近
感
の
あ

る
事
業
所
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
」

同
社
で
は
萩
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
訪
問
す
る
前
の
２
０
０

９
年
５
月
に
定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
、

65
歳
以
降
は
希
望
者
全
員
を
1
年
更
新
で
継
続
雇
用
す
る

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
定
年
年
齢
以
降
も
働

き
続
け
る
社
員
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
制
度
と
し
て
整

備
し
た
そ
う
で
す
。

で
き
る
業
務
は
何
で
も
や
っ
て
も
ら
う

同
社
の
社
員
数
は
１
９
９
人
。
う
ち
１
６
４
人
が
野
菜

加
工
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
54
歳
。 矢越誠一総務部長
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し
て
作
業
し
て
い
ま
す
」（
菊
池
さ
ん
）

工
場
内
で
は
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
で
作
業
し
、
先
に
終

え
た
チ
ー
ム
は
ま
だ
作
業
中
の
チ
ー
ム
を
手
伝
い
、
協
力

し
て
そ
の
日
の
作
業
を
終
え
る
そ
う
で
、
そ
う
し
た
職
場

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
に
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

と
の
こ
と
。

「
カ
ッ
ト
し
た
野
菜
が
総
菜
に
な
り
、
売
れ
行
き
が
よ
い

と
い
っ
た
評
判
を
聞
く
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
定
年
後

も
同
じ
職
場
で
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
働
け
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
向
上
心
を
持
っ
て
元
気
に
仕

事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
菊
池
さ
ん
）

本
社
第
１
工
場
の
藤
枝
駿し

ゅ
ん

係
長
は
、
菊
池
さ
ん
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

す
。
ま
た
、
夏
祭
り
な
ど
は
退
職
し
た
元
社
員
の
方
々
が

孫
を
連
れ
て
遊
び
に
来
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
同
社
が

人
を
大
切
に
す
る
経
営
を
さ
れ
て
い
る
様
子
が
こ
う
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
業
務
改
善
に
関
す
る
社
内

川
柳
を
募
集
し
、優
秀
な
作
品
を
表
彰
。社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
70
〜
80
作

品
の
応
募
が
あ
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
同
社
の
本
社
第
1
工
場
で
、
主
に
野
菜
加
工

を
担
当
す
る
方
々
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

戦
力
、
プ
ラ
ス
α
の
あ
り
が
た
い
存
在

菊
池
敬け

い

子こ

さ
ん
（
68
歳
）
は
、
主
に
機
械
に
よ
る
野
菜

カ
ッ
ト
・
計
量
・
包
装
・
カ
ッ
ト
野
菜
を
総
菜
用
に
セ
ッ

ト
す
る
袋
詰
め
な
ど
を
担
当
し
、
週
４
日
フ
ル
タ
イ
ム
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
医
療
事
務
の
仕
事
を
経
て
、
44
歳
の

と
き
に
同
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
野
菜
加
工
を
担
当
し
、
多
く
の
作
業
の
経
験

を
積
み
、
以
前
は
第
１
工
場
で
課
長
を
務
め
て
い
た
そ
う

で
す
。
定
年
と
同
時
に
役
職
は
降
り
ま
し
た
が
、
同
じ
職

場
で
仕
事
を
継
続
し
、
若
い
リ
ー
ダ
ー
や
新
入
社
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
割
も
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
定
年
後
も
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
慣
れ
て
は
い

ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
気
を
引
き
締
め
、
指
示
書
を
し
っ

か
り
確
認
す
る
こ
と
や
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
を

最
高
年
齢
者
は
77
歳
の
男
性
で
、
野
菜
を
入
れ
る
カ
ゴ
の

洗
浄
作
業
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
近
年
は
新
規
学
卒
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員
も
含
め

て
若
手
か
ら
中
堅
世
代
の
採
用
が
細
っ
て
お
り
、
高
齢
者

は
当
社
の
業
務
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
戦
力
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
よ
く
も
悪
く
も
体
力
を
要

す
る
業
務
配
置
以
外
は
特
に
年
齢
を
区
別
し
な
い
社
風
が

定
着
し
て
い
ま
す
。
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
る
業
務

は
何
で
も
や
っ
て
も
ら
う
方
針
で
、
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
に
よ

る
担
当
業
務
の
汎
用
化
計
画
に
は
、
高
齢
者
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
」（
矢
越
総
務
部
長
）

ひ
と
口
に
野
菜
の
加
工
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形

に
カ
ッ
ト
を
す
る
た
め
の
機
械
が
何
種
類
も
あ
り
、
そ
れ

ら
の
扱
い
や
整
備
・
計
量
・
袋
詰
め
・
箱
詰
め
・
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
に
よ
る
作
業
な
ど
、
受
注
か
ら
出
荷
ま
で
の
多

様
な
作
業
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
に
な
え
る
人
材
に

な
る
よ
う
、同
社
で
は
社
員
を
育
成
し
、状
況
に
応
じ
て
、

臨
機
応
変
に
業
務
分
担
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
長
く
勤

務
し
て
い
る
高
齢
社
員
に
は
多
様
な
作
業
を
に
な
え
る
人

が
多
く
、
重
要
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
若

手
社
員
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
一
方
、
大
倉
定さ

だ
む

代
表
取
締
役
社
長
の
発
案
の
も
と
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
旅
行
、
夏
祭
り
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
社
内
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
社
員
旅
行
は
仕
事
の
状
況
に
合
わ
せ
て
１
人
で
も

多
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
２
週
連
続
で
実
施
し
て
い
ま

豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
野
菜

カ
ッ
ト
業
務
を
に
な
っ
て
い
る

菊
池
敬
子
さ
ん
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「
菊
池
さ
ん
が
課
長
の
と
き
に
私
が
入
社
し
、
仕
事
を

教
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
悩
み
相
談
に
も
の
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
定
年
後
に
課
長
職
を
降
り
て
か
ら
も
、
技
術

も
経
験
も
豊
富
な
菊
池
さ
ん
が
現
場
に
い
て
く
れ
る
こ
と

が
頼
も
し
い
で
す
。
迷
っ
た
り
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
ま
も
菊
池
さ
ん
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
新
入
社
員

の
教
育
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

ま
た
、
藤
枝
係
長
は
同
社
の
継
続
雇
用
制
度
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
現
職
と
し
て
勤
務
を
続
け
て
、
現
場
の
戦
力
と
し
て
、

か
つ
、
新
人
や
既
存
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
え
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
と
て
も
よ
い
制
度
だ
と

思
い
ま
す
」

中
村
芳よ

し

夫お

さ
ん
（
71
歳
）
は
、
ア
パ
レ
ル
関
係
な
ど
の

仕
事
を
経
て
、47
歳
で
転
職
し
て
同
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

主
に
機
械
に
よ
る
野
菜
加
工
を
担
当
し
、
定
年
後
も
同
じ

業
務
を
担
当
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
週
５
日
、
勤
務
を
続
け
て

い
ま
す
。

「
野
菜
は
機
械
に
か
け
て
規
格
通
り
に
カ
ッ
ト
し
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
方
が
あ
り
、
ミ
リ
単
位
で
指
示
が

あ
り
ま
す
。
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、品
質
を
保
つ
こ
と
。

機
械
の
刃
や
ビ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
、
整
理
整
頓
を
心
が
け
、

品
質
管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事

に
臨
ん
で
い
ま
す
」（
中
村
さ
ん
）

た
し
か
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
健
康
管
理
に

も
気
を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
定
年
を
迎
え
た
際
は
迷

う
こ
と
な
く
継
続
雇
用
を
希
望
し
た
と
中
村
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

「
社
長
の
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。人
柄
が
好
き
で
す
し
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
社
内
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
み
ん
な
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
な
ど
、
社
員
へ
の
思
い
や
り
を
感
じ

ま
す
。
こ
こ
で
継
続
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
う
れ
し
い
で

す
し
、会
社
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

現
在
、
衛
生
管
理
者
の
免
許
取
得
を
目
ざ
し
て
勉
強
中

で
、
来
年
に
受
験
予
定
と
の
こ
と
。
矢
越
総
務
部
長
は
、

中
村
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
仕
事
だ
け
で
な
く
、
社
内
イ
ベ
ン
ト
で
も
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
社
内
の
人
気
者
で
す
。
若
い
人
と
も
気
さ
く
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
職
場
の
潤
滑
油
の
役
割

も
、
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

75
歳
以
上
の
雇
用
条
件
の
検
討
へ

矢
越
総
務
部
長
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
継
続
雇
用
制

度
を
あ
げ
ま
す
。

「
現
在
は
、
継
続
雇
用
に
対
し
て
年
齢
制
限
を
設
け
ず
、

本
人
と
の
面
談
、
勤
務
状
況
を
勘
案
し
て
１
年
ご
と
に
更

新
し
て
い
ま
す
。
毎
年
健
康
診
断
を
し
て
い
ま
す
が
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
持
病
悪
化
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
75

歳
以
上
の
雇
用
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
条
件
設
定
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」

萩
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
そ
の
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
参
考
に
な
る
の
は
、
厚
生
労
働
省
が
今
年
３
月
に
公

表
し
た
『
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）』
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
社
の
事
例
紹
介
な
ど
も
含

め
て
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」

大
倉
商
事
で
は
現
在
、
独
自
商
品
の
製
造
・
販
売
を
強

化
し
、
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
年

齢
で
線
引
き
せ
ず
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

す
べ
て
の
社
員
に
と
っ
て
や
り
が
い
に
あ
ふ
れ
る
職
場
に

な
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
が
集
ま
り
ま
す
。

 

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

野
菜
加
工
業
務
を
担
当
す
る

中
村
芳
夫
さ
ん
は
、
職
場
の

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る



定
労
働
時
間
数
が
異
る
場
合
に
は
、
一
年
間
に
お
け

る
一
月
平
均
所
定
労
働
時
間
数
）
で
除
し
た
金
額
」

を
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
と
し
て
、
こ
れ
に
「
延

長
し
た
労
働
時
間
数
を
乗
じ
た
金
額
」
を
支
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

計
算
式
で
い
え
ば
、「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
」×

「
時
間
外
労
働
時
間
数
」
×
１
・
25
と
な
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。

一
方
で
、
歩
合
給
に
関
連
す
る
規
定
は
、
同
規
則

第
19
条
１
項
６
号
で
あ
り
、「
通
常
の
労
働
時
間
の

賃
金
」
に
つ
い
て
、「
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負

制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

賃
金
算
定
期
間
（
賃
金
締
切
日
が
あ
る
場
合
に
は
、

賃
金
締
切
期
間
、
以
下
同
じ
）
に
お
い
て
出
来
高
払

制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
賃
金
の

総
額
を
当
該
賃
金
算
定
期
間
に
お
け
る
、
総
労
働
時

間
数
で
除
し
た
金
額
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
合
給
が
、「
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に

時
間
外
割
増
賃
金
と

歩
合
給
に
つ
い
て

1時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
計
算
方
法
に

つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第
37
条
に
「
使
用
者
が
、

第
三
十
三
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働

時
間
を
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
間
又
は
そ
の
日
の
労
働
に
つ
い

て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
の
計

算
額
の
二
割
五
分
以
上
五
割
以
下
の
範
囲
内
で
そ
れ

ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
率
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

労
働
基
準
法
施
行
規
則
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
規
則
第
19
条
１
項
４
号
は
、

一
般
的
な
基
本
給
な
ど
で
多
い
「
月
に
よ
つ
て
定
め

ら
れ
た
賃
金
」
に
つ
い
て
あ
げ
る
と
、「
そ
の
金
額

を
月
に
お
け
る
所
定
労
働
時
間
数
（
月
に
よ
つ
て
所

通
常
の
労
働
時
間
に
対
応
す
る
時
間
外
割
増
賃
金
は
、
１
・
25
倍
の
支
給
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
歩
合
給
に
つ
い
て
は
、
０
・
25
倍
の
時
間
外
割
増
賃
金
を
付
加
す
る
計
算
方
法
で
足
り

ま
す
。た
だ
し
、歩
合
給
の
割
増
賃
金
計
算
に
関
す
る
裁
判
例
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A
歩
合
給
と
時
間
外
割
増
賃
金
の
関
係
に
つ
い
て
知
り
た
い

成
果
主
義
賃
金
の
一
環
と
し
て
、
成
果
に
応
じ
た
歩
合
給
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
歩
合
給

を
支
給
し
た
場
合
の
、
時
間
外
割
増
賃
金
の
計
算
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
」に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

時
間
外
労
働
の
時
間
数
に
応
じ
て
歩
合
給
自
体
が
当

然
に
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
発
生
し

た
歩
合
給
に
対
す
る
割
増
の
み
で
足
り
ま
す
。

計
算
式
と
し
て
は
、算
定
期
間
（
賃
金
締
切
期
間
）

内
の
「
歩
合
給
」
×
０
・
25
と
な
り
、
こ
れ
に
相
当

す
る
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ
と
で
足
り
ま
す
。

出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
に
つ
い
て

2歩
合
給
と
呼
称
し
て
い
る
賃
金
が
す
べ
て
「
出
来

高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
賃

金
」
に
該
当
す
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
の
賃
金
体
系
が
出
来
高
払
制
で
あ
る
か

否
か
争
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
運
送

業
に
お
い
て
、
使
用
者
が
、
ル
ー
ト
別
に
単
価
を
設

定
し
て
お
り
、
当
該
ル
ー
ト
を
運
行
し
た
「
回
数
」
に

応
じ
て
賃
金
が
変
動
す
る
と
し
て
、
出
来
高
払
制
で

あ
る
旨
主
張
し
た
も
の
の
、「
ル
ー
ト
別
単
価
は
、

ル
ー
ト
ご
と
の
標
準
的
な
収
受
運
賃
、
拘
束
時
間
、

走
行
距
離
、
作
業
内
容
等
を
勘
案
し
て
決
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
運
転
手
の
仕
事
の
成
果
で
あ
る
現

実
の
売
上
高
や
配
送
量
あ
る
い
は
運
送
時
間
に
よ
っ

て
増
減
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、被
告
の
主
張
す
る
上
記
賃
金
体
系
は
、

そ
も
そ
も
、
出
来
高
払
そ
の
他
の
請
負
制
の
実
質
を

備
え
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
」
と
し
て
、
出
来
高
払

制
と
し
て
の
性
質
が
否
定
さ
れ
た
裁
判
例
が
あ
り
ま

す
（
千
葉
地
裁
松
戸
支
部
令
和
元
年
９
月
13
日
判

決
）。
同
裁
判
例
で
は
、
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請

負
制
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
労
働
時
間
に
応
じ

一
定
額
の
賃
金
の
保
障
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず（
労
働
基
準
法
第
27
条
）、
そ
の
よ
う

な
保
障
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
出
来
高

払
制
を
否
定
す
る
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
典
型
的
な
歩
合
給
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
売
上
げ
や
利
益
な
ど
の
金
銭
的
な
成
果
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
運
送
業
に
お
け
る
各

種
手
当
に
つ
い
て
、「
運
行
回
数
、
運
送
距
離
な
い

し
走
行
距
離
、
積
荷
の
積
載
量
、
売
上
げ
と
い
っ
た

作
業
の
成
果
と
は
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
」
な
ど
を

理
由
に
、
仕
事
の
成
果
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
出
来
高
払
制
賃
金

で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
（
東
京

地
裁
平
成
29
年
３
月
３
日
判
決
）。

歩
合
給
を
採
用
し
て
出
来
高
払
制
に
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
給
与
の
す
べ
て
を
出
来
高
払
制
に
す
る

こ
と
な
く
労
働
基
準
法
第
27
条
が
定
め
る
保
障
給
を

考
慮
し
て
お
く
こ
と
に
加
え
て
、
歩
合
給
が
い
か
な

る
指
標
と
連
動
す
る
の
か
、
当
該
指
標
を
回
数
で
は

な
い
成
果
と
関
連
さ
せ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

歩
合
給
に
関
す
る

最
高
裁
判
例
に
つ
い
て

3近
年
、
歩
合
給
に
対
す
る
時
間
外
割
増
賃
金
の
支

給
に
関
し
て
、
最
高
裁
で
判
断
さ
れ
た
事
例
が
あ
り

ま
す
（
最
高
裁
令
和
２
年
３
月
30
日
判
決
）。

タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
対
す
る
売
上
高
に
連
動
す

る
歩
合
給
の
支
給
に
関
し
て
、
当
該
歩
合
給
の
増
加

に
応
じ
て
乗
務
員
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃

金
を
控
除
す
る
仕
組
み
を
採
用
し
、
時
間
外
労
働
が

生
じ
た
場
合
の
歩
合
給
額
と
時
間
外
労
働
を
せ
ず
歩

合
給
を
得
た
場
合
の
計
算
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
ら
が
会
社
に
対
し
て
控

除
さ
れ
た
割
増
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
で
す
。

過
去
の
判
例
に
お
い
て
、
手
当
の
支
給
に
よ
り
あ

ら
か
じ
め
割
増
賃
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
時
間
外
労
働
と
の
対
価
性
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
（
最
高
裁
平
成
30
年
７
月
19
日
判
決
）、

本
判
例
で
は
時
間
外
労
働
を
し
た
と
し
て
も
、
歩
合

給
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
出
来
高
払
制
の

下
で
元
来
は
歩
合
給
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
賃
金
を
、
時
間
外
労
働
等
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
一
部
に
つ
き
名
目
の
み
を
割
増
金
に
置
き

換
え
て
支
払
う
こ
と
と
す
る
も
の
」
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
歩
合
給
に
対
応
し
た
時

間
外
割
増
賃
金
の
計
算
方
法
が
、
実
質
的
に
は
割
増

賃
金
の
減
額
を
行
っ
て
い
る
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
価
性
に
欠
け
る
と
の
観
点
に
よ
り
、
割
増
賃

金
の
支
払
い
に
不
足
が
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

歩
合
給
を
活
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ

と
を
も
っ
て
、
時
間
外
割
増
賃
金
の
減
額
に
つ
な
が

る
よ
う
な
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
こ
の
最
高
裁

判
例
が
示
し
た
基
準
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
制
度
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
判
例
に
も
十

分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

エルダー39

知っておきたい
労働法 AA&&Q



副
業
お
よ
び
兼
業
に
つ
い
て

1働
き
方
改
革
関
連
法
の
改
正
に
お
い
て
も
、
副
業

お
よ
び
兼
業
の
承
認
な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
働
き
方

を
促
進
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
は
、

モ
デ
ル
就
業
規
則
に
お
い
て
、
副
業
お
よ
び
兼
業
に

関
す
る
規
定
を
新
設
す
る
な
ど
の
対
応
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
企
業
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
積
極
的
に

は
促
進
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

直
近
で
は
、
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
９
月
に
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
改

定
し
ま
し
た
。

副
業
お
よ
び
兼
業
の
課
題
の
洗
い
出
し
と
そ
れ
に

対
す
る
対
応
方
法
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
副
業
お
よ
び
兼
業
を
承
認
す
る
に
あ
た
っ
て
留

意
す
べ
き
事
項
が
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

労
働
時
間
管
理
に
つ
い
て

2副
業
お
よ
び
兼
業
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
は
、
労

働
時
間
管
理
で
す
。

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
１
日
８

時
間
が
限
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
に
は
36

協
定
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
時
間
外
割
増
賃
金
の
支

給
義
務
も
生
じ
ま
す
。
こ
れ
が
２
社
別
々
に
評
価
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
社
が
管
理
す
る
範
囲
は
明
確

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
制
度
は
と
ら
れ
て

お
ら
ず
、
２
社
の
労
働
時
間
を
通
算
し
た
場
合
の
限

度
が
１
日
８
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
労
働
基
準
法

第
32
条
２
項
、
第
38
条
１
項
）。

さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
に
と
も
な
う
労
働
基
準
法

の
改
正
に
よ
り
、
法
律
上
の
労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
採
用
さ
れ
、
罰
則
も
制
定
さ
れ
て
お
り
、
長
時
間

労
働
に
お
よ
ん
だ
場
合
に
は
、
罰
則
適
用
の
お
そ
れ

も
あ
る
た
め
、
労
働
時
間
管
理
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
労
働
者
か
ら
、
副
業
お
よ
び
兼
業

先
の
会
社
に
お
け
る
労
働
時
間
の
報
告
を
受
け
な
い

と
、
本
業
の
会
社
は
２
社
通
算
の
労
働
時
間
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
副
業
お
よ
び
兼
業
先
の
労

働
時
間
を
報
告
さ
せ
る
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

通
算
し
た
労
働
時
間
を
把
握
し
た
際
に
、
自
ら
の

事
業
場
で
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
部
分
の
う
ち
、

自
ら
労
働
さ
せ
た
時
間
に
つ
い
て
、
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
副
業
お
よ
び
兼
業
先
と
の
労
働
時
間

の
通
算
や
時
間
外
割
増
賃
金
支
払
当
事
者
の
確
定
な

ど
の
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

い
て
は
、
簡
便
な
労
働
時
間
の
管
理
方
法
の
管
理
モ

デ
ル
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
業
と
副
業
の
両
社
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
労
働
時

間
の
範
囲
内
で
労
働
さ
せ
る
か
ぎ
り
、
ほ
か
の
使
用

者
の
事
業
場
に
お
け
る
実
労
働
時
間
の
把
握
を
要
す

る
こ
と
な
く
労
働
時
間
管
理
を
遵
守
で
き
る
方
策
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
提
と
し
て
、
労
働
契

働
き
方
改
革
に
と
も
な
い
、
行
政
に
お
い
て
も
副
業
・
兼
業
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
実
現
に
あ
た
っ
て
使
用
者
が
留
意
す
べ
き
事
項
は
労
働
時
間
、
健
康
管
理
、
競
業
回
避

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
特
に
、
労
働
時
間
管
理
の
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
理
解
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
、
労
働
基
準
法
違
反
と
な
る
事
態
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

A
従
業
員
の
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

副
業
お
よ
び
兼
業
を
希
望
す
る
労
働
者
が
い
る
の
で
す
が
、
前
例
が
な
く
こ
れ
ま
で
承
認
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
承
認
す
る
と
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

Q 2
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約
を
後
か
ら
締
結
す
る
副
業
先
に
お
い
て
、
労
働
時

間
の
設
定
に
関
し
て
、
本
業
の
要
望
を
受
け
入
れ
て

も
ら
う
こ
と
が
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
割
増
賃
金
に

つ
い
て
は
、
本
業
は
自
ら
の
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
の
み
を
支
払
い
、
副
業
先
は
自
ら
の
事
業

場
に
お
け
る
労
働
時
間
の
す
べ
て
に
割
増
賃
金
を
支

給
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
時
間
を
双
方
で
管
理
す

る
こ
と
な
く
、
割
増
賃
金
の
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
要
す
る
に
、
副
業
先
に

お
い
て
は
、
法
定
時
間
外
労
働
の
発
生
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
割
増
賃
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
労
働
者
は
法
定
の
割
増
賃
金
以
上
の
金
額
を

受
給
す
る
こ
と
と
な
り
、
割
増
賃
金
の
支
給
に
関
し

て
は
、
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
心
配
が
な
く
な
り

ま
す
。

健
康
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て

3労
働
契
約
法
は
、
使
用
者
に
労
働
者
に
対
す
る
安

全
配
慮
義
務
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
副
業

お
よ
び
兼
業
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、同
様
で
す
。

こ
の
場
合
、
前
述
の
労
働
時
間
管
理
と
も
関
連
し

ま
す
が
、
過
労
死
や
精
神
疾
患
に
関
す
る
労
災
認
定

基
準
に
お
い
て
は
、
過
剰
な
時
間
外
労
働
や
連
続
勤

務
が
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
副
業
お

よ
び
兼
業
に
お
い
て
、
時
間
外
労
働
が
過
剰
か
否
か

や
連
続
勤
務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
が
、
問
題
と
な
り
ま
す
。

基
本
的
な
対
応
方
針
と
し
て
は
、
就
業
規
則
や
労

働
契
約
に
お
い
て
、
長
時
間
労
働
や
連
続
勤
務
に

よ
っ
て
労
務
提
供
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
は
副
業
お

よ
び
兼
業
を
禁
止
ま
た
は
制
限
で
き
る
よ
う
な
規
定

を
設
け
て
お
く
こ
と
で
、
万
が
一
の
場
合
の
過
剰
な

時
間
外
労
働
の
制
限
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
備
え
て

お
く
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
副
業
お
よ
び
兼
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
報

告
を
受
け
る
機
会
を
設
け
、
健
康
上
の
問
題
が
確
認

さ
れ
る
場
合
に
も
、
休
暇
の
付
与
や
産
業
医
と
の
面

談
な
ど
適
切
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
管
理
モ
デ
ル
を
前
提
に

運
用
す
る
場
合
に
は
、
各
社
は
具
体
的
な
実
労
働
時

間
を
把
握
し
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
も

あ
る
た
め
、
健
康
管
理
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
労
働

者
自
身
に
自
己
管
理
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
実
労
働
時
間
の
具
体
的

な
把
握
が
不
要
な
運
用
を
採
用
す
る
と
し
て
も
、
働

き
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
時
間
外
労
働
自
体
を
抑

制
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
労
使
間
で
協
議
の
う

え
で
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

そ
の
他
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

4企
業
に
と
っ
て
は
、
秘
密
保
持
義
務
や
競
業
避
止

義
務
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
か
な
け

れ
ば
、
労
使
間
で
紛
争
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
は
職
業
選
択
の
自
由

の
観
点
か
ら
制
限
さ
れ
る
程
度
が
大
き
い
で
す
が
、

副
業
お
よ
び
兼
業
に
お
い
て
は
、
使
用
者
に
対
す
る

競
業
避
止
義
務
が
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
副
業
や
兼
業
を
承
認
す
る
基
準
と

し
て
、
副
業
や
兼
業
を
行
う
会
社
が
競
業
企
業
で
あ

る
か
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
副
業
や
兼
業

の
許
可
前
に
は
、
こ
の
こ
と
を
面
談
に
よ
っ
て
把
握

す
る
機
会
を
設
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
秘
密
保
持
義
務
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則

な
ど
に
定
め
ら
れ
て
い
る
企
業
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
副
業
お
よ
び
兼
業
先
の
企
業
に
お
い
て
も

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
注
意
喚
起
を
し
た
り
、
秘
密
保
持
義
務
お
よ
び

競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
誓
約
書
な
ど
を
改
め
て
取

得
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
短
い
業
務
を
複
数
行

う
場
合
に
は
、
雇
用
保
険
な
ど
の
適
用
が
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
は
65
歳
以
上

の
労
働
者
本
人
の
申
出
に
よ
り
、
二
つ
以
上
の
事
業

所
の
労
働
時
間
を
合
算
し
て
雇
用
保
険
を
適
用
す
る

制
度
が
運
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
社
会
保
険
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
事
業
所
で
い
ず
れ
も
被
保
険
者
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
事
業
所
を
管
轄

す
る
年
金
事
務
所
お
よ
び
医
療
保
険
者
を
選
択
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
、
各
事
業
主
は
報
酬
の
額
に
よ
り
按

分
し
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
副

業
の
承
認
の
際
に
労
働
者
に
副
業
先
の
所
定
労
働
時

間
や
管
轄
の
選
択
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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第
６
回
目
に
取
り
上
げ
る
の
は「
人
事
評
価
」で
す
。

お
そ
ら
く
、
人
事
関
連
の
用
語
の
な
か
で
も
っ
と
も
浸

透
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
、

定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
き
、
優
劣
を
判
定
す
る
こ
と

で
す
。
会
社
が
人
事
評
価
を
仕
組
み
化
す
る
場
合
、
業

務
上
の
成
果
や
本
人
の
能
力
、仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
、

日
常
行
動
な
ど
の
「
評
価
項
目
」
別
に
基
準
を
定
め
、

判
定
し
ま
す
。
そ
の
評
価
の
結
果
を
昇
給
や
賞
与
、
昇

格
・
昇
進
（
俗
に
い
う
〝
出
世
〞）
な
ど
の
処
遇
変
更

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

高
齢
者
雇
用
に
お
い
て
は
、
特
に
継
続
雇
用
・
再
雇

用
の
場
合
は
１
年
間
と
い
う
短
期
的
な
契
約
が
多
い
た

め
、
こ
れ
ま
で
は
人
事
評
価
を
実
施
し
な
い
の
が
主
流

で
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
60
歳
以
降
の
社
員
に
対

し
て
も
50
％
以
上
の
会
社
が
人
事
評
価
を
実
施
ま
た
は

実
施
検
討
中
で
あ
り
、
う
ち
60
％
程
度
の
会
社
が
報
酬

改
定
に
活
用
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
（
労
働
政
策

研
究・研
修
機
構
『
高
年
齢
者
の
雇
用
に
関
す
る
調
査
』

２
０
２
０
年
）。
高
齢
者
の
活
躍
推
進
に
あ
た
り
、
人
事

評
価
の
正
し
い
理
解
と
運
用
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

絶
対
評
価
と
相
対
評
価

こ
こ
か
ら
は
、
人
事
評
価
を
運
用
す
る
う
え
で
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
点
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。ま
ず
、

必
ず
押
さ
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、「
絶
対

評
価
」
と
「
相
対
評
価
」
の
違
い
で
す
。

絶
対
評
価
と
は
、
定
め
ら
れ
た
基
準
に
対
し
て
の
達

成
度
合
い
で
優
劣
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

半
年
間
で
５
千
万
円
の
売
上
げ
を
達
成
す
る
こ
と
が
Ａ

さ
ん
の
目
標
の
場
合
、
５
千
万
円
の
売
上
げ
が
あ
れ
ば

標
準
、
６
千
万
円
な
ら
優
秀
、
４
千
万
円
な
ら
劣
っ
た

評
価
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
相
対
評
価
と
は
、
比
較
に

よ
っ
て
優
劣
を
判
定
す
る
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
例
で

あ
れ
ば
、Ａ
さ
ん
に
５
千
万
円
の
売
上
げ
が
あ
っ
て
も
、

Ｂ
さ
ん
が
７
千
万
円
、Ｃ
さ
ん
が
１
億
円
だ
っ
た
場
合
、

Ａ
さ
ん
は
も
っ
と
も
劣
っ
た
評
価
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
絶
対
評
価
で
評
価
す
べ
き
で

す
ね
と
い
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
そ
う
単
純
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
、評
価
さ
れ
る
側
（
被
評
価
者
）

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
客
観
性
と
い
っ
た
面
を
考
慮
す

る
と
絶
対
評
価
の
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
が
、
処
遇
変
更

の
判
断
に
使
う
場
合
は
、
絶
対
評
価
だ
け
で
は
運
用
し

き
れ
な
い
部
分
が
出
て
き
ま
す
。
先
ほ
ど
〝
出
世
〞
と

書
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
課
長
↓
部
長
↓
役
員
↓
社
長
に
な
る
に
つ
れ
、

人
数
と
し
て
は
絞
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
絶
対
評
価
が
よ
い
の
で
、社
長
が
５
名
い
ま
す
」、

と
い
う
会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
、
比
較
し
て

だ
れ
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
判
断
が
必
ず

出
て
き
ま
す
。
人
件
費
の
面
で
も
同
じ
で
す
。
絶
対
評

価
が
全
社
員
よ
く
て
も
、
社
員
を
比
較
し
て
優
秀
な
順

「人事評価」第6回
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に
配
分
し
な
い
と
昇
給
予
算
に
収
ま
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
定
員
を
意
識
す
べ
き
場
合
は

相
対
評
価
と
す
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
導
入
の
目
的
は
、
人
材
育
成
と
処
遇

の
決
定
（「
査
定
」
と
も
い
い
ま
す
）
と
よ
く
い
わ
れ
ま

す
。
人
材
育
成
に
は
、
基
準
に
対
し
て
で
き
た
点
と
改

善
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
本
人
と
話
し
合
う
の
が
有
効

で
す
。
し
か
し
、
処
遇
に
結
び
つ
け
る
際
に
は
、
実
務

上
定
員
を
意
識
し
て
相
対
評
価
で
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

定
量
評
価
と
定
性
評
価

「
定
量
評
価
」
と
「
定
性
評
価
」
に
つ
い
て
も
、
特

徴
を
押
さ
え
て
う
ま
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
、
人
事
評

価
の
運
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。定
量
評
価
は
、

判
定
の
基
準
を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。
先
ほ
ど
述
べ

た
目
標
５
千
万
円
の
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
５
千
万
円
に

対
し
て
ど
の
程
度
超
え
た
か
、
足
り
な
か
っ
た
か
で
評

価
が
決
ま
り
ま
す
。

一
方
で
定
性
評
価
は
、
数
値
で
判
断
で
き
な
い
貢
献

や
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
と
も
に
売
上
げ
５
千
万
円
の

場
合
は
、
定
量
評
価
で
は
標
準
評
価
と
な
り
ま
す
が
、

商
圏
の
難
易
度
と
い
う
定
性
評
価
も
加
味
す
る
と
、
難

易
度
が
低
い
Ａ
さ
ん
よ
り
も
、
高
い
Ｂ
さ
ん
の
方
が
高

評
価
と
な
り
ま
す
。

仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
、
定
量
評
価
と
定
性
評
価
の

向
き
不
向
き
が
あ
り
ま
す
。
営
業
職
の
場
合
は
売
上
げ

や
利
益
の
数
値
目
標
の
達
成
が
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

る
た
め
、
数
値
に
よ
る
評
価
が
容
易
で
す
。
一
方
で
、

人
事
担
当
や
事
務
職
に
は
む
ず
か
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
社
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
獲
得
が
採
用
上

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
用
者
数

で
評
価
す
る
こ
と
が
前
面
に
出
る
と
、
自
社
に
は
向
か

な
い
人
材
ま
で
採
用
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
し
ま

い
、
本
来
の
目
的
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
事
務
処
理
を
ミ
ス
な
く
期
日
通
り
に
行

う
業
務
に
従
事
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
そ
も
そ
も
判
定

の
基
準
を
数
値
化
し
に
く
い
仕
事
は
実
際
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
客
観
性
の
み
を
重
視
し
て
無

理
に
定
量
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
目
ざ
し
て
ほ
し
い

状
態
や
行
動
を
評
価
者
と
被
評
価
者
で
よ
く
話
し
合

い
、
合
意
し
て
、
定
性
的
に
評
価
し
て
い
く
の
が
望
ま

し
い
と
い
え
ま
す
。

人
事
評
価
は
と
て
も
む
ず
か
し
い

概
念
的
な
整
理
よ
り
も
む
ず
か
し
い
の
が
、
実
際
の

人
事
評
価
運
用
で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
処
遇
に
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
被
評
価
者
の
納
得
度
の
高
い
人
事

評
価
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
追
求
し
て
も
完
成

形
が
あ
り
ま
せ
ん
。
二
つ
の
主
な
理
由
が
あ
る
と
筆
者

は
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
仕
事
や
環
境
、
保
有
し
て
い
る
能
力
の
な
か

で
、統
一
の
基
準
で
の
評
価
は
困
難
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
根
本
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
人
が
人
を

評
価
す
る
の
は
そ
も
そ
も
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
評
価
が
厳
し
い
・
甘
い
な
ど
の
評
価
の
傾
向
は
、

人
の
価
値
観
や
性
格
の
影
響
か
ら
免
れ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
し
、
日
ご
ろ
の
評
価
者
・
被
評
価
者
の
関
係

性
が
良
好
で
な
い
場
合
は
、
評
価
者
が
ど
ん
な
に
客
観

性
に
配
慮
し
て
評
価
し
よ
う
と
も
、
被
評
価
者
か
ら
す

る
と
評
価
者
へ
の
不
満
が
評
価
そ
の
も
の
の
納
得
度
の

低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

高
齢
者
雇
用
に
お
い
て
も
同
様
で
、
元
の
部
下
が
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
評
価
す
る

側
と
さ
れ
る
側
の
立
場
が
逆
転
し
ま
す
。
そ
の
状
況
に

高
齢
者
側
は
抵
抗
感
を
持
ち
、
評
価
す
る
側
は
や
り
に

く
さ
が
あ
る
と
い
う
話
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
一
人
の
上
司
が
評
価
を
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、
複
数
の
評
価
者
の
合
議
で
評
価
を
決
定
す
る
、

客
観
的
判
断
が
し
や
す
い
定
量
評
価
中
心
と
す
る
、
評

価
者
訓
練
な
ど
で
評
価
者
・
被
評
価
者
の
両
者
に
定
期

的
に
意
識
づ
け
を
す
る
な
ど
、
お
互
い
が
受
け
入
れ
や

す
い
状
況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆　
　
☆

次
回
は
、
今
回
〝
出
世
〞
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た

「
昇
格
・
昇
進
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
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は
じ
め
に

1先
行
き
の
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍か

へ
の
対
応
で
、

「
高
齢
者
の
就
業
促
進
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
声

も
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
動
向
に
か
か
わ

ら
ず
高
齢
化
は
進
展
し
続
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
コ

ロ
ナ
収
束
後
の
「
新
し
い
日
常
」
に
お
い
て
も
、
高
齢

者
の
就
業
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
、高
齢
化
の
進
展
は
、程
度
の
差
は
あ
れ
、

先
進
国
共
通
の
現
象
で
す
。
で
は
、
欧
米
で
は
高
齢
者

就
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
変
化
や
対
応
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
以
下
で
は
、こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

さ
す
が
に
、
欧
米
の
こ
と
な
ら
何
で
も
あ
り
が
た
が
る

と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
な
る
環
境
で
の

対
応
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
す
。

高
齢
化
の
進
展
と
高
齢
者
の
就
業

2よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
高
齢
化
率（
65

歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

こ
ろ
ま
で
は
ほ
か
の
先
進
諸
国
よ
り
低
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
急
激
に
そ
の
割
合
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
０
０
年
に
は
ほ
か
の
先
進
諸
国
を
上
回
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
※1
。

他
方
、
ほ
か
の
先
進
諸
国
で
も
、
実
は
日
本
ほ
ど
急
激

で
は
な
い
も
の
の
、
継
続
的
に
高
齢
化
は
進
展
し
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
が
た
だ
ち
に
高
齢
労
働
力
の
増
加
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
者
の
間
に
は
、
労
働
力
に
な

る
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を

示
す
デ
ー
タ
が
、
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人

口
の
割
合
を
示
す
「
労
働
力
率
」
と
い
う
指
標
で
す
。

そ
の
労
働
力
率
を
、
60
〜
64
歳
と
65
〜
69
歳
の
男
性
に

限
定
し
て
示
し
た
も
の
が
、図
表
１
で
す
。性
別
に
よ
っ

て
労
働
力
率
の
水
準
が
異
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
に
限

定
し
た
ほ
う
が
そ
の
変
化
が
見
や
す
く
な
る
の
で
、
こ

こ
で
は
そ
の
水
準
が
高
い
男
性
に
限
定
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
図
表
も
、
日
本
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
高
齢
者
の
就
業
意
欲
が
高
い
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
再
確
認
で
き
る
結
果
で

す
。
こ
の
よ
う
な
国
ご
と
の
水
準
の
違
い
と
と
も
に
、

多
く
の
国
に
類
似
し
た
パ
タ
ー
ン
も
見
出
せ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
１
９
８
０
年
こ
ろ
か
ら
１
９
９
０
年
代
に
向

か
っ
て
労
働
力
率
が
低
下
す
る
一
方
、
２
０
０
０
年
こ

ろ
か
ら
反
転
し
上
昇
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
示
す
の
は
、
何
が
影
響
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
、
就
業
側
の
行
動
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
が
、
高
齢
期
の
生
活
を
支
え

 欧米における
高齢者就業とブリッジ・ジョブ
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特別寄稿 1 欧米における高齢者就業とブリッジ・ジョブ

は
じ
め
に

1先
行
き
の
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍か

へ
の
対
応
で
、

「
高
齢
者
の
就
業
促
進
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
声

も
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
動
向
に
か
か
わ

ら
ず
高
齢
化
は
進
展
し
続
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
コ

ロ
ナ
収
束
後
の
「
新
し
い
日
常
」
に
お
い
て
も
、
高
齢

者
の
就
業
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
、高
齢
化
の
進
展
は
、程
度
の
差
は
あ
れ
、

先
進
国
共
通
の
現
象
で
す
。
で
は
、
欧
米
で
は
高
齢
者

就
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
変
化
や
対
応
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
以
下
で
は
、こ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

さ
す
が
に
、
欧
米
の
こ
と
な
ら
何
で
も
あ
り
が
た
が
る

と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
な
る
環
境
で
の

対
応
を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
す
。

高
齢
化
の
進
展
と
高
齢
者
の
就
業

2よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
高
齢
化
率（
65

歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

こ
ろ
ま
で
は
ほ
か
の
先
進
諸
国
よ
り
低
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
急
激
に
そ
の
割
合
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
０
０
年
に
は
ほ
か
の
先
進
諸
国
を
上
回
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
※1
。

他
方
、
ほ
か
の
先
進
諸
国
で
も
、
実
は
日
本
ほ
ど
急
激

で
は
な
い
も
の
の
、
継
続
的
に
高
齢
化
は
進
展
し
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
が
た
だ
ち
に
高
齢
労
働
力
の
増
加
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
者
の
間
に
は
、
労
働
力
に
な

る
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を

示
す
デ
ー
タ
が
、
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人

口
の
割
合
を
示
す
「
労
働
力
率
」
と
い
う
指
標
で
す
。

そ
の
労
働
力
率
を
、
60
〜
64
歳
と
65
〜
69
歳
の
男
性
に

限
定
し
て
示
し
た
も
の
が
、図
表
１
で
す
。性
別
に
よ
っ

て
労
働
力
率
の
水
準
が
異
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
に
限

定
し
た
ほ
う
が
そ
の
変
化
が
見
や
す
く
な
る
の
で
、
こ

こ
で
は
そ
の
水
準
が
高
い
男
性
に
限
定
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
図
表
も
、
日
本
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
高
齢
者
の
就
業
意
欲
が
高
い
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
再
確
認
で
き
る
結
果
で

す
。
こ
の
よ
う
な
国
ご
と
の
水
準
の
違
い
と
と
も
に
、

多
く
の
国
に
類
似
し
た
パ
タ
ー
ン
も
見
出
せ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
１
９
８
０
年
こ
ろ
か
ら
１
９
９
０
年
代
に
向

か
っ
て
労
働
力
率
が
低
下
す
る
一
方
、
２
０
０
０
年
こ

ろ
か
ら
反
転
し
上
昇
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
示
す
の
は
、
何
が
影
響
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
、
就
業
側
の
行
動
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
が
、
高
齢
期
の
生
活
を
支
え

る
「
年
金
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
金
額
や
支
給
開

始
年
齢
な
ど
が
高
齢
者
の
就
業
行
動
に
影
響
を
与
え
る

と
い
う
想
定
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
雇
う
側
の
行
動
に

影
響
を
与
え
る「
定
年
制
」が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

定
年
延
長
や
定
年
後
の
継
続
雇
用
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、想
定
し
や
す
い
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
の
期
間
の
年
金
制
度
の
変
化
と
、

定
年
制
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

年
金
制
度
の
変
化

3（
１
）
１
９
９
０
年
代
ま
で

年
金
は
、
高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
な
る
も
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
社
会
経
済
的
な
動
向

に
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
実
は
１
９
７
０
年
代
か

ら
１
９
９
０
年
代
に
か
け
て
、
欧
米
諸
国
で
は
、
失
業

率
、
と
り
わ
け
若
年
者
の
高
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
労
働
市
場
か
ら
の
早

期
引
退
を
意
図
し
た
政
策
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
労
働
供
給
量
を
減
ら
し
失
業
を
減
少
さ
せ
、

ま
た
空
席
と
な
っ
た
仕
事
に
若
年
者
が
就
く
こ
と
に
よ

る
若
年
者
の
就
業
促
進
を
ね
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
高
齢
者
の
引
退
促
進
の
た
め
に
、（
老
齢
）
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
を
早
め
る
な
ど
の
政
策
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
（
清
家
ほ
か 

２
０
０
５
）。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
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60～64歳

65～69歳

フランス ドイツ 日本 イギリス アメリカ

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 （年）

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 （年）

出典：OECD.Stat のデータをもとに、筆者作成

注：日本の65～ 69歳は、総務省「労働力調査」のデータで一部補填

図表1　 各国の労働力率の推移（男性）
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フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
実
行
し
た
代
表

的
な
国
の
一
つ
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
は
、
当
初
65
歳
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年

代
初
頭
に
60
歳
以
上
の
失
業
者
に
所
得
補
償
を
す
る
こ

と
で
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
以
前
に
早
期
引
退
で
き
る

よ
う
に
し
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
は
年
金
支
給

開
始
年
齢
そ
の
も
の
を
60
歳
へ
と
引
き
下
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、失
業
者
に
対
す
る
所
得
補
償
も
57
歳
か
ら
と
、

対
象
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
よ
り
早
い
時
期
か
ら
の

引
退
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
65
歳
が
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
で
し
た

が
、１
９
７
２
年
に
、条
件
が
整
え
ば
63
歳
か
ら
の
減
額

な
し
の
早
期
年
金
支
給
を
始
め
、
早
期
引
退
を
可
能
に

し
ま
し
た
。加
え
て
、障
が
い
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

れ
ば
年
金
の
支
給
条
件
を
緩
和
し
、
よ
り
早
期
の
引
退

を
可
能
に
し
ま
し
た
。ま
た
、イ
ギ
リ
ス
で
は
１
９
７
７

年
に
、
高
齢
者
に
定
額
の
手
当
を
支
給
し
て
彼
ら
の
早

期
引
退
を
う
な
が
し
、
若
年
層
へ
の
仕
事
の
移
譲
を
進

め
る
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
他
方
ア
メ
リ

カ
で
も
65
歳
支
給
の
年
金（Social Security

の
こ
と
）

の
62
歳
か
ら
の
早
期
受
給
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
年
金
制
度
な
ど
の
影
響
を

み
る
た
め
に
、11
カ
国
に
つ
い
て
分
析
し
た
研
究
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
、
前
述
の
よ
う
な
特
定
の
年
齢
で

人
々
が
引
退
す
る
確
率
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
労
働
力

率
が
低
下
す
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（G

ruber 

and W
ise 1999

）。

（
２
）
そ
の
後
の
欧
州
諸
国
の
政
策

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
欧
米
諸
国
で
は

高
齢
化
が
進
む
一
方
、
失
業
率
が
改
善
さ
れ
な
い
な
か

で
高
齢
者
の
早
期
引
退
が
進
み
、
年
金
な
ど
の
負
担
の

増
大
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
高

齢
者
の
早
期
引
退
促
進
策
が
変
更
さ
れ
、
高
齢
者
の
就

業
促
進
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
こ

の
よ
う
な
政
策
変
更
の
背
景
に
は
、
年
金
負
担
の
問
題

に
加
え
、
早
期
引
退
に
よ
る
労
働
力
減
少
が
経
済
成
長

を
抑
制
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者
の
保
有
す
る
職
業
能
力

を
企
業
が
活
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
不
利
益
が

懸
念
さ
れ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

２
０
０
６
）。

と
も
あ
れ
、
前
述
の
ド
イ
ツ
で
は
、
早
期
受
給
を
可

能
に
し
て
い
た
制
度
を
変
更
し
、
65
歳
支
給
へ
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
２
年
に
は
年
金
支
給
開
始
年

齢
そ
の
も
の
の
、
65
歳
か
ら
67
歳
へ
の
段
階
的
な
移
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
力
率
の
低
下
か
ら
増
加
へ
の
反
転

の
時
期
は
、
図
表
１
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
比
べ

る
と
遅
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

２
０
１
０
年
の
改
革
で
60
歳
か
ら
の
年
金
支
給
と
い
う

制
度
は
修
正
さ
れ
、
ま
た
満
額
の
年
金
支
給
開
始
年
齢

を
２
０
２
２
年
ま
で
に
65
歳
か
ら
67
歳
へ
、
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
、

高
齢
者
の
雇
用
促
進
に
政
策
が
転
換
さ
れ
、
前
述
し
た

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
は
２
０
４
６
年
ま
で
に
68
歳
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
65
歳

で
あ
っ
た
年
金
支
給
開
始
年
齢
を
２
０
０
３
年
か
ら
２

０
２
７
年
ま
で
の
間
に
段
階
的
に
67
歳
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
を
中
心
に
し
た
欧
米
諸
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
早
期
引
退
促
進
策
は
撤
廃
さ
れ
た
と
い

え
ま
す
。

（
３
）
国
際
機
関
の
動
向

次
に
、
国
際
機
関
の
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
治
・
経

済
統
合
体
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
（European U

nion

）
の

動
向
で
す
。
Ｅ
Ｕ
は
、そ
の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
（Euro

pean C
om

m
unities

）
時
代
の
１
９
８
２
年
に
、

高
齢
者
の
引
退
に
つ
い
て
の
理
事
会
勧
告
を
採
択
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
年
金
の
繰
上
げ
受
給
を
可
能
に

し
、
高
齢
者
の
早
期
引
退
を
う
な
が
す
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
そ
の
後
の

各
国
の
高
齢
者
就
業
に
対
す
る
方
針
変
化
と
呼
応
す
る

よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
は
２
０
０
１
年
の
雇
用
指
針
で
、「
活

力
あ
る
高
齢
化
（A

ctive A
geing

）」
と
い
う
目
標
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）。

（
２
）
そ
の
後
の
欧
州
諸
国
の
政
策

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
欧
米
諸
国
で
は

高
齢
化
が
進
む
一
方
、
失
業
率
が
改
善
さ
れ
な
い
な
か

で
高
齢
者
の
早
期
引
退
が
進
み
、
年
金
な
ど
の
負
担
の

増
大
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
高

齢
者
の
早
期
引
退
促
進
策
が
変
更
さ
れ
、
高
齢
者
の
就

業
促
進
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
こ

の
よ
う
な
政
策
変
更
の
背
景
に
は
、
年
金
負
担
の
問
題

に
加
え
、
早
期
引
退
に
よ
る
労
働
力
減
少
が
経
済
成
長

を
抑
制
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者
の
保
有
す
る
職
業
能
力

を
企
業
が
活
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
不
利
益
が

懸
念
さ
れ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

２
０
０
６
）。

と
も
あ
れ
、
前
述
の
ド
イ
ツ
で
は
、
早
期
受
給
を
可

能
に
し
て
い
た
制
度
を
変
更
し
、
65
歳
支
給
へ
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
２
年
に
は
年
金
支
給
開
始
年

齢
そ
の
も
の
の
、
65
歳
か
ら
67
歳
へ
の
段
階
的
な
移
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
力
率
の
低
下
か
ら
増
加
へ
の
反
転

の
時
期
は
、
図
表
１
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
比
べ

る
と
遅
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

２
０
１
０
年
の
改
革
で
60
歳
か
ら
の
年
金
支
給
と
い
う

制
度
は
修
正
さ
れ
、
ま
た
満
額
の
年
金
支
給
開
始
年
齢

を
２
０
２
２
年
ま
で
に
65
歳
か
ら
67
歳
へ
、
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
、

高
齢
者
の
雇
用
促
進
に
政
策
が
転
換
さ
れ
、
前
述
し
た

制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
は
２
０
４
６
年
ま
で
に
68
歳
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
65
歳

で
あ
っ
た
年
金
支
給
開
始
年
齢
を
２
０
０
３
年
か
ら
２

０
２
７
年
ま
で
の
間
に
段
階
的
に
67
歳
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
を
中
心
に
し
た
欧
米
諸
国
に
お

け
る
高
齢
者
の
早
期
引
退
促
進
策
は
撤
廃
さ
れ
た
と
い

え
ま
す
。

（
３
）
国
際
機
関
の
動
向

次
に
、
国
際
機
関
の
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
治
・
経

済
統
合
体
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
（European U

nion

）
の

動
向
で
す
。
Ｅ
Ｕ
は
、そ
の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
（Euro

pean C
om

m
unities

）
時
代
の
１
９
８
２
年
に
、

高
齢
者
の
引
退
に
つ
い
て
の
理
事
会
勧
告
を
採
択
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
年
金
の
繰
上
げ
受
給
を
可
能
に

し
、
高
齢
者
の
早
期
引
退
を
う
な
が
す
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
そ
の
後
の

各
国
の
高
齢
者
就
業
に
対
す
る
方
針
変
化
と
呼
応
す
る

よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
は
２
０
０
１
年
の
雇
用
指
針
で
、「
活

力
あ
る
高
齢
化
（A

ctive A
geing

）」
と
い
う
目
標

を
設
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
税
制
お
よ
び
（
失
業
な

ど
）
各
種
給
付
制
度
が
、
高
齢
労
働
者
の
就
労
意
欲
を

削
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
翌
２
０
０
２
年
の
雇
用
指
針
で
は
、
高

齢
者
（
55
〜
64
歳
）
の
就
業
率
を
２
０
１
０
年
ま
で
に

50
％
（
当
時
38
・
８
％
）
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標

が
設
定
さ
れ
、
ま
た
年
金
の
早
期
受
給
制
度
を
は
じ
め

と
し
た
早
期
引
退
促
進
制
度
の
廃
止
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
厚
生
労
働
省 

２
０
０
７
）。

他
方
、
別
の
国
際
機
関
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
※2
は
２
０

０
６
年
に
「
よ
り
長
く
生
き
、
よ
り
長
く
働
く
（Live 

Longer, W
ork Longer

）」
と
い
う
報
告
書
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ 

２
０
０
６
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
、

高
齢
者
の
引
退
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
就
業
へ
の

デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
と
な
っ
て
い
る
年
金
の
早

期
受
給
な
ど
を
撤
廃
し
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
を
進
め

る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
高
齢
層
の
引
退
促
進
か

ら
就
業
促
進
へ
と
い
う
逆
方
向
の
政
策
を
実
現
す
る
た

め
に
、
先
進
諸
国
は
強
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
年

金
制
度
の
変
更
を
実
施
し
て
い
て
、
国
際
機
関
は
そ
れ

に
対
す
る
支
援
や
誘
導
を
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

定
年
制
を
巡
る
政
策
と
そ
の
影
響

4他
方
、
高
齢
者
就
業
に
関
連
す
る
定
年
制
に
関
す
る

政
策
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向

Ｅ
Ｕ
は
定
年
制
に
関
し
て
も
提
言
し
て
い
ま
す
。
２

０
０
０
年
に
採
択
さ
れ
た「
一
般
雇
用
機
会
均
等
指
令
」

で
は
、
宗
教
、
信
条
、
障
が
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

と
並
ん
で
、
年
齢
に
よ
る
雇
用
や
職
業
に
関
す
る
差
別

の
禁
止
を
加
盟
各
国
に
求
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
多

く
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
て
、
定
年
制
は
法
的
適
合

性
や
合
理
性
が
あ
れ
ば
存
続
可
能
と
解
釈
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
（
櫻
庭 

２
０
１
４
）。
な
お
、
こ
こ
で
の
定

年
は
日
本
の
よ
う
に
就
業
規
則
な
ど
に
明
記
さ
れ
た
も

の
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
満
額
の
年
金
支
給
開
始
年
齢

で
退
職
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

慣
行
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
し
、
労
働
協
約
で
明

記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
は
加
盟
国
の
政
策
の
方
向

性
を
規
定
す
る
な
ど
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
関

係
で
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
、
定
年
制
の
変
更
や
修
正

を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、イ
ギ
リ
ス
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｅ
Ｕ
の
政
策
を
受
け
て
、
２
０
１
１
年

に
定
年
制
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。
他
方
ド
イ
ツ
で
は
、

年
金
支
給
開
始
年
齢
時
に
雇
用
関
係
を
終
了
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
そ
の
支
給
開
始

年
齢
は
前
述
し
た
よ
う
に
現
在
移
行
中
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
変
化
の
途
上
で
す
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
の
定
年
制
撤
廃

こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
定
年
制
の
撤
廃

や
変
更
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
は
る
か
以

前
に
そ
れ
を
実
施
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
６
７
年
と
い
う
き
わ
め
て
早
い

時
期
に
、「
雇
用
に
お
け
る
年
齢
差
別
禁
止
法
（
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ａ
）」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
40
歳
か

ら
65
歳
に
関
し
て
、
年
齢
に
よ
る
雇
用
に
お
け
る
差
別

的
な
扱
い
を
禁
じ
た
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ

の
数
年
前
の
１
９
６
４
年
に
成
立
し
た
公
民
権
法
で
、

人
種
、
宗
教
、
性
、
出
身
国
、
皮ひ

膚ふ

の
色
に
よ
る
差
別

を
禁
じ
て
い
る
の
で
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
は
そ
れ
に
年
齢
と
い

う
要
因
を
加
え
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
後
こ
の
法
律
は
、
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
が
、
１

９
７
８
年
に
70
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
９
８
６
年
に

は
そ
の
上
限
年
齢
が
撤
廃
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
定

年
制
の
廃
止
で
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
の
雇
用
に
対
す
る
影
響
の
分
析
結

果
を
探
索
し
た
川
口
（
２
０
０
３
）
は
、
高
齢
者
の
雇

用
率
を
高
め
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
こ
と
が

企
業
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
か
は
不
明
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
実
効
引
退
年
齢
の
推
移

こ
れ
ら
の
一
連
の
政
策
展
開
を
経
て
、
実
際
に
高
齢
※2　OECD……経済協力開発機構（Organisation for Economic Co-operation and Development）
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者
の
引
退
行
動
は
ど
う
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
平
均
実
効
引
退
年
齢

（Average Effective Retirem
ent Age

）
を
推

計
し
て
い
ま
す
。
平
均
実
効
引
退
年
齢
と
は
40
歳
以
上

の
就
業
者
の
う
ち
調
査
期
間
に
労
働
市
場
か
ら
引
退
し

た
人
の
平
均
年
齢
で
す
。
そ
の
平
均
年
齢
の
１
９
８
０

年
か
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が
、
図
表
２
で
す
。
こ

こ
か
ら
も
、
政
策
の
転
換
に
よ
り
１
９
９
０
年
代
半
ば

か
ら
２
０
０
０
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
高
齢
者
の
就
業

行
動
が
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
の
展
開

5（
１
）
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
と
は

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
の
就
業
が
徐
々
に
進
ん
で
き
た

先
進
諸
国
で
す
が
、
実
際
の
高
齢
者
の
就
業
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

日
本
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、「
ブ
リ
ッ
ジ・

ジ
ョ
ブ
」（Bridge Job

やBridge Em
ploym

ent

）

と
い
う
言
葉
が
、
欧
米
の
文
献
に
し
ば
し
ば
登
場
し
ま

す
。「
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
」
と
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

「
キ
ャ
リ
ア
・
ジ
ョ
ブ
（
当
人
に
と
っ
て
自
ら
の
職
業

生
活
で
最
も
重
要
な
仕
事
）」
を
経
た
後
、
労
働
市
場

か
ら
完
全
に
引
退
す
る
ま
で
の
間
に
た
ず
さ
わ
る
仕
事

の
こ
と
で
す（Ruhm

 

１
９
９
０
）。

そ
の
よ
う
な
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
に
就
く
の
は
、
退

職
し
た
高
齢
者
の
う
ち
ど
の
程
度
の
割
合
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ジ
ョ
ブ
を
辞

め
た
高
齢
者
の
65
％
と
い
う
結
果
や
、
30
％
あ
る
い
は

25
％
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
調
査
対
象
を
何
年
か
に
わ
た
っ

て
追
跡
す
る
「
パ
ネ
ル
・
デ
ー
タ
」
を
分
析
し
た
も
の

な
の
で
、
分
析
の
対
象
数
は
数
千
件
と
決
し
て
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
か
ら
全
体
の
普
及
度
を
議
論
す

る
の
は
、
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ

こ
れ
ら
の
割
合
か
ら
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
が
例
外
的

に
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
広
が
り
が
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

で
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
に
就
く
の
は
ど
の
よ
う
な

人
で
し
ょ
う
か
。
少
し
以
前
の
研
究
で
す
が
、Ruhm

（
１
９
９
０
）
は
、
１
９
６
９
年
に
58
〜
63
歳
で
あ
っ

た
職
業
経
験
の
あ
る
約
７
０
０
０
人
を
追
跡
し
た
調
査

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、キ
ャ
リ
ア・

ジ
ョ
ブ
退
職
後
に
多
く
の
人
が
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
に

就
い
て
い
る
こ
と
や
、
引
退
は
か
な
り
柔
軟
で
、
引
退

状
態
に
入
っ
た
後
、
再
就
業
す
る
人
も
少
な
く
な
い
な

ど
、
高
齢
期
の
柔
軟
な
就
業
の
特
徴
を
描
き
出
し
て
い

ま
す
。ま
た
、所
得
や
年
金
と
い
う
経
済
変
数
が
ブ
リ
ッ

ジ
・
ジ
ョ
ブ
就
業
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も

示
し
て
い
ま
す
。

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0
（％）

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 （年）

フランス ドイツ 日本 イギリス アメリカ

出典：OECD.Stat のデータをもとに、筆者作成

図表2　 平均実効引退年齢の推移（男性）
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特別寄稿 1 欧米における高齢者就業とブリッジ・ジョブ

他
方
、
高
齢
者
の
就
業
が
高
ま
り
だ
し
た
時
期
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
の
が
、Cahill

ほ
か （
２
０
１
１
）

で
す
。
彼
ら
の
分
析
で
は
、
調
査
期
間
の
間
に
労
働
市

場
か
ら
「
引
退
し
た
人
」
は
男
性
で
は
56
％
に
達
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
15
％
は
調
査
期
間
内
に
再
び

働
き
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
再
就
業
す
る
要
因

を
分
析
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
の
な
か
で
は
、
確
定

拠
出
型
の
企
業
年
金
の
人
が
そ
う
な
り
や
す
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。
年
金
受
給
金
額
が
確
定
し
て
い
な

い
確
定
拠
出
型
の
場
合
は
、
年
金
収
入
が
不
安
定
に
な

り
そ
れ
が
再
就
業
を
う
な
が
し
て
い
る
と
、
彼
ら
は
推

測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、D

ingem
ans

ほ
か
（
２
０

１
６
）
は
、
２
０
０
１
年
時
点
で
50
歳
以
上
で
あ
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
の
就
業
者
を
追
跡
し
た
調
査
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
研
究
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た
人
口
学
的
・
社
会
経
済
的
要

因
（
性
、
健
康
状
態
、
金
銭
的
要
因
、
マ
ク
ロ
経
済
状

況
な
ど
）、
社
会
学
的
要
因
（
婚
姻
、
家
族
関
係
な
ど
）

に
加
え
て
、
心
理
社
会
的
要
因
（
退
職
後
の
仕
事
に
対

す
る
関
与
・
愛
着
、
労
働
市
場
の
就
業
機
会
に
対
す
る

認
知
な
ど
）
も
説
明
変
数
と
し
て
い
る
点
で
す
。

（
２
）
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
研
究
の
方
向
性

こ
の
よ
う
な
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
の
研
究
は
進
展
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
研
究

が
展
開
す
る
で
し
ょ
う
か
。

Z
han

ほ
か
（
２
０
１
５
）
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ

ブ
に
は
四
つ
の
論
点
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第

一
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
の
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
で
す
。
上
記
の
い
く
つ
か
は
、
こ
の
論
点
の

成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
第
二
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発

手
段
と
し
て
の
ブ
リ
ッ
ジ・ジ
ョ
ブ
と
い
う
論
点
で
す
。

具
体
的
に
は
、
自
ら
が
自
営
業
主
と
し
て
活
躍
す
る
な

ど
の
た
め
、
あ
る
い
は
次
世
代
人
材
の
育
成
へ
貢
献
す

る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
や
経
験
を
獲
得
す
る
機
会
と

し
て
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
を
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
第
三
は
、
引
退
へ
の
調
整
過
程
と
し
て
の
ブ
リ
ッ

ジ
・
ジ
ョ
ブ
で
す
。
意
欲
や
態
度
が
キ
ャ
リ
ア
・
ジ
ョ

ブ
の
と
き
と
比
べ
る
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
労
働
市
場
か
ら
の
引
退
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
な
ど
の
論
点
で
す
。
そ
し
て
第
四

は
、
人
的
資
源
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
の
ブ
リ
ッ
ジ
・

ジ
ョ
ブ
で
す
。
こ
れ
は
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
で
の

人
材
確
保
の
た
め
に
、
高
齢
層
に
対
す
る
処
遇
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
論
点
で
す
。
ブ
リ
ッ
ジ
・
ジ
ョ
ブ
の
分

析
に
は
、
幅
広
い
観
点
か
ら
の
接
近
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
65
歳
以
降
の
高
齢
層
の
就
業
促
進
が
議

論
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
就
業
と
引
退
の
間
を
柔
軟

に
揺
れ
動
く
高
齢
者
の
就
業
動
向
を
分
析
す
る
ブ
リ
ッ

ジ
・
ジ
ョ
ブ
の
考
え
方
や
分
析
枠
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
高
齢
者
就
業
を
考
え
る
際
に
有
力
な
ヒ
ン
ト

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
付
記
：
本
稿
は
、
永
野
（
２
０
１
９
）
を
一
般
向
け

に
書
き
直
し
た
も
の
で
す
。
参
考
文
献
等
を
含
め
、
詳

し
く
は
永
野
（
２
０
１
９
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
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は
じ
め
に

1新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ

ロ
ナ
」）
の
流
行
拡
大
を
受
け
て
、各
事
業
場
で
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
接
す
る
可
能
性
を
小
さ
く
す
る
た
め
に

時
差
出
勤
や
在
宅
勤
務
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
、

い
わ
ゆ
る
三
密
を
避
け
る
よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
と

い
っ
た
感
染
防
止
対
策
を
行
う
職
場
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
業
務
環
境
に
置
か

れ
、
流
行
の
終
息
が
見
え
な
い
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
高
齢
者
に
重
症
化
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
高
齢
社
員
へ
の
対
応
」
を
念
頭
に
、
職
場
で
共
有
す
べ

き
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
に
触
れ
た
う

え
で
、
職
場
で
実
践
可
能
な
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
基
礎
知
識

2新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
、テ
レ
ビ
、新
聞
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
膨
大
な
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
策
を
行
う
際
に
必
要
な
基
本

的
な
事
柄
は
強
調
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
高
齢
社
員
へ
の

対
策
を
考
え
る
前
に
ざ
っ
と
お
さ
ら
い
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
症
状
の
な
い
人
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
は
う
つ
る
！

覚
え
て
お
き
た
い
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
徴
は
、
人
体
に

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
「
感
染
」
と
、
発
熱
や
咳
な
ど

を
生
じ
る
「
発
病
」
が
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
点
で
す
。

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
か
ら
２
０
０
３
年
に
中
国

広か
ん

東と
ん

省
、
香
港
、
ア
ジ
ア
や
カ
ナ
ダ
で
流
行
し
た
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓサ

ー

ズ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や
２
０
１
２
年
に

ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
発
生
し
、
２
０
１
５
年
に
韓
国
で

も
流
行
し
た
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍマ

ー

ズ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
も
当

時
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
し
た
。
と
も
に
感
染
す
る
と
発
病

し
、
重
症
化
す
る
確
率
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
よ
り
中
国
湖こ

北ほ
く

省
武ぶ

漢か
ん

市
か
ら
流
行
が
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
発
病
し
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
感
染
が

確
認
さ
れ
た
人
の
10
倍
か
ら
20
倍
に
も
お
よ
ぶ
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
※1
。

仮
に
東
京
都
で
〝
本
日
は
１
０
０
人
の
感
染
者
が
報

株
式
会
社
健
康
企
業 

代
表
・
医
師
　
亀
田 

高
志

特別寄稿

2
高
齢
社
員
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

※1　 Seroprevalence of SARS-CoV-2‒Specific Antibodies Among Adults in Los Angeles 
County, California, on April 10-11, 2020　Neeraj Sood, PhD; Paul Simon, MD; Peggy 
Ebner, BA; et al., JAMA.  2020;323(23):2425-2427. doi:10.1001/jama.2020.8279 
(JAMA Network, Research Letter, May 18, 2020)　https://jamanetwork.com/journals/
jama/fullarticle/2766367 など

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
私
た
ち
の
仕
事
や
生
活
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
変
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者
が
感
染
し
た
場
合
は
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、高
齢
社
員
が
働
く
職
場
で
は
、徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、亀
田
高
志
先
生
に
、

現
在
判
明
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実
態
と
と
も
に
、
高
齢
社
員
を
は
じ
め
と
し
た
職
場
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
編
集
部
）。
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特別寄稿 2 高齢社員に対する新型コロナ対策

は
じ
め
に

1新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、「
新
型
コ

ロ
ナ
」）
の
流
行
拡
大
を
受
け
て
、各
事
業
場
で
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
接
す
る
可
能
性
を
小
さ
く
す
る
た
め
に

時
差
出
勤
や
在
宅
勤
務
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
、

い
わ
ゆ
る
三
密
を
避
け
る
よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
と

い
っ
た
感
染
防
止
対
策
を
行
う
職
場
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
業
務
環
境
に
置
か

れ
、
流
行
の
終
息
が
見
え
な
い
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
高
齢
者
に
重
症
化
の
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

告
さ
れ
た
〞
と
い
う
報
道
を
見
た
ら
、
千
人
か
ら
２
千

人
が
感
染
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

医
学
的
に
は
感
染
し
て
も
症
状
が
出
な
い
場
合
を

「
不ふ

顕け
ん

性せ
い

感
染
」
と
呼
び
、
そ
う
し
た
状
態
か
ら
ほ
か

の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
人
を「
無む

症し
ょ
う

候こ
う

性せ
い

キ
ャ
リ
ア
」

と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
人
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
全
国
各
地
で
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
が
励

行
さ
れ
、互
い
の
距
離
を
保
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
が
保
た
れ
た
結
果
、
い
ま
の
と
こ
ろ
季
節
性
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
は
低
く
抑
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
発
病
す
る
の
と

同
時
か
そ
れ
以
降
に
ほ
か
の
人
に
う
つ
す
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
常
的
に
罹か

か

る
風
邪
で
も
同
じ
よ
う
な
理

解
を
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
り
熱
や
咳
な
ど
を
と

も
な
う
発
病
の
２
日
前
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
、
特

に
前
日
の
感
染
力
が
最
も
強
い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
※2
。
も
ち
ろ
ん
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
で
新
型

コ
ロ
ナ
と
診
断
さ
れ
、
肺
炎
を
と
も
な
っ
て
い
る
場
合

に
も
患
者
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
続
け
ま
す
。

つ
ま
り
、
読
者
の
方
も
ご
自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
て
い
な
く
と
も
、
ほ
か
の
人
に
う
つ
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
あ
る
い
は
元
気
そ

う
に
見
え
る
人
か
ら
も
何
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
う
つ
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
疑
心
暗
鬼
に
な
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
症
状
の
な
い
人
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ

は
う
つ
る
」
と
い
う
こ
と
を
職
場
内
で
共
有
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
の
症
状
は
重
い
こ
と
が
多
い

こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
や
執
筆
、
出
版
※3
を
行
い
、
新
聞
な
ど
の
取
材

や
職
場
の
対
策
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
も
受
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
感
染
し
て
発
病
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
経
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
診
断
さ
れ
、
自
宅
や
ホ
テ
ル
で

の
療
養
や
入
院
を
経
験
し
た
方
々
の
お
話
を
う
か
が
う

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

巷
で
は
「
コ
ロ
ナ
風
邪
」
と
呼
ん
で
軽
症
で
あ
る
と

強
調
し
、
全
国
で
毎
日
、
数
百
人
以
上
の
感
染
者
数
の

報
告
が
あ
っ
て
も
経
済
活
動
優
先
と
い
う
向
き
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
〝
風
邪

ど
こ
ろ
か
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
か
な
り

症
状
が
重
い
〞
印
象
が
あ
り
ま
す
。

持
病
も
な
く
、
健
康
体
を
誇
っ
て
い
た
人
で
も
発
熱

な
ど
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
、
肺
炎
の
進
行
と
と
も
に

血
液
中
の
酸
素
濃
度
が
下
が
っ
て
酸
素
吸
入
を
要
し
、

さ
ら
に
は
重
症
化
し
て
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
な
け
れ

ば
生
命
を
維
持
で
き
な
い
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

回
復
し
て
も
、
息
苦
し
さ
や
頭
痛
、
全
身
の
痛
み
、

味
や
に
お
い
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
後
遺
症
が
残
る
人

が
か
な
り
い
ま
す
。
60
歳
な
い
し
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
は
重
症
化
し
や
す
く
、
ベ
ッ
ド
上
で
安
静
を
保
つ
期

間
が
長
期
化
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
全
身
の
筋
肉
が
衰

え
、
体
重
も
減
っ
て
し
ま
い
、
日
常
的
な
動
作
す
ら
む

ず
か
し
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
。
日
常
生
活
や

職
業
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
た
い
へ
ん
な
思
い
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

〝「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
の
か
け
声
で
自
粛
す
る
こ
と
に

飽
き
た
〞
と
か
、〝
我が

慢ま
ん

し
て
き
た
か
ら
旅
行
ぐ
ら
い

し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
〞
と
口
に
す
る
前
に
、
家
族
な
ど

の
大
切
な
人
の
た
め
に
、
な
る
べ
く
感
染
し
な
い
よ
う

に
自
衛
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

新
型
コ
ロ
ナ
と
診
断
す
る
に
は
、
有
名
に
な
っ
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
須
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
患
者
さ
ん
を
確
実
に
判
定
す
る
能
力
は
７
割
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。見
方
を
変
え
る
と
、３
割
の
人
は

正
し
く
判
定
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
れ
を
専
門
的
に
は

「
感か

ん

度ど

」
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
限
界
以
外
で
も
、
検

査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
無
症
状
や
軽
症
の
経
過
で
は
７
日
か
ら
10

日
で
ほ
か
の
人
へ
の
感
染
力
が
小
さ
く
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
※4
。疑
わ
し
く
て
も
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
す

ぎ
る
と
正
し
く
診
断
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
３

月
以
降
に
感
染
者
数
が
急
増
し
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
た
こ
ろ
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
管
理
す
る
保
健
所
な
※2　 Temporal dynamics in viral shedding and transmissibility of COVID-19　Nature>nature medicine>brief communications　https://www.nature.com/

articles/s41591-020-0869-5
※3　今月号の「Books」（56頁）で亀田先生の『図解 新型コロナウイルス メンタルヘルス対策』をご紹介しています
※4　厚生労働省『新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き　第3版（9月4日）』 1. 病原体・疫学　2. 伝播様式 【潜伏期・感染可能期間】
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ど
が
ひ
っ
迫
し
、発
熱
が
続
い
て
も
な
か
な
か
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
も
ら
え
な
い
人
が
多
数
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。

各
方
面
の
努
力
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
能
力
は

拡
充
さ
れ
、
夏
以
降
は
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
の

判
断
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
や
す
く
は
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
秋
冬
に
は
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
の
流

行
が
拡
大
し
て
、
症
状
が
あ
る
の
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
ら
れ
な
い
人
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院

の
外
来
で
の
迅
速
検
査
で
Ａ
型
、
Ｂ
型
の
判
定
を
簡
便

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。同
じ
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

で
も
抗
原
検
査
※5
と
い
う
方
法
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
抗
原
検
査
で
も
感
度
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
同
等
か
そ
れ
に
若
干
劣
る
レ
ベ
ル
で
す
※6
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抗
体

と
呼
ば
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
を
つ
く
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
排

除
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
場
合
に
は
こ
の
抗
体
は
数

カ
月
で
消
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
血
液

検
査
で
こ
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
で
調
べ
る
の
は
、
そ

の
検
査
を
行
っ
た
時
点
で
の
感
染
の
有
無
に
す
ぎ
ず
、

鼻
の
奥
や
喉
、
唾
液
か
ら
検
体
を
採
取
し
た
際
の
感
染

を
調
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。「
陰
性
＝
感
染
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
も
、
翌
日
か
ら
数
日
後
、

次
の
週
以
降
も
感
染
し
て
い
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
抗
体
検
査
も
、
比
較
的
最
近
に
感
染
し
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
抗
体
が
あ
る
か
ら
二
度

と
感
染
し
な
い
と
い
う
根
拠
も
い
ま
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
も
特
効
薬
も
先
の
こ
と

本
稿
執
筆
時
点
（
9
月
中
旬
）
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
患
者
数
は
世
界
で
約
３
千
万
人
、
死
亡

し
た
人
は
約
93
万
人
に
及
び
、
国
内
で
も
患
者
数
約
７

万
６
千
人
、
死
者
１
４
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
甚

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
、
重

症
化
の
防
止
に
役
立
つ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
即
効
性
の
あ
る
特
効
薬
に
も
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
日
本
政
府
が
欧

米
製
薬
企
業
と
供
給
の
契
約
を
結
ん
だ
と
い
う
報
道
も

あ
り
、
そ
の
う
ち
打
て
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
に
見
て
い

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
で
は
接
種
後
に
新

型
コ
ロ
ナ
に
罹
り
に
く
く
、
重
症
者
も
減
り
、
死
亡
す

る
確
率
も
小
さ
く
な
っ
た
効
果
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、健
常
な
人
に
打
つ
の
で
す
か
ら
、

重
大
な
副
作
用
が
１
万
人
に
１
件
し
か
な
く
て
も
許
容

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
で
仮
に
５
千
万
人
が
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
後
に
５
千
人
も
の
人
に
被
害
が
出
る
な
ら
、

そ
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
は
そ
の
意
図
か
ら
楽
観
的
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
接
種
後
の
長
期
間
の
効
果
と
安
全
性
の
確
認

を
経
て
、
量
産
し
て
流
通
さ
せ
、
国
民
全
体
が
医
療
機

関
で
接
種
し
て
も
ら
え
る
の
は
、
早
く
と
も
２
０
２
１

年
後
半
か
ら
末
以
降
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
実
践

3以
上
の
事
柄
を
各
職
場
で
経
営
者
や
責
任
者
、
担
当

者
か
ら
す
べ
て
の
社
員
に
ぜ
ひ
、共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
う
え
で
対
策
を
行
う
目
的
を

　
「
社
員
の
感
染
と
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
」

で
あ
る
と
明
示
し
、
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に〝
だ
れ
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
〞

を
常
識
と
し
て
、「
患
者
と
な
っ
た
人
も
受
け
入
れ
、

支
援
す
る
こ
と
」
を
発
信
し
、
そ
の
う
え
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
方
針
」
を

改
め
て
示
す
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

①
社
員
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
人
の
多
く
は
〝
ど
こ
で
だ
れ

か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
っ
た
か
、
覚
え
が
な
い
〞
と
い

い
ま
す
。
症
状
が
な
い
人
や
発
病
す
る
前
で
も
う
つ
し

て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、致
し
方
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
も
特
効
薬
も
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
か
ら
、
感
染
す
る
可
能
性
を
徹
底
し
て
小
さ
く
す
る

こ
と
に
努
め
る
の
が
最
良
の
手
段
で
す
。
例
え
ば
、
満

員
電
車
や
バ
ス
に
乗
ら
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
時
差
通
※5　抗原検査…… その時点の感染の有無を調べる、ウイルス特有のたんぱく質（抗原）を検知する検査方法。過去の感染歴を確認する、抗原を除去する免疫

反応でつくられた「抗体」を検出する「抗体検査」もある
※6　厚生労働省『新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き　第3版（9月4日）』 3. 症例定義・診断・届出 2. 病原体診断　2. 抗原検査
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特別寄稿 2 高齢社員に対する新型コロナ対策

ど
が
ひ
っ
迫
し
、発
熱
が
続
い
て
も
な
か
な
か
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
も
ら
え
な
い
人
が
多
数
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。

各
方
面
の
努
力
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
能
力
は

拡
充
さ
れ
、
夏
以
降
は
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
の

判
断
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
や
す
く
は
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
秋
冬
に
は
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
の
流

行
が
拡
大
し
て
、
症
状
が
あ
る
の
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
ら
れ
な
い
人
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院

の
外
来
で
の
迅
速
検
査
で
Ａ
型
、
Ｂ
型
の
判
定
を
簡
便

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。同
じ
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

で
も
抗
原
検
査
※5
と
い
う
方
法
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
抗
原
検
査
で
も
感
度
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
同
等
か
そ
れ
に
若
干
劣
る
レ
ベ
ル
で
す
※6
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
と
、
こ
れ
に
対
す
る
抗
体

と
呼
ば
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
を
つ
く
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
排

除
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
場
合
に
は
こ
の
抗
体
は
数

カ
月
で
消
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
血
液

検
査
で
こ
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
で
調
べ
る
の
は
、
そ

の
検
査
を
行
っ
た
時
点
で
の
感
染
の
有
無
に
す
ぎ
ず
、

鼻
の
奥
や
喉
、
唾
液
か
ら
検
体
を
採
取
し
た
際
の
感
染

を
調
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。「
陰
性
＝
感
染
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
も
、
翌
日
か
ら
数
日
後
、

次
の
週
以
降
も
感
染
し
て
い
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
経
て
、
量
産
し
て
流
通
さ
せ
、
国
民
全
体
が
医
療
機

関
で
接
種
し
て
も
ら
え
る
の
は
、
早
く
と
も
２
０
２
１

年
後
半
か
ら
末
以
降
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
実
践

3以
上
の
事
柄
を
各
職
場
で
経
営
者
や
責
任
者
、
担
当

者
か
ら
す
べ
て
の
社
員
に
ぜ
ひ
、共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
う
え
で
対
策
を
行
う
目
的
を

　
「
社
員
の
感
染
と
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
」

で
あ
る
と
明
示
し
、
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に〝
だ
れ
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
〞

を
常
識
と
し
て
、「
患
者
と
な
っ
た
人
も
受
け
入
れ
、

支
援
す
る
こ
と
」
を
発
信
し
、
そ
の
う
え
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
方
針
」
を

改
め
て
示
す
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

①
社
員
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
人
の
多
く
は
〝
ど
こ
で
だ
れ

か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
っ
た
か
、
覚
え
が
な
い
〞
と
い

い
ま
す
。
症
状
が
な
い
人
や
発
病
す
る
前
で
も
う
つ
し

て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、致
し
方
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
も
特
効
薬
も
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

す
か
ら
、
感
染
す
る
可
能
性
を
徹
底
し
て
小
さ
く
す
る

こ
と
に
努
め
る
の
が
最
良
の
手
段
で
す
。
例
え
ば
、
満

員
電
車
や
バ
ス
に
乗
ら
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
時
差
通

勤
を
継
続
し
、
在
宅
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進

め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
営
業
な
ど
の
訪
問
も
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
て
、
出
社
人
数
を
制
限
し

て
、
互
い
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
日
々
調
整
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

通
勤
や
移
動
の
際
の
み
な
ら
ず
、
職
場
内
で
も
マ
ス

ク
着
用
を
欠
か
さ
ず
、
換
気
を
励
行
し
、
徹
底
し
て
手

洗
い
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
閉
鎖
空
間
で
雑

談
し
な
が
ら
昼
食
を
摂
る
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。
終

業
後
に
飲
み
会
に
出
か
け
る
機
会
も
で
き
る
だ
け
少
な

く
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
医
師
の
目
か
ら
見
て
、
職
場
内
で
の
手
洗
い
は

い
い
加
減
な
人
が
多
い
で
す
。
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル

ス
を
除
去
す
る
に
は
石
鹸
を
用
い
て
洗
い
流
す
ま
で
30

秒
程
度
か
か
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
意
識
と
習
慣
を

徹
底
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

喫
煙
の
際
に
も
互
い
の
感
染
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
、
換
気
や
距
離
を
保
ち
、
あ
る
い
は
前
後
の
手
洗
い

ま
で
、
十
分
な
対
応
を
社
員
に
求
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
健
康
管
理
面
か
ら
、
禁
煙
を
す
す
め
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②「
症
状
が
出
た
ら
自
宅
待
機
」
と
い
う
ル
ー
ル
徹
底

経
営
者
、
責
任
者
・
担
当
者
が
恐
れ
る
事
態
は
職
場

で
の
集
団
感
染
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
の
発
生
で
し
ょ
う
。

２
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
受
診
や

相
談
の
目
安
は
、「
37
・
５
度
の
発
熱
が
４
日
以
上
続

い
た
ら
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
…
…
」
と

示
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
、
発
熱
が
断
続
的
で
あ
っ
た

り
、
明
ら
か
で
は
な
い
人
が
そ
れ
を
申
告
せ
ず
出
社
し

た
り
、
後
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
か
か
っ
て
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
実
施
さ
れ
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も
そ
の

結
果
を
待
っ
て
い
る
間
は
自
宅
待
機
さ
え
し
な
い
、
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
職
場
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

源
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
集
団

感
染
を
職
場
で
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
距
離
を
保
つ
こ
と
、
定
期
的
な
換
気
な
ど
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
自
宅

待
機
を
気
安
く
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
を
決

め
て
、
徹
底
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
も
し
も
、

症
状
が
出
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
判
明
し
た
社
員
へ
の
誹
謗

中
傷
が
予
想
さ
れ
る
職
場
風
土
で
あ
れ
ば
、
症
状
を
隠

し
て
出
勤
す
る
社
員
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
徴
か
ら
、
う
つ
す
人
も
う
つ
さ
れ

た
人
も
と
も
に
罪
は
あ
り
ま
せ
ん

4

4

4

4

4

4

4

。
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
れ
ば
当
然
辛
い
状
態
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
責
め
て

は
な
ら
な
い
と
、
読
者
の
方
々
は
い
わ
れ
な
く
と
も
お

わ
か
り
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
病
気
に
よ
る
休
業
・
有
給
休
暇
の
取

扱
い
を
労
使
で
話
し
合
い
、
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務

士
と
も
相
談
の
う
え
、ル
ー
ル
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

③
か
か
り
つ
け
医
を
つ
く
る
こ
と
を
奨
励
す
る

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
肥
満
や
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
こ
と

が
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
一
般
定
期
健
康
診
断
の
集
計

結
果
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
現
象
と
解

釈
で
き
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
重
症
化
の
リ
ス
ク
と
関
連
す
る
可
能
性
が
専
門
家
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
波
と
呼
ば
れ
る
流
行
の
拡
大
は
９
月
後
半
に

な
っ
て
も
〝
明
ら
か
に
収
ま
っ
た
〞
と
は
い
い
が
た
い

状
況
で
す
。
気
温
が
下
が
り
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
く

秋
冬
に
再
び
流
行
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
高
齢
社
員
に
症
状
が
出
て
も
保
健
所
な
ど
の
窓

口
に
相
談
し
た
く
て
も
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
と
い
っ

た
状
況
が
再
燃
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
態
を
避
け
る
に
は
、
高
齢
社
員
に
対
し

て
、
内
科
を
専
門
に
す
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
っ

て
い
る
か
を
た
ず
ね
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
か
か
り
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つ
け
医
を
持
つ
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
か
か
り

つ
け
医
に
生
活
習
慣
病
な
ど
に
対
し
て
経
過
観
察
や
必

要
な
治
療
を
行
っ
て
も
ら
い
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
軽

減
し
て
お
く
よ
う
努
め
る
の
で
す
。
万
が
一
、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
出
た
際
に
は
、
落
ち
着
い
て
か
か
り
つ
け

医
に
電
話
で
相
談
す
る
流
れ
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
同
時
期
に
流
行
が
懸
念
さ
れ

る
の
は
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
症
状
だ
け

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
区
別
が
つ
き
づ
ら
い
こ
と
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
予
防
接
種
を
奨
励
し
て
く

だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
が
ワ
ク
チ
ン
を
手
配
し
、
接

種
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
65
歳
以
上
や
65
歳
未
満

で
も
持
病
が
あ
る
場
合
の
優
先
的
な
予
防
接
種
が
、
厚

生
労
働
省
や
各
自
治
体
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
か
か
り
つ
け
医
は
、
８
月
末
に
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
今
後
の
取
組
」
の
な
か
で
も
、
そ
の
体
制
整
備
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
高
齢
社
員
ご
と
の
リ
ス
ク
評
価
を
行
う

長
年
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
や
加
齢
現
象
に
よ
っ

て
、
高
齢
に
な
る
と
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の

病
気
を
持
ち
な
が
ら
働
く
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
感
染

し
た
場
合
の
重
症
化
や
そ
の
後
の
後
遺
症
の
リ
ス
ク
を

最
小
化
す
る
に
は
、
個
々
の
高
齢
社
員
の
状
態
を
評
価

し
、
特
に
流
行
が
拡
大
す
る
時
期
に
は
、
そ
の
結
果
に

応
じ
た
働
き
方
を
柔
軟
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
れ
ば
、
流
行
拡
大
時
期
に
は
在

宅
勤
務
中
心
に
切
り
替
え
、
あ
る
い
は
時
差
出
勤
を
活

用
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
出
張
を
控
え
る
の
で
す
。
そ
の

際
に
は
、
本
人
の
同
意
を
前
提
と
し
て
、
か
か
り
つ
け

医
や
が
ん
な
ど
を
治
療
し
経
過
観
察
を
受
け
る
主
治

医
、
あ
る
い
は
産
業
医
や
保
健
師
、
看
護
師
に
相
談
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
齢
社
員
ご
と
の
リ
ス
ク
評
価

を
実
施
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
高
齢
社
員
に
「
不
利
益

な
取
扱
い
を
行
わ
な
い
」
こ
と
を
経
営
者
、
責
任
者
、

担
当
者
と
し
て
徹
底
す
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
法

や
厚
生
労
働
省
が
進
め
る
健
康
情
報
管
理
を
遵
守
す
る

こ
と
に
も
通
じ
ま
す
。

な
お
、
医
師
な
ど
の
専
門
家
の
間
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

へ
の
感
染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
持
病
が
悪
化
し
た
り
、
そ

れ
で
も
医
療
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
受
診
控
え
」
を
し

な
い
よ
う
に
、
特
に
高
齢
社
員
に
徹
底
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
高
齢
社
員
も
含
む
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
と
も
な
い
、〝
コ
ロ
ナ
禍か

〞

と
呼
ば
れ
る
ス
ト
レ
ス
を
助
長
す
る
環
境
に
多
く
の
働

く
人
が
曝さ

ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
図
表
１
の

よ
う
な
状
況
が
該
当
し
ま
す
。

現
実
的
に
は
重
症
化
し
た
職
場
の
仲
間
や
家
族
の
死

亡
と
い
っ
た
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
人
と
の
死
別
は
強
烈
な
ス
ト
レ

ス
要
因
と
な
り
得
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
絶
対
確
実
な
処
方
箋
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
経
営
者
、
責
任
者
、
担
当
者
と
し
て
、
図
表

２
の
事
項
を
で
き
る
だ
け
実
践
す
る
こ
と
は
、
高
齢
社

員
を
含
む
働
く
人
に
は
有
益
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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※筆者作成

図表1　 新型コロナによるストレス要因

図表2　 新型コロナによるストレス軽減
のための処方箋

◉ 在宅勤務のような
新しい働き方に適応し難い

◉ 目を背けてきた
個人的な問題に直面する

◉ 将来的な雇用や所得等の
社会経済面の不安

◉ 自由に楽しめてきた娯楽などを
奪われた感覚

◉ 上司・部下や同僚との関係性の
予想外の変化

◉ 新型コロナの終息が
見えないことへの不安

◉ 自身や家族の感染という
漠然とした不安

◉ 感染した場合の
誹謗中傷を受ける恐れ

① 雇用や処遇を可能なかぎり
維持すると明言する

② 専門家などとともに
不安や困りごとの相談にのる

③ 困難な事態も学びの機会と
とらえるよう努める
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日本史にみる長寿食

食文化史研究家● 永山久夫

風邪が流行する前に柿を

柿は木になる“サプリメント”
秋になって柿が実る季節になると、病人は元気

になって、山盛りごはんを平らげて、次の日には
もう畑に出かけていく。昔は、そのようにいわれ
ました。次のようなことわざもあります。
「柿が赤くなると、医者は青くなる」
昔の人たちは、なかなかうまいことをいいます。

経験の知恵で、山が色づくころになって、柿を食
べる時期になると、気候もよく病人が少なくなっ
てしまうから、村の病院は困ってしまうようなこ
とがあったのかもしれません。
寒くなると、万病のもとといわれる風邪やイン

フルエンザが流行します。「風邪の予防にはビタ
ミンＣ」は、いまや常識です。そのビタミンＣが
甘柿にはたっぷり。100g中に70mgも含まれて
いて、大きめの柿を１個食べると、１日の所要量
が十分とれます。
のどの炎症を防ぐカロテンも多く、ビタミンＣ

と同じように免疫力を高めるポリフェノールのタ
ンニンも多い。つまり、柿は免疫力を強化する、
木になる“サプリメント”のような食物なのです。

食物繊維もたっぷり
昔は多くの家の庭先に、甘柿と渋柿が植えられ
ていたものです。冬に流行する風邪やインフルエ
ンザなどを予防するために甘柿から食べはじめ、
あらかたなくなるころに、山からモズがやってき
ます。そして、柿の木のこずえでけたたましく鳴
き声を上げ、村人に冬の近いことを告げます。
そして、霜の季節になると、渋柿も赤くやわら
かくなり、甘い熟し柿となります。渋柿のほとん
どは熟す前に皮をむき、日あたりのよい軒下など
につるして、干し柿にしたものです。
柿の皮は、平

ひら

ざるなどに広げて天日干しにし、
カラカラになるまで乾燥させてスナック風に食べ
てもおいしく、餅に搗

つ

きこんでも甘味が強く人気
がありました。
干し柿にすると、生柿にくらべ食物繊維が 10
倍近く増えます。善玉菌を増やして、腸内の環境
をよくするのが食物繊維。免疫細胞の 70％は腸
内に集積されており、したがって腸内環境を整え
ることは、インフルエンザなどに対する免疫力
アップの近道といってよいでしょう。

325
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図
解 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

日
本
の
労
働
経
済
事
情　

２
０
２
０
年
版

人
事
・
労
務
担
当
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
知
識

経
団
連
が
毎
年
、
新
任
の
人
事
・
労
務
担
当
者
向
け

に
制
作
し
て
い
る
、
定
評
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
最
新
版
。

適
切
な
雇
用
管
理
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

情
報
や
、主
要
な
労
働
法
制
の
概
要
と
そ
の
改
正
動
向
、

労
働
市
場
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
図
表
を
豊
富
に
用

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
版

に
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
内
容
を
は
じ
め
、
労
働

関
係
法
令
の
改
正
内
容
の
ほ
か
、
雇
用
調
整
助
成
金
や

企
業
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）対
応
な
ど
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
２
０
２
１
年
4
月
に
施
行
さ
れ

る
、改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
全
体
は
「
労
働
市
場
の
動
向
・
雇
用
情
勢
・
労

働
時
間
と
賃
金
の
概
況
」、「
人
事
・
労
務
管
理
」、「
労

使
関
係
」
な
ど
、
七
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

全
体
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
「
労
働
法
制
」
は
、
労
働

基
準
法
や
労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法
な
ど
、
主
要

な
労
働
関
係
法
令
の
概
要
と
、
改
正
が
あ
る
場
合
は
そ

の
ポ
イ
ン
ト
が
的
確
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
新
任
担

当
者
が
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
把
握
し
や
す
い
こ
と
に
加
え
、

あ
る
程
度
の
経
験
を
積
ん
だ
担
当
者
に
と
っ
て
も
、
実

務
に
必
要
な
知
識
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。
執
筆
は
経
団
連
の
各
部
門
が
分
担
し
て
お
り
、

内
容
も
折
り
紙
つ
き
だ
。

一
体
い
つ
収
ま
る
の
だ
ろ
う
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

は
？　
仕
事
は
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す
、
先
の
見
通
せ
な
い
不
安
が

募
る
な
か
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
に
よ
っ
て

生
活
や
仕
事
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
だ
れ
も
が
少

な
か
ら
ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
毎
日
が
続
い
て
い
る
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
分
と

家
族
、
同
僚
や
職
場
を
守
る
方
法
を
教
え
て
く
れ
る
、

コ
ロ
ナ
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
特
化
し
た
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
だ
。
著
者
の
亀
田
氏
は
、
医
師
で
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
。
職
場
の
健
康
管
理
と
危
機
管
理
を
専
門

と
し
て
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
や
研
修
、

講
演
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
し
、
本
号
で
も
執
筆
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
（
50
〜
54
頁
）。

本
書
で
は
、
働
く
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
直
面
す
る
不
安
や
困
り
ご
と
、
心
身
の
不
調
へ

の
対
処
と
予
防
に
つ
い
て
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
慣
れ
ず

イ
ラ
イ
ラ
す
る
」、「
在
宅
勤
務
で
日
頃
か
ら
反
応
が
悪

い
部
下
に
キ
レ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
最
近
あ
り
が
ち
な

52
の
例
を
挙
げ
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
に
よ
っ
て
対
処
の
道
筋

を
示
す
と
と
も
に
、
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
し
な
や
か
に
立
ち

直
る
た
め
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
考
え
方
を
紹

介
し
て
い
る
。
人
事
担
当
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

お
す
す
め
の
、
い
ま
す
ぐ
役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

コロナ不安への対処や、ダメージから立ち直るための回復力を強くする方策を示す

適切な雇用管理を実現するために必要不可欠な情報を網羅
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中
なか

込
ごめ

賢
けん

次
じ

 著／
日本生産性本部
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1300 円＋税

坂本光
こう

司
じ

 著／
あさ出版／
1400 円＋税

大塚 寿
ひさし

 著／
青春出版社／
950円＋税

著
者
は
か
つ
て
企
業
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
か
ら
、

社
内
外
の
企
業
経
営
者
や
管
理
職
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
。
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
独
立
後
も
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
継
続
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
約
１
万
人
か
ら
話
を
聴
い
た
と
い
う
。
本

書
は
、
そ
う
し
た
リ
ア
ル
な
声
や
情
報
を
も
と
に
書
か

れ
た
、
定
年
退
職
後
に
後
悔
し
な
い
た
め
の
指
南
書
で

あ
り
、
50
代
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
、
準
備
し
て

お
き
た
い
こ
と
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

１
万
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
な
か
で
、
す
で
に

定
年
退
職
し
て
い
る
人
か
ら
多
く
聞
こ
え
て
き
た
の
が
、

「
50
代
を
後
悔
し
て
い
る
」
と
い
う
声
だ
っ
た
と
い
う
。

ど
ん
な
後
悔
な
の
か
。
1
章
は
「
50
代
を
後
悔
し
て
い

る
12
の
理
由
」
と
題
し
て
、
後
悔
の
内
容
を
12
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
て
紹
介
し
て
い
る
。「
守
備
範

囲
が
狭
す
ぎ
た
」、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
う
し
て
も

湧
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」、「
定
年
後
の
人
生
設
計

を
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
を
受

け
て
2
章
は
「
12
の
後
悔
を
防
げ
る
４
つ
の
心
構
え
」、

3
章
は
「
50
代
で
始
め
て
お
く
べ
き
９
つ
の
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
」
と
い
っ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

中
高
年
社
員
の
戦
力
化
や
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
に
理
解

を
深
め
た
い
企
業
の
経
営
者
、
人
事
担
当
者
に
と
っ
て

も
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
一
冊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
日
常
の
急
激
な
変
化
に
直

面
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
、
さ
ら
に
は
生
き
方
や
働
き

方
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
人
に
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
の
が

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
シ
リ
ー
ズ

の
著
者
・
坂
本
光
司
氏
が
手
が
け
た
本
書
で
あ
る
。

坂
本
氏
は
、
人
を
大
切
に
す
る
経
営
を
実
践
し
て
い

る
現
場
に
自
ら
足
を
運
ぶ
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
お
り
、
数
多
く
の
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
面

談
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
際
に
耳
に
し
た
、
心
に
響
く

言
葉
を
一
冊
に
ま
と
め
た
の
が
本
書
。「
日
本
で
い
ち

ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
シ
リ
ー
ズ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

坂
本
氏
が
選
ん
だ
１
０
０
の
言
葉
に
は
、
よ
り
深
い

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
易
な
解
説
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
少

し
ず
つ
読
み
進
め
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
気
に
な
る
言

葉
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
朝
礼
な
ど
の
機
会
に
紹
介

し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
約
10
年
前
に
発
刊
し

た
書
籍
の
改
訂
版
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
坂

本
氏
の
考
え
方
を
反
映
す
る
た
め
に
、
全
面
的
に
書
き

直
さ
れ
た
と
い
う
。
人
を
大
切
に
す
る
経
営
に
関
心
が

あ
る
人
は
も
と
よ
り
、
前
を
向
く
力
を
得
た
い
人
に

と
っ
て
も
参
考
に
な
る
好
著
と
思
わ
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
、
そ
し
て
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
多
く
の
企
業
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進

み
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
オ
フ
ィ
ス
を
縮
小
し
た
り
、

移
転
し
た
り
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
目
立
つ
。こ
の
先
、

働
き
方
や
雇
用
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
、
興
味
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
見
直
し
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
続
け
な
が

ら
も
連
綿
と
続
く
、「
日
本
型
経
営
」
の
雇
用
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
こ
れ
ま
で
の
見
直
し

や
改
革
を
時
系
列
で
検
証
。
そ
の
う
え
で
、
長
く
続
い

て
い
る
理
由
を
探
り
な
が
ら
、
日
本
の
社
会
・
文
化
に

適
し
た
雇
用
や
働
き
方
、
職
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
を
考
察
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
に
よ
れ
ば
、「
日
本
型
経
営
」
と
は
、
一
般
的

に
は
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
日
本
独
特
の
雇

用
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
欧
米
に
は
見
ら
れ
な
い
「
終

身
雇
用
」、「
年
功
序
列
型
賃
金
体
系
」、「
企
業
内
労
働

組
合
」
が
あ
り
、
加
え
て
「
新
卒
一
括
採
用
制
度
」
も

大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
い
う
。
原
点
は
、
江
戸
時
代
の

経
営
思
想
に
あ
る
そ
う
だ
。
現
在
の
制
度
や
雇
用
慣
行

が
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
長
期
的
な
観
点
か
ら

見
直
す
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
自
社
の
雇

用
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
の
参
考
に
も
な
る
良
書
だ
。

50
代 

後
悔
し
な
い
働
き
方

―
「
勝
ち
逃
げ
で
き
な
い
世
代
」の
新
常
識
―

経
営
者
の
ノ
ー
ト

会
社
の「
あ
り
方
」と「
や
り
方
」を
定
め
る
１
０
０
の
指
針

「
日
本
型
経
営
」
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
か
ら

日
本
が
見
え
る

中高年社員の戦力化を考える際のヒントも満載

「日本でいちばん大切にしたい会社」シリーズのエッセンス

歴史を検証し、今後の雇用のあり方を考える
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行
政
・
関
係
団
体 

「
令
和
元
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
元
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
は
、
男
女

の
均
等
な
取
扱
い
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
に
関
す
る

雇
用
管
理
の
実
態
把
握
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
２
０

１
９
（
令
和
元
）
年
度
は
、
全
国
の
企
業
と
事
業
所
を
対

象
に
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
や
、
介
護
休
業
制
度

の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
１
日
現
在
の
状

況
を
ま
と
め
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

【
企
業
調
査
】

○ 

女
性
管
理
職
を
有
す
る
企
業
割
合
を
役
職
別
に
み
る
と
、

部
長
相
当
職
あ
り
の
企
業
は
11
・
０
％
（
前
年
度
10
・

７
％
）、
課
長
相
当
職
は
18
・
４
％
（
同
19
・
０
％
）、

係
長
相
当
職
は
19
・
５
％
（
同
21
・
７
％
）。

○ 

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
課
長
相
当
職
以
上

で
11
・
９
％
（
前
年
度
11
・
８
％
）。
役
職
別
に
み
る
と
、

部
長
相
当
職
で
は
６
・
９
％
（
同
６
・
７
％
）、
課
長
相

当
職
で
は
10
・
９
％
（
同
９
・
３
％
）、
係
長
相
当
職
で

は
17
・
１
％
（
同
16
・
７
％
）。

【
事
業
所
調
査
】

○ 

介
護
休
業
制
度
の
規
定
が
あ
る
事
業
所
の
割
合
は
、
事

業
所
規
模
５
人
以
上
で
は
74
・
０
％
（
２
０
１
７
年
度

70・９
％
）、同
30
人
以
上
で
は
89・０
％
（
同
90・９
％
）。

○ 

多
様
な
正
社
員
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
ご
と
の
導
入
状

況
を
み
る
と
、「
勤
務
地
限
定
正
社
員
制
度
」が
17・８
％
、

「
短
時
間
正
社
員
制
度
」
が
16
・
７
％
、「
職
種
・
職
務

限
定
正
社
員
制
度
」
が
11
・
１
％
。

令
和
元
年
度
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の

施
行
状
況

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
の
個
別

労
働
紛
争
解
決
制
度
施
行
状
況
を
ま
と
め
た
。

「
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
」
は
、
個
々
の
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
労
働
条
件
や
職
場
環
境
な
ど
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
、
早
期
に
解
決
を
図
る
た
め

の
制
度
で
、
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
「
情
報

提
供
、
相
談
」、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
「
助
言
・
指

導
」、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
「
あ
っ
せ
ん
」
の
三
つ
の

方
法
が
あ
る
。

今
回
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
全
国
３
７
９
カ
所
の
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
１
８
万

８
３
４
０
件
（
前
年
度
比
６
・
３
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
に
関
す
る
も
の
は

27
万
９
２
１
０
件
（
同
４
・
８
％
増
）。
民
事
上
の
個
別
労

働
紛
争
の
相
談
内
容
の
内
訳
は
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
に
関

す
る
も
の
が
８
年
連
続
で
ト
ッ
プ
と
な
り
８
万
７
５
７
０
件

（
全
体
の
25
・
５
％
）、
ほ
か
で
は
、
自
己
都
合
退
職
に
関
す

る
も
の
が
４
万
81
件
（
同
11
・
７
％
）、
解
雇
に
関
す
る
も

の
が
３
万
４
５
６
１
件（
同
10・１
％
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
制
度
に
か
か
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る

助
言
・
指
導
申
出
件
数
は
、
９
８
７
４
件
（
前
年
度
比
０
・

４
％
増
）と
な
っ
て
い
る
。
相
談
内
容
の
内
訳
は
、い
じ
め・

嫌
が
ら
せ
に
関
す
る
も
の
が
７
年
連
続
ト
ッ
プ
と
な
り
、

２
５
９
２
件
（
全
体
の
24
・
２
％
）。

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
申
請
件
数
は
、
５

１
８
７
件
（
前
年
度
比
０
・
３
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

相
談
内
容
の
内
訳
は
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
に
関
す
る
も

の
が
６
年
連
続
ト
ッ
プ
と
な
り
、
１
８
３
７
件
（
全
体
の

33
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
実
践
教
育
訓
練
の
指
定
講
座
を
公
表

（
２
０
２
０
年
10
月
１
日
付
指
定
）

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象
と
な
る
「
専

門
実
践
教
育
訓
練
」
の
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
10
月
１

日
付
指
定
講
座
と
し
て
新
た
に
２
０
９
講
座
を
決
定
し
、

公
表
し
た
。

指
定
さ
れ
た
２
０
９
講
座
の
訓
練
内
容
の
内
訳
を
み
る

と
、
業
務
独
占
資
格
ま
た
は
名
称
独
占
資
格
の
取
得
を
訓

練
目
標
と
す
る
養
成
課
程
（
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
美

容
師
、
調
理
師
、
保
育
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
）
が
１
３

１
講
座
、
専
修
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程
お
よ
び
キ
ャ

リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
商
業
実
務
、衛
生
関
係
な
ど
）

が
32
講
座
、
専
門
職
学
位
課
程
（
教
職
大
学
院
、
法
科
大

学
院
な
ど
）
が
５
講
座
、
大
学
等
の
職
業
実
践
力
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
特
別
の
課
程
〈
保
健
〉、
正
規
課
程
〈
社
会
科

学
・
社
会
〉
な
ど
）
が
６
講
座
、
第
四
次
産
業
革
命
ス
キ

ル
習
得
講
座
（
Ａ
Ｉ
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
）
が
35
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
す
で
に
指
定
済
み
の
も

の
を
合
わ
せ
る
と
、
２
０
２
０
年
10
月
１
日
時
点
の
給
付

対
象
講
座
数
は
２
５
０
０
講
座
に
な
る
。

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
教
育
訓
練
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
に
、
教
育
訓
練

施
設
に
支
払
っ
た
教
育
訓
練
経
費
の
50
％
（
１
年
間
の
上

限
40
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
訓
練
の
受
講
を
修

了
し
た
後
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
資
格
等
を
取
得
し
、

受
講
修
了
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
被
保

険
者
と
し
て
就
職
し
た
場
合
は
、
教
育
訓
練
経
費
の
20
％

が
追
加
支
給
さ
れ
る
（
合
計
の
支
給
限
度
額
は
訓
練
期
間

が
３
年
の
場
合
は
１
６
８
万
円
、
同
２
年
の
場
合
は
１
１

２
万
円
、
同
１
年
の
場
合
は
56
万
円
が
上
限
）。

「
令
和
元
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」

結
果

介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、２
０
１
９

（
令
和
元
）
年
度
に
実
施
し
た「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労

働
実
態
調
査（
事
業
所
調
査
）」、「
介
護
労
働
者
の
就
業
実

態
と
就
業
意
識
調
査（
労
働
者
調
査
）」の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
２
０
１
９
年
10
月
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
９
１

２
６
事
業
所
、
２
万
１
５
８
５
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

ま
ず
、
事
業
所
調
査
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
の
過
不
足

状
況
を
み
る
と
、
不
足
感（「
大
い
に
不
足
」＋「
不
足
」
＋

「
や
や
不
足
」）
は
65
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

（
67
・
２
％
）
と
比
べ
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
。「
適
当
」
は

34
・
４
％
（
前
年
度
32
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

賃
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
月
給
制
の
者
の
平
均
所
定
内

賃
金
額
は
、
訪
問
介
護
員
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

21
万
２
２
８
１
円
（
前
年
度
20
万
６
３
１
２
円
）、
介
護
職

員
（
訪
問
介
護
以
外
の
介
護
保
険
法
の
指
定
介
護
事
業
所

で
働
き
、
直
接
介
護
を
行
う
者
）
21
万
２
４
５
５
円
（
同

21
万
４
７
２
１
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
年
齢
割
合
を
み
る
と
、
65
歳
以

上
の
割
合
は
12
・
４
％
で
全
体
の
１
割
を
超
え
、
60
歳
以

上
で
は
22
・
４
％
と
全
体
の
２
割
を
超
え
て
い
る
。
職
種

別
で
み
る
と
、
訪
問
介
護
員
は
「
60
歳
以
上
65
歳
未
満
」

が
13・３
％
と
最
も
高
く
、次
い
で
「
55
歳
以
上
60
歳
未
満
」

が
12
・
８
％
、「
65
歳
以
上
70
歳
未
満
」
が
12
・
０
％
で
、

平
均
年
齢
は
53
・
７
歳
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
労
働
者
調
査
の
結
果
か
ら
、
労
働
条
件
・
仕
事

に
関
す
る
悩
み
（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
、「
人
手
が
足
り

な
い
」
が
55
・
７
％
と
最
も
高
く
、「
仕
事
内
容
の
わ
り
に

賃
金
が
低
い
」
39
・
８
％
、「
身
体
的
負
担
が
大
き
い
」

29
・
５
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
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調
査
・
研
究 「

介
護
と
就
労
に
関
す
る
調
査
」
結
果

ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会

研
究
財
団

公
益
財
団
法
人
ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団
は
、
山
梨

大
学
の
西
久
保
浩
二
教
授
の
研
究
室
と
共
同
で
２
０
２
０

年
３
月
に
実
施
し
た
「
介
護
と
就
労
に
関
す
る
調
査
」
結

果
を
公
表
し
た
。
調
査
は
全
国
の
30
〜
69
歳
の
男
女
（
正

社
員
お
よ
び
介
護
前
は
正
社
員
）を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
て
行
わ
れ
、
回
収
数
は
３
４
３
３
人
。

調
査
結
果
の
概
要
か
ら
、
40
代
・
50
代
の
正
社
員
に
親

に
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
項
目
を
み
る
と
、
40

代
の
６
・
０
％
、
50
代
で
は
14
・
６
％
が
「
現
在
介
護
が

必
要
」と
回
答
し
た
。こ
れ
に「
過
去
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
」（
介
護
後
に
亡
く
な
っ
た
場
合
も
含
む
）

を
加
え
る
と
、
40
代
は
17・４
％
、
50
代
は
36・４
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
50
代
で
は
19
・
９
％
が
「
近
々
介
護
が

必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
回
答
し
、
こ
れ
に
「
現

在
介
護
が
必
要
」
と
「
過
去
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
」（
介
護
後
に
亡
く
な
っ
た
場
合
も
含
む
）
を
加

え
る
と
56
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
介
護
開
始
前
に
正
社
員
と
し
て
働
き
、
①
介
護

中
も
同
じ
勤
務
先
で
変
わ
ら
ず
勤
務
し
て
い
た
人
、
②
同

じ
勤
務
先
で
介
護
し
や
す
い
職
務
等
に
変
更
し
た
人
、
③

転
職
し
た
人
、
④
退
職
し
て
介
護
に
専
念
し
た
人
に
、
勤

務
先
（
離
転
職
者
は
退
職
前
）
の
介
護
支
援
制
度
の
利
用

状
況
等
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
を
み
る
と
、共
通
し
て
「
有

給
休
暇
」（
１
日
単
位
、
半
日
・
時
間
単
位
）
が
優
先
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
調
査
の
報
告
書
は
同
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。　

https://dia.or.jp/

「
令
和
元
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」

結
果

介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、２
０
１
９

（
令
和
元
）
年
度
に
実
施
し
た「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労

働
実
態
調
査（
事
業
所
調
査
）」、「
介
護
労
働
者
の
就
業
実

態
と
就
業
意
識
調
査（
労
働
者
調
査
）」の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
２
０
１
９
年
10
月
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
９
１

２
６
事
業
所
、
２
万
１
５
８
５
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

ま
ず
、
事
業
所
調
査
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
の
過
不
足

状
況
を
み
る
と
、
不
足
感（「
大
い
に
不
足
」＋「
不
足
」
＋

「
や
や
不
足
」）
は
65
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

（
67
・
２
％
）
と
比
べ
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
。「
適
当
」
は

34
・
４
％
（
前
年
度
32
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

賃
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
月
給
制
の
者
の
平
均
所
定
内

賃
金
額
は
、
訪
問
介
護
員
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

21
万
２
２
８
１
円
（
前
年
度
20
万
６
３
１
２
円
）、
介
護
職

員
（
訪
問
介
護
以
外
の
介
護
保
険
法
の
指
定
介
護
事
業
所

で
働
き
、
直
接
介
護
を
行
う
者
）
21
万
２
４
５
５
円
（
同

21
万
４
７
２
１
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
年
齢
割
合
を
み
る
と
、
65
歳
以

上
の
割
合
は
12
・
４
％
で
全
体
の
１
割
を
超
え
、
60
歳
以

上
で
は
22
・
４
％
と
全
体
の
２
割
を
超
え
て
い
る
。
職
種

別
で
み
る
と
、
訪
問
介
護
員
は
「
60
歳
以
上
65
歳
未
満
」

が
13・３
％
と
最
も
高
く
、次
い
で
「
55
歳
以
上
60
歳
未
満
」

が
12
・
８
％
、「
65
歳
以
上
70
歳
未
満
」
が
12
・
０
％
で
、

平
均
年
齢
は
53
・
７
歳
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
労
働
者
調
査
の
結
果
か
ら
、
労
働
条
件
・
仕
事

に
関
す
る
悩
み
（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
、「
人
手
が
足
り

な
い
」
が
55
・
７
％
と
最
も
高
く
、「
仕
事
内
容
の
わ
り
に

賃
金
が
低
い
」
39
・
８
％
、「
身
体
的
負
担
が
大
き
い
」

29
・
５
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

発
行
物 

『
企
業
に
お
け
る
福
利
厚
生
施
策
の
実
態
に
関
す
る
調
査

―
企
業
／
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
―
』

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
）
は
、『
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
２
０
３　
企

業
に
お
け
る
福
利
厚
生
施
策
の
実
態
に
関
す
る
調
査
―
企

業
／
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
―
』を
刊
行
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
多
様
化
し
て
い
る
企
業
の
福
利
厚
生

制
度
の
現
状
や
従
業
員
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
探
る
た
め
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
有
効
回
答
数
：
企
業
２
８
０

９
社
、
従
業
員
８
２
９
８
人
）
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

従
業
員
調
査
の
結
果
か
ら
、
勤
務
先
で
の
制
度
・
施
策

の
「
あ
る
」「
な
い
」
に
か
か
わ
ら
ず
、自
分
に
と
っ
て
「
特

に
必
要
性
が
高
い
と
思
う
も
の
」（
複
数
回
答
）
を
聞
い
た

結
果
を
み
る
と
、「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
補
助
」（
21・８
％
）、

「
慶
弔
休
暇
制
度
」（
20
・
０
％
）、「
家
賃
補
助
や
住
宅
手

当
の
支
給
」（
18
・
７
％
）、「
病
気
休
暇
制
度
（
有
給
休
暇

以
外
）」（
18
・
５
％
）、「
病
気
休
職
制
度
」（
18
・
５
％
）

な
ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
の
福
利
厚
生
制
度
へ

の
満
足
度（
年
齢
別
）を
み
る
と
、「
20
歳
未
満
」（
44・４
％
）

と
「
20
歳
代
」（
33
・
４
％
）
で
満
足
度
が
高
く
、「
60
歳

以
上
」（
16・９
％
）
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
不

満
足
」
の
割
合
は
50
歳
代
（
27
・
６
％
）
で
最
も
高
い
。

こ
の
ほ
か
、
大
手
企
業
を
中
心
と
す
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
状
況
な
ど
も
調
べ
て
お
り
、
多
様
な
制
度
構
築
な

ど
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

報
告
書
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
、
購
入
す
る
際
の
価
格
は
１
９
０
０
円
（
税
別
）。

https://w
w
w
.jil.go.jp/institute/research/ 

2020/docum
ents/203.pdf
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●
当
機
構
で
は
、
10
月
７
日
に
「
令
和
２
年
度
高
年
齢
者

雇
用
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
高
年
齢
者
雇
用
開

発
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
企
業
の
表
彰
式
の
ほ
か
、
受
賞
企
業

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
毎

年
開
催
し
て
い
る
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
が
、
本
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

一
般
の
方
の
ご
参
加
は
見
送
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
替
わ
り
に
、
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
模
様
を
動
画
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

か
た
は
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。
な
お
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
模
様
は
本
誌
１
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
本
号
で
は
先
月
号
に
続
き
、
高
年
齢
者
雇
用
開

発
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
企
業
の
な
か
か
ら
、
当
機
構
理
事
長

表
彰
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
企
業
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
企
業
も
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
制
度
の
拡

充
な
ど
、
長
く
働
け
る
制
度
を
整
え
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
社
員
が
持
つ
能
力
を
活
か
し
、
戦
力
と
し
て
活

躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
受
賞

企
業
の
取
組
み
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
高
齢
者
雇
用
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
本
号
で
は
、「
特
別
寄
稿
」
と
し
て
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の
先
生
に
よ
る
解
説
を
ご
執

筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
特
別
寄
稿
１
」
で
は
、
明
治
大
学
の
永
野
仁
先
生
に
、

欧
米
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業
に
つ
い
て
、
実
際
の
デ
ー

タ
な
ど
を
交
え
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
特
別
寄

稿
２
」
で
は
、
産
業
医
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
亀

田
高
志
先
生
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
基
礎
知
識
と

高
齢
社
員
を
中
心
と
し
た
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
ご
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
い
ま
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
注
目
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
・

ご
感
想
の
ほ
か
、
今
後
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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大塚 寿さん
（有限会社エマメイコーポレーション代表取締役、ビジネスコンサルタント）

シニア採用で
会社にイノベーションを

リーダーズトーク

お詫びと訂正

　『エルダー』2020年 9月号にて、
下記の通り誤りがございました。謹
んでお詫び申し上げるとともに下記
の通り訂正をさせていただきます。

訂正箇所
19頁中段6～7行目および図表2段目
　 誤  １カ月の所定労働時間
　 正  １カ月の所定労働日数
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肩
こ
り
は
カ
ラ
ダ
が
出
し
て
い
る
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

腰
痛
と
並
び
、
多
く
の
人
を
悩
ま
せ
て
い
る
「
肩
こ

り
」。
体
を
あ
ま
り
動
か
さ
ず
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
に
多
く
の
時

間
を
費
や
す
現
代
人
の
「
現
代
病
」
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
肩
こ
り
に
悩
ん
で
い
る
人
の
な

か
に
も
、
も
は
や
〝
つ
き
物
〞
と
し
て
諦あ
き
ら

め
て
い
る
人
、

な
ん
と
な
く
誤
魔
化
し
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
肩
こ
り
を

改
善
す
る
た
め
に
、
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て

い
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
肩
こ
り
は
カ
ラ
ダ
が
ど
こ
か
に
ス
ト
レ
ス

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
無
視
し
て
し
ま
う
と
、
さ
ら
に
ス
ト
レ
ス

が
増
え
、
や
が
て
重
い
症
状
や
体
調
不
良
を
招
い
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、
カ
ラ
ダ

と
積
極
的
に
向
き
合
い
、
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
肩
こ
り
の
原
因
と
、

そ
の
解
消
法
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

肩
こ
り
の
原
因
の
一
つ
「
肩け

ん
甲こ

う
骨こ

つ
の
運
動
不
足
」

肩
こ
り
の
悩
み
を
抱
え
る
多
く
の
方
に
共
通
す
る
の

が
、
肩
甲
骨
の
運
動
不
足
で
す
。
肩
甲
骨
と
は
、
背
骨

の
両
側
に
あ
る
、
翼
の
よ
う
な
形
を
し
た
平
ら
な
骨
の

こ
と
。
周
囲
を
前
後
左
右
多
く
の
筋
肉
が
取
り
囲
み
、

そ
の
釣
り
合
い
に
よ
っ
て
背
中
に
張
り
つ
く
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
肩
の
両

端
の
飛
び
出
た
部
分
は
、
腕
や
鎖
骨
と
連
結
し
ま
す
。

ま
た
胸
の
方
に
も
突
起
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
腕
や
胸
の

筋
肉
が
付
い
て
い
ま
す
。

背
中
側
に
あ
る
た
め
に
、
通
常
は
あ
ま
り
意
識
す
る

こ
と
が
な
い
肩
甲
骨
で
す
が
、
多
く
の
筋
に
支
持
さ
れ

て
お
り
、腕
や
背
骨
、胸
の
筋
肉
に
連
動
し
て
動
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
肩
甲
骨
の
動
き
が
滞
る
と
、
関
連
す
る
部

位
へ
の
負
担
が
増
え
、
筋
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
影
響
を
与
え

ま
す
。

一
方
で
、
崩
れ
た
カ
ラ
ダ
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
は
、

左
右
の
肩
甲
骨
の
高
さ
や
幅
の
違
い
に
現
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
肩
甲
骨
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
動
き
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
こ
と
は
、
肩
こ
り
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
全

身
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
頁
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
！

肩
け ん

甲
こ う

拳
き ょ

筋
き ん

肩甲骨

菱
りょう

形
け い

筋
き ん

僧
そ う

帽
ぼ う

筋
き ん

棘
きょく

下
か

筋
き ん

広
こ う

背
は い

筋
き ん

　みなさんは日ごろから運動をしていますか？　加齢による身体機
能の低下はさまざまな影響をもたらし、場合によっては日常生活や
仕事に影響が出てくることも考えられます。そこで本企画では、職
場で気軽に、短時間でできるストレッチやトレーニングを紹介します。
ぜひ職場のみなさんでチャレンジしてください。

最終回 多くの人が悩む現代病「肩こり」

柔道整復師／
八王子整骨院 院長

山﨑 由
ゆ

紀
き

也
や

ストレッチ体操ストレッチ体操
短期連載

Ｌ
Ｅ
Ｔ‘
Ｓ 

Ｔ
Ｒ
Ｙ
!
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肩甲骨を上に動かす：肩をすくめます（挙上）

肩甲骨を下に動かす：腕を下げて首を伸ばすような感じで行います（下制）

肩甲骨を背骨から離す：腕を体の前に伸ばし背中を丸めます（外転）

肩甲骨を背骨に寄せる：胸を張るように両肘を体の後ろに引きます（内転）

肩甲骨の下を開く：体の横に伸ばした腕を上げます（上方回旋）

肩甲骨の下を閉じる：体の横に伸ばした腕を下げます（下方回旋）

❶
❷
❸
❹
❺
❻

参考資料　◆永木和載・大平雄一『図解入門よくわかる首・肩関節の動きとしくみ』（秀和システム）　◆Tarzan Webサイト「肩甲骨からアプローチして、ガチガチ肩の悩みを解消！」
https://tarzanweb.jp/post-189687　◆黒木麻衣ほか「僧帽筋上部線維の筋疲労に対するストレッチ効果の検証」『第28回関東甲信越ブロック理学療法士学会』https://www.
jstage.jst.go.jp/article/ptkanbloc/28/0/28_0_24/_article/-char/ja/　◆熊丸めぐみほか「呼吸補助筋の持続的筋活動が運動時の換気に及ぼす影響について」『第40回日本理学
療法学術大会 抄録集』https://www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2004/0/2004_0_D0593/_article/-char/ja/　◆武田尊徳ほか「肩こりに伴う上肢の痛みや痺れに対する軟部組
織モビライゼーションの介入効果」『第45回日本理学療法学術大会 抄録集』https://www.jstage.jst.go.jp/article/cjpt/2009/0/2009_0_C4P1149/_article/-char/ja/　◆梅原潤
「小胸筋の柔軟性と肩甲骨運動の関連」『理学療法学Supplement』https://ci.nii.ac.jp/naid/130007694164

　肩甲骨は肋骨に沿った肩甲骨面の中で動きます。この面は頭の後ろで手を組み、そこからバンザイをした
ときに、掌

てのひら

がつくる向きにあります。肩甲骨の動きを分解すると、次の６つの動きに分かれます。１つずつ
スムーズに動かせるかどうか確かめてみましょう。
　肩甲骨は背中側にあり、筋肉で覆われているため、自分の目で確認するのはむずかしいかと思います。そ
こではじめは掌を肩甲骨に見立て、①から⑥の動きをゆっくり確認してください。それができたら肩甲骨を
意識しながら、肩をゆっくり動かしてみましょう。
　肩甲骨が動くと肩が普段よりも楽に大きく動きます。大切なのは動きをイメージすることです。

　いかがでしたか？ 肩甲骨の動きはわかりづらいかもしれませんが、イメージが大切です。腕を横に上下する
ことで肩甲骨の下が開閉する、いわゆる肩甲骨が回転する動きや、肩を下げる動きは、初めて意識して行った
という方も少なくないと思います。まずは気づくこと、意識することが大切です。動きの理解が深まると、体
操もより効果的に行えるようになります。

肩甲骨運動チェック

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻
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椅子に腰かけます
ひじ掛や座面、もしくは椅子の脚を持ちます
肘を伸ばしたまま体を前傾させ、
ゆっくりとうなずくように頭を下げます
首から肩にかけて伸ばされている感覚があればOKです
深く呼吸をしながら、その状態を30秒キープします
ゆっくり元に戻し、顔をゆっくり天井に向けます
これを３回くり返します

❶
❷
❸

❹
❺
❻
❼

背筋を伸ばし、壁や柱のそばにまっすぐ立ちます
片方のひじから手のひらを壁（または柱）につけます
ついている手（イラストでは右手）とは反対側に壁側の
足（イラストでは右足）のつま先を向け、ついている手
の反対の肩（イラストでは左肩）を後ろに引くように胸
も同じ方へ向けます 
その状態で、呼吸を深く保ちながら30秒キープします
この動作を左右交互３回ずつ行います

❶
❷
❸

❹
❺

　腕の長い人は座面の下や、椅子の足をつかんだ方がやりやすいかもしれません。肩の力を抜き、
肩から首筋を伸ばすように体を前傾させましょう。

ポイント

　胸の筋肉がしっかりと伸びていることを確認してくだ
さい。上半身だけで体を捻ってしまわないように、しっ
かりつま先を胸筋が伸びる方へ向けてください。ひじの
位置を耳、肩、へその三つの高さに分けて調整すると、
さらに高いストレッチ効果が期待できます。

ポイント

胸筋のストレッチ

僧帽筋上部のストレッチ

　肩甲骨の固まった姿勢が長く続くと、胸の筋肉も縮んで固まってしま
います。これが肩甲骨の動きを妨げ、肩こりを助長します。胸筋の下は、
首から腕に伸びる血管や神経の通り道になっています。こり固まって硬
くなった筋肉で血管や神経が圧迫されてしまうと、肩や腕のダルさ、ひ
どい場合は痺れなどの症状があらわれてくることもあります。
　胸筋をしっかりストレッチすることで、筋肉は柔軟性を取り戻します。
これにより、肩こりをはじめとする症状が改善する効果が期待できます。
また胸筋は呼吸とも深くかかわっているため、適切にケアすることで空
気の循環がよくなり、自律神経を整える効果も期待できます。

　肩甲骨を下に引きつける「下制」の動きに首を曲げる動きを加えたストレッチです。主
に首の筋肉、なかでも「僧帽筋」という、肩から首にかけてつながる筋肉を伸ばす効果が
あります。「下制」が上手くできない人は、このストレッチの方がやりやすいかもしれません。

ひじの高さを調整してみよう

へその高さ 肩の高さ 耳の高さ
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第41回
指示にしたがって、正解だと思う方を選び、行動してください。

ややこしい脳トレ

　今回は切り替え力のトレーニングです。「頭ではわかっているのに、体がついて
いかない」ことはあるものですが、それでもゆっくりくり返せばスムーズにできる
ようになっていきます。歳をとってもトレーニングで改善できる感覚を体感して
ください。

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。
公立諏訪東京理科大学医療介護
健康工学部門長。健康教育、脳科
学が専門。脳計測器多チャンネル
NIRSを使って、脳活動を調べて
いる。『中高年のための脳トレーニ
ング』（NHK出版）など著書多数。

意欲や認知にかかわる前頭前野を鍛えよう
不安なことも少なくないいまの時代
を生き抜くためには、物事を俯

ふ

瞰
かん

で見
て、ときにはやり過ごすような柔軟な
対応力が必要となってきます。しかし
ながら、脳の前頭前野という領域の活
動が低下していると、気持ちの切り替
えがうまくいかないどころか、意欲も
湧いてこなくなってしまいます。
そこで、今回のような質問が途中で
切り替わるといった「ややこしい脳ト

レ」にチャレンジしてみましょう。前
頭前野が強く活性化します。そして、
記憶力や集中力、判断力などのさまざ
まな認知機能の向上にもつながりま
す。また、途中で切り替わる質問に素
早く反応して、テンポよくリズミカル
に解答することで、よりよい効果を得
ることができます。ややこしい課題を
こなしながら、脳をしっかりと使って
いきましょう。

どっちの数字？

どっちのじゃんけん？

正解だと思うほうを、テンポよく指さしてください。

利き手で正解だと思うほうのジャンケンを出してください。
テンポよくやってみましょう。

大きいのはどっち？ １＋１ ３－２
大きいのはどっち？ ９－４ ５＋２
小さいのはどっち？ ５－２ １＋３
大きいのはどっち？ ３＋８ ６＋４
小さいのはどっち？ ９－４ ３＋４

勝つのはどっち？ パー グー
勝つのはどっち？ チョキ グー
負けるのはどっち？ パー チョキ
負けるのはどっち？ チョキ グー
勝つのはどっち？ グー パー
負けるのはどっち？ グー チョキ
勝つのはどっち？ パー グー
負けるのはどっち？ パー チョキ
負けるのはどっち？ グー チョキ
勝つのはどっち？ チョキ グー

❶
❷
❸
❹
❺

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10

スムーズにできたら、質問を逆にして、①②④は小さいほうを、③⑤は大きいほうを
指さしてください。3回、間違わずにできるようチャレンジしてみましょう。

スムーズに出せるようになったら、奇数問題は利き手で、偶数問題は反対の手で
チャレンジしてみましょう。
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害
者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受
付、啓発等）を実施しています。� 2020年11月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒261-0001 千葉市美浜区幸町1-1-3  ハローワーク千葉５階 043-204-2901

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒780-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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お問合せ先

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部 研究開発課
TEL：043‒297‒9527　FAX：043‒297‒9550　https://www.jeed.or.jp/

主催●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構    後援●厚生労働省

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大にともない、開催日時などに変更が生じる場合があります。当機構ホームページで
随時お知らせしますので、ご確認ください。

申込方法につきましては、当機構ホームページで随時お知らせしますので、ご確認ください。

日　時  令和２年１１月１２日（木）　13：00～14：45
場　所  ホテルエルセラーン大阪　エルセラーンホール

大
阪

日　時  令和２年１１月１９日（木）　13：00～14：30
場　所  JR 九州ホール

福
岡

日　時  令和２年１２月１７日（木）　13：00～14：40
場　所  日経ホール

東
京

定価（本体 458 円＋税）

　毎年ご好評をいただいている「生涯現役
社会の実現に向けたシンポジウム」を本年
度も開催します。
　本年度は、高齢社員の戦力化を図るための
「評価・報酬体系」、「職場環境改善」などをテー
マとして、11月、12月は以下の会場で開催
します。
　高齢者が活躍できる環境整備の必要性や
今後の高齢者雇用について、みなさまととも
に考える機会にしたいと思います。

～生涯現役社会の実現に向けた～ 
シンポジウムのご案内

jeed  シンポジウム 検索

 ●高年齢者雇用安定法改正について
 ●学識経験者による講演
 ●事例発表　　など

参 加 費  無料（事前の申込みが必要となります）
開催スケジュール  下記をご参照ください

カリキュラム
（予 定）
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